
第325図 井戸跡出土遺物（16)
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第326図 井戸跡出土遺物（17)
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第327図 井戸跡出土遺物（18)
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第328図 井戸跡出土遺物（19)
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第329図 井戸跡出土遺物（20)
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第215号井戸跡（第323図）

西区二面のＥ―25、Ｅ―26グリッドに位置する。

第430号溝跡を大きく切っている。平面形は円形で、

規模は直径70㎝と小型である。深さは134㎝あり、断

面形は筒形である。

出土遺物は極めて少なく、土師器の ・甕の小破

片が７点出土したが、図示できるものはなかった。

第216号井戸跡（第330図）

西区二面のＧ―23グリッドに位置する。第３次調

査において唯一の横組みの井戸枠が検出された井戸

跡である。第276号溝跡、第411号溝跡の２条の溝跡

を大きく切っている。平面形は四辺が膨らむ長方形

で、底面が円形である。規模は長軸が270㎝、短軸が

230㎝で、長軸方向はＮ―13°―Ｅをとる。深さは162

㎝を測る。掘り方の断面形は箱形、断面図の覆土１

層を考慮すれば、井戸本体の断面形は四角い筒形で

あったと推測される。

井戸枠は井戸の中央部に、横木を正方形に井桁状

に組んで構築されている。組まれた井戸枠の内部は

一辺が58㎝の正方形で、枠内部の大きさは下から上

まで同じ大きさで組まれている。

井戸枠の横木に利用された木材（第332～341図、

表98）は、丸木を半裁した材木と板状の材木で構成

され、両端のやや内側に上下から切り欠きを施して

いる。長さは78～92㎝の範 におさまり、両端の切

り欠きを上下に組む、相欠き組みの横板組構造であ

る。最下段に使われているのは幅18～23㎝、長さ

105～110㎝の板材である。井戸枠材の形状と向きか

ら推測して、最下段は東西には幅18～20㎝の板材を

立て、南北には幅20～23㎝とやや大きめの板材の両

端をＬ字型に切り欠いたものを、Ｌ字に出っ張った

部分を上にして東西の板材を引っ掛けて組んだ可能

性が考えられる。

井戸枠材のうち３点について、樹種同定をおこな

い興味深い結果を得ることができた。各資料は、１

段目南側の井戸枠材はコナラ属コナラ節の木材、６

段目南側の井戸枠材はクリ、最下段となる13段目に

使われた幅広の板状の井戸枠材はヒノキであること

がわかった。最下段の、形態の異なる井戸枠材に異

なる樹種が利用されている状況は理解しやすいが、

同じように組まれていた１段目と６段目とで異なる

樹種の木材が混在して使われていた点が注目され

る。なお、分析の詳細はⅧ―１、２に掲載した。

井戸枠以外の出土遺物は第331図と第342図に示

した。出土遺物量は極めて多く、須恵器の 、土師

器の甕、紡錘車や滑石の欠片などが出土した。井戸

本体部分の覆土からは平安時代の遺物が多く、掘削

して井戸枠を据えた後に埋め戻された井戸枠外側の

掘り方部分からは、奈良時代の遺物が出土している。

このことから、井戸は奈良時代に構築されてから比

較的長期間に渡って利用され、平安時代に廃棄され

たと考えられる。

第217号井戸跡（第343図）

西区二面のＦ―24グリッドに位置する。北側で第

439号溝跡を切っているほか、Ｆ―24グリッドＰ3、

Ｐ6も切っている。平面形は円形で、規模は直径125

㎝である。深さは116㎝あり、断面形は筒形である。

出土遺物は第344図１に示した。遺物量は極めて

少なく、灰釉陶器の皿、須恵器の甕、土師器の甕の

破片など５点が出土した。

第218号井戸跡（第343図）

西区二面のＦ―23グリッドに位置する。北側で第

276号溝跡に切られ、南側で第230号井戸跡を切って

いるほか、第88号住居跡も切っている。平面形は円

形で、規模は直径168㎝である。深さ160㎝まで調査

を進めたが、壁面崩落の危険性が生じたため、以下

の調査を断念した。断面形は筒形である。

出土遺物は一定量あり、在地産の鉢の破片が出土

したが、図示できるものはなかった。このほかに、

土師器の甕、須恵器など平安時代の遺物が多く混入

していた。また、覆土３層中から、煤が大量に付着
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第330図 井戸跡（18)

第331図 井戸跡出土遺物（21)
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第98表 第216号井戸跡井戸枠材観察表

図版番号 遺 構 種 別 器 種 長さ 巾 厚さ 材 質 備 考 図版

332 8 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［63.6］ 4.6 4.0 ２段目北

332 9 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［76.0］ 7.6 2.4 ３段目北 170

332 10 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［76.0］ 7.2 3.8 ４段目北 170

332 11 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［88.4］ 8.2 3.2 ５段目北

332 12 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［68.4］ 5.8 3.0 ６段目北 170

332 13 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［99.4］ 9.4 8.0 ７段目北 170

332 14 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［41.4］ 5.0 3.4 ７段目北 170

332 15 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［83.8］ 7.0 3.8 ８段目北 170

333 16 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［69.3］ 9.1 4.0 ９段目北 170

333 17 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［91.5］ 3.8 7.1 10段目北 170

333 18 SE 216 木製品 井戸枠横木 91.8 8.6 4.8 11段目北 170

333 19 SE 216 木製品 井戸枠横木 78.6 9.2 2.2 12段目北（1） 170

333 20 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［114.0］ 10.4 2.2 12段目北（2）

333 21 SE 216 木製品 井戸枠横木 106.4 18.0 2.6 12段目北（3） 170・171

333 22 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［88.2］ 21.6 2.6 13段目北 170

334 23 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［40.6］ 8.2 1.8 １段目東

334 24 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［45.5］ 10.8 4.7 ２段目東

334 25 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［76.0］ 6.0 4.3 ３段目東

334 26 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［55.6］ 4.8 3.9 ４段目東 171

334 27 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［74.6］ 7.4 4.2 ５段目東 171

334 28 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［22.3］ 8.9 8.1 ６段目東

334 29 SE 216 木製品 井戸枠横木 86.1 7.3 4.0 ７段目東 171

334 30 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［72.8］ 9.6 4.0 ８段目東 171

334 31 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［63.8］ 7.8 3.5 ９段目東 171

335 32 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［92.6］ 7.4 6.2 10段目東 171

335 33 SE 216 木製品 井戸枠横木 109.6 18.8 2.4 13段目東 171

336 34 SE 216 木製品 井戸枠横木 88.8 8.6 4.6 コナラ属コナラ節 １段目南 171

336 35 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［63.7］ 9.4 3.7 ２段目南

336 36 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［79.4］ 7.4 2.6 ３段目南

336 37 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［69.0］ 7.4 3.6 ４段目南

336 38 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［70.9］ 6.6 4.4 クリ ６段目南 171

336 39 SE 216 木製品 井戸枠横木 86.2 8.6 5.0 ７段目南 171

336 40 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［51.0］ 4.6 2.2 ８段目南

336 41 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［69.2］ 7.8 5.9 ９段目南 171

337 42 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［72.8］ 8.6 3.8 10段目南 172

337 43 SE 216 木製品 井戸枠横木 85.8 7.8 4.6 11段目南 172

337 44 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［80.2］ 22.6 2.4 ヒノキ 13段目南 172

338 45 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［63.1］ 7.5 2.6 １段目西

338 46 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［71.4］ 6.8 3.4 ２段目西

338 47 SE 216 木製品 井戸枠横木 85.0 3.1 6.4 ３段目西

338 48 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［90.2］ 6.0 3.8 ４段目西

338 49 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［86.8］ 5.6 1.6 ５段目西

338 50 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［34.2］ 5.9 2.2 ６段目西

340 51 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［51.7］ 7.0 3.4 ７段目西

340 52 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［57.6］ 7.4 4.0 ８段目西 172

340 53 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［81.8］ 6.0 4.4 ９段目西

340 54 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［80.0］ 8.2 4.5 10段目西 172

340 55 SE 216 木製品 井戸枠横木 ［82.8］ 19.6 3.2 13段目西 172
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第332図 井戸跡出土遺物（22)
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第333図 井戸跡出土遺物（23)

― ―365



第334図 井戸跡出土遺物（24)
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した円礫３点や木片、ニホンジカの鹿角（Ⅷ―２図

版６）が出土した。

第219号井戸跡（第343図）

西区二面のＦ―23グリッドに位置する。第88号住

居跡の貼床を切って構築されている。平面形は円形

で、規模は直径76㎝と小規模である。深さは128㎝を

測り、断面形は筒形である。井戸の下層から底部を

欠いた須恵器の大甕が出土した。この大甕の接合破

片の出土位置は、覆土上層から下層にまでおよんで

いた。この大甕の口縁部は井戸の底面からやや浮い

た位置で、口縁部を下にした状態で出土した。

出土遺物は第344図２～４に示した。遺物量は一

定量あり、図示した遺物のほかにも、別個体とみら

れる須恵器の大甕の破片で復元できないものが多数

出土した。ほかに、須恵器の や土師器の破片も出

土している。

第220号井戸跡（第345図）

西区二面のＦ―23、Ｆ―24グリッドに位置する。

北側では第88号住居跡を切って構築されている。平

面形は北東―南西方向にやや長い楕円形で、規模は

長径100㎝、短径85㎝を測る。長軸方向はＮ―43°―Ｅ

をとる。深さは163㎝、下部の井戸中心部の直径は45

㎝を測り、断面形は漏斗形である。覆土は２層で構

成され、全体に炭化物を少量含んでいる。

出土遺物は極めて少なく、底部に周辺ヘラケズリ

を施した須恵器の 、土師器の小破片など５点が出

土した。図示できるものはなかった。

第221号井戸跡（第345図）

西区二面のＨ―21、Ｈ―22グリッドに位置する。

第371号土坑を切って構築されている。平面形は円

形で、規模は直径105㎝である。深さは168㎝を測り、

断面形は底面からほぼまっすぐ立ち上がる筒形であ

る。半裁の途中で断面が崩壊したため、断面の記録

は残せなかった。

出土遺物は第344図５に示した。遺物量は極めて

少なく、土師器の甕・ 、須恵器の などが出土し

た。

第222号井戸跡（第345図）

西区二面のＦ―23グリッドに位置する。第88号住

居跡を大きく壊して構築されている。平面形は東西

第335図 井戸跡出土遺物（25)
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第336図 井戸跡出土遺物（26)
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方向にやや長い楕円形で、規模は長径284㎝、短径

265㎝を測り、長軸方向はＮ―76°―Ｅをとる。深さ

175㎝まで調査を進めたが、湧き水が激しく、壁が崩

落する危険性が生じたため、それ以下の調査を断念

した。断面は漏斗形で、下部の井戸中心部分の直径

は140㎝である。

断面の観察から、覆土６層および７層が掘り方、

覆土４層および５層が井戸の本体部分であったと推

定できる。覆土には全体的に焼土粒子や炭化物が含

まれているが、中でも覆土４層には大量の有機物が

含まれていた。３層および４層付近では土器や木材

などの遺物も多量に出土していることから、井戸の

中心部分を埋めた後に、なんらかの有機物、土器類、

木材片など不要になったものを一括して投棄したと

考えられる。

出土遺物は第346図～350図に示した。遺物量は極

めて多く、膨大な量の須恵器の ・高台付 ・甕・

羽釜・蓋・提瓶、土師器の甕・ 、灰釉陶器、多く

の木製品の一部、鉄製品、礫、馬の歯などが出土し

た。21、22の須恵器の高台付 の内面には、漆が付

着していた。ハケやヘラで粗くこすった跡が不規則

についていることから、パレットとして使用された

可能性が考えられる。完形の須恵器もあるが破片が

多く、出土位置は３層、４層、６層を中心としてお

り、上述したように、井戸の廃棄後、覆土５層まで

埋めた後で大量の土器類が木材片とともに投棄され

たと考えられる。須恵器に比べて、土師器の出土量

は少なかった。礫も、大きなものから小さいものま

で数点が出土している。

出土木製品に完全な製品は少なく、部材とみられ

るものが多数を占める。特に、焦げて黒ずんだもの

が多いのが特徴的である。出土した木製品のなかに

は、曲物の底板とみられるものも２枚あった。木製

品の一部については樹種同定をおこなった。その結

果、83のえぐり付木器はコナラ属コナラ亜属クヌギ

節、82の加工痕のある棒はイヌガヤ、筵網錘はコナ

第337図 井戸跡出土遺物（27)
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第338図 井戸跡出土遺物（28)

第339図 第216号井戸跡 井戸枠側面図（1)
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第341図 第216号井戸跡 井戸枠側面図（2)

第340図 井戸跡出土遺物（29)
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第342図 井戸跡出土遺物（30)
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ラ属アカガシ亜属の木材から作られていることがわ

かった。分析の詳細はⅧ―２に掲載している。

また、ニホンジカの寛骨と鹿角（Ⅷ―２図版６）

も出土している。

第223号井戸跡（第351図）

西区二面のＧ―24グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は直径184㎝である。断面形は漏斗形で、

深さは216㎝、下部の井戸中心部の直径は88㎝を測

る。半裁の途中で断面が崩落したため、断面の記録

を残すことができなかった。

出土遺物は第352図１に示した。遺物量は極めて

少なく、内面に墨書のある土師器の甕の破片、須恵

器の甕・ 、片岩の欠片など９点が出土した。これ

らの遺物は、平安時代のものである。

第224号井戸跡（第351図）

西区二面のＨ―21グリッドに位置する。第382号

土坑を切って構築され、第135号井戸跡、Ｈ―21グ

リッドＰ1に切られている。確認面での平面形は円形

で、規模は直径63㎝である。また、オーバーハング

している下端での平面形は不整楕円形で、規模は長

径90㎝である。深さは120㎝を測る。井戸内下層で木

材が北側の壁面に入り込んでおり、断面形は底面付

近が大きくオーバーハングするフラスコ形である。

このようなフラスコ形になるのは、底面付近の壁面

が崩落したためと考えられる。調査時も断面が崩落

したため、断面の記録を残すことができなかった。

出土遺物は第352図２～10に示した。遺物量は少

なめで、土師器の ・小型壺・甕、須恵器の甕、小

礫、木材などが出土した。

第225号井戸跡（第351図）

西区二面のＨ―22グリッドに位置する。西側では

第372号溝跡を切っている。また、東側の一部は調査

のための排水溝に壊されている。平面形は南北にや

や長い楕円形で、規模は長径121㎝、短径は推定98

㎝。長軸方向はＮ―90°―Ｅをとる。深さは122㎝を測

り、断面形は筒形である。湧き水が著しく、断面が

調査の途中で崩落したため、断面の記録は残せな

かった。

出土遺物は第352図11～15に示した。遺物は一定

量あり、土師器の甕・ 、須恵器の 、曲物の底板

などが出土した。

第343図 井戸跡（19)
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第344図 井戸跡出土遺物（31)
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第226号井戸跡（第351図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は直径63㎝と小さく、深さは117㎝を測

る。断面形は筒形である。

出土遺物はほとんどなく、土師器の小破片が３点

出土した。図示できる遺物はなかった。

第227号井戸跡（第351図）

西区二面のＨ―21グリッドに位置する。第408号

溝跡を切っているが、Ｈ―21グリッドＰ3、Ｐ34に切

られている。平面形は東西にやや長い楕円形で、長

径は112㎝、短径は85㎝、長軸方向はＮ―８°―Ｅであ

る。断面形は漏斗形で、深さは122㎝を測り、下方の

中心部の直径は34㎝と極めて小さい。

出土遺物は少なく、土師器の甕、須恵器の甕の破

片など14点が出土したが、図示できるものはなかっ

た。

第228号井戸跡（第351図）

西区二面のＨ―21グリッドに位置する。平面形は

東西に長い楕円形で、東側に方形の浅い張り出し部

を設けている。規模は長径88㎝、短径48㎝で、長軸
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第345図 井戸跡（20)



第346図 井戸跡出土遺物（32)
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第347図 井戸跡出土遺物（33)
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第348図 井戸跡出土遺物（34)
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第349図 井戸跡出土遺物（35)
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第350図 井戸跡出土遺物（36)
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方向はＮ―62°―Ｗをとる。断面形は漏斗形で、深さ

は126㎝、井戸本体の中心部の直径は45㎝と小さい。

覆土１層には多量の炭化物と焼土粒子が、覆土２層

には多量の炭化物が含まれていた。埋没の最終段階

に廃棄物として燃えかすなどが投棄されたものと考

えられる

出土遺物は第353図１～６に示した。遺物は一定

量あり、土師器の ・鉢・甕などが出土した。

第229号井戸跡（第351図）

西区二面のＦ―22グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は直径66㎝である。深さは130㎝を測

り、断面形は筒形である。

出土遺物は第353図７に示した。遺物量は少なく、

須恵器の高台付 ・蓋・甕、土師器の小破片などが

出土した。

第230号井戸跡（第351図）

西区二面のＦ―23グリッドに位置する。北側で第

218号井戸跡に1/3壊されている。また南側ではピッ

トに切られている。平面形は隅丸方形で、規模は一

辺125㎝である。断面形は漏斗形で、深さは148㎝、

井戸の中心部の直径は78㎝である。覆土では２層の

堆積がみられるが、井戸の本体部分は覆土２層の単

層となっている。２層には地山土とみられる青灰色

のブロックが多量に含まれており、廃絶直後に一気

に埋め戻されたと考えられる。

出土遺物は一定量あり、灰釉陶器の 、土師器の

・甕、須恵器の蓋などが出土したが、図示できる

ものはなかった。

第231号井戸跡（第355図）

西区二面のＦ―23グリッドに位置する。平面形は

やや角張った円形で、規模は直径118㎝である。深さ

は180㎝を測り、断面形は筒形である。最下層に相当

する覆土４層は、炭化物や灰、有機物、木片が大量

に含まれ、桃のものとみられる種子も出土した。断

面では噴砂が観察された。

出土遺物は第353図８～27、第354図28～31に示し

た。土器類は下層を中心に出土している。遺物量は

多く、須恵器の ・蓋・甕の破片、土師器の台付甕・

甕・ 、墨書土器、砥石、木製品などが出土した。

29の木製の皿は、覆土４層から出土したものである。

28の木製の筵網錘について樹種同定をおこなっ

た結果、コナラ属アカガシ亜属の木材で作られてい

ることがわかった。分析の詳細はⅧ―２に掲載して

いる。

第232号井戸跡（第355図）

西区二面のＦ―27グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は直径90㎝である。深さは130㎝を測

り、断面形は筒形である。半裁の途中で断面が崩落

したため、断面の記録は残せなかった。

出土遺物は少なく、須恵器の瓶・ 、土師器の

など９点が出土したが、図示できるものはなかった。

土器類のほかに、井戸の底面付近からドブネズミの

頭骨（Ⅷ―２図版６）を含めた骨が１体分出土した。

当時、周辺に生息していたものが井戸に落ちたもの

とみられる。

第233号井戸跡（第355図）

西区二面のＦ―23、Ｆ―24グリッドに位置する。

中央で第411号溝跡、南側で第234号井戸を切ってい

る。平面形は隅丸方形で、規模は一辺が236㎝である。

断面形は漏斗形で、深さは190㎝、中心部の直径は67

㎝である。断面の観察から、覆土４層、７～10層、

12～14層が掘り方、覆土１～３層が井戸の本体部分

であると判断される。

出土遺物は第356図１～13に示した。遺物は一定

量あり、須恵器の ・ ・長頸壺、土師器の ・皿・

甕・土師器の甕、木製品の一部などが出土した。木

製品の一部および木材は井戸の底面付近から出土し

ている。
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第351図 井戸跡（21)
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第234号井戸跡（第355図）

西区二面のＦ―23、Ｆ―24グリッドに位置する。

北西側で第411号溝跡を切り、北側では第233号井戸

跡に切られている。平面形は不整楕円形で、西側に

大きな半楕円形の張り出し部を設けている。本体の

規模は長径302㎝、短径280㎝、長軸方向はＮ―０°で

ある。断面形は漏斗形で、深さは190㎝、井戸中心部

の直径は89㎝を測る。

断面の観察から、覆土の６層、７層、９～11層、

13層はブロックを主体的に含む井戸の掘り方、１層

および３層が井戸の本体部分であったと推定され

る。

出土遺物は第356図14～21に示した。遺物は、井戸

本体部分の最下層に相当する覆土３層付近から多く

出土している。遺物は一定量あり、須恵器の ・甕、

土師器の甕の破片、木製品の一部とみられる棒など

が出土した。

第235号井戸跡（第357図）

西区二面のＨ―23グリッドに位置する。北側で第

418号溝跡を切り、南側で第423号溝跡に切られてい

る。平面形は楕円形で、規模は長径81㎝、短径59㎝

である。オーバーハングしており、下端の規模は長

径115㎝、短径105㎝で、長軸方向はＮ―４°―Ｗであ

る。深さは140㎝で、断面形はフラスコ形である。

出土遺物は第358図１～６に示した。遺物は一定

量あり、須恵器の ・甕、土師器の甕などが出土し

た。４～６の木材は、底面近くの５層と７層から出

土している。１は底部に「山」と書かれた墨書土器

である。

第236号井戸跡（第357図）

西区二面のＦ―25グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は直径103㎝である。深さは145㎝、断

面形はやや口に向かって開く漏斗形である。覆土全

体に炭化物が含まれていたが、特に覆土１層は多量

の炭化物と焼土粒子を少量含んでいた。

出土遺物は第358図７～12に示した。遺物は一定

量あり、在地産の鉢、土師器の甕、須恵器の高台付

、灰釉陶器、鉄滓などが出土した。

第237号井戸跡（第357図）

西区二面のＨ―27グリッドに位置する。南側は調

査区域外で、検出したのは北側半分である。平面形

は円形で、規模は直径154㎝である。断面形は漏斗形

である。深さは123㎝、中心部の直径は65㎝である。

覆土全体に緑灰色粘土ブロックを含んでいる。

出土遺物はなかった。

第238号井戸跡（第357図）

西区二面のＦ―25グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は直径59㎝と小さい。深さは140㎝で、

断面形は筒形である。半裁の途中で断面が崩落した

ため、断面の記録は採取できなかった。

出土遺物は極めて少なく、土師器の甕など小破片

が５点出土したが、図示できるものはなかった。

第239号井戸跡（第357図）

東区のＮ―26グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は直径80㎝である。深さは130㎝を測り、断

面は筒形である。

出土遺物は第358図13・14に示した。遺物量は極め

て少なく、須恵器の ・甕、灰釉陶器、土師器の小

破片など６点が出土した。

第240号井戸跡（第357図）

東区のＬ―21、Ｌ―22、Ｍ―21、Ｍ―22グリッド

に位置する。北側では第509号溝跡、第512号溝跡を

切っている。第503号溝跡との新旧関係は確認でき

なかった。平面形は南北にやや長い楕円形で、規模

は長径295㎝、短径272㎝を測る。長軸方向はＮ―18°

―Ｅをとる。断面形は漏斗形で、深さは158㎝、中心

部の直径は125㎝である。覆土２層を中心に有機物

を多く含み、最下層の６層には炭化物が多量に堆積
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第352図 井戸跡出土遺物（37)
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第353図 井戸跡出土遺物（38)
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していた。本遺構に連結している第503号溝跡と最

上層の覆土が同じであったことから、本遺構は溜井

で、第503号溝跡が導水路であった可能性が考えら

れる。

出土遺物は第359図１～４に示した。遺物は一定

量あり、土師質の須恵器の 、在地産の鉢、宋銭、

青磁などが出土したほか、須恵器の甕などの混入遺

物もあった。２の須恵器の甕は混入したものと考え

られる。

第241号井戸跡（第357図）

東区のＪ―21グリッドに位置する。第505号溝跡

を切っている。平面形は円形で、規模は直径62㎝で

ある。深さは114㎝を測り、断面形はやや口の広がる

筒形である。

出土遺物は第359図５～７に示した。遺物は一定

量あり、土師器の丸底甕・甕・鉢、須恵器の小破片

などが出土した。５と７は覆土１層から出土した土

器で、埋没の最終段階に入り込んだとみられる。

第242号井戸跡（第360図）

東区のＬ―21グリッドに位置する。北側で第459

号土坑を切っている。平面形は円形で、規模は直径

113㎝である。深さは138㎝で、断面形は口がやや広

がる筒形である。

出土遺物は第359図８に示した。遺物量は少なく、

須恵器の 、土師器の小破片など14点が出土した。

第243号井戸跡（第360図）

東区のＬ―21グリッドに位置する。第130号溝跡

を切って構築され、第282号井戸跡に切られている。

平面形は南北に長い楕円形で、規模は長径263㎝、短

径238㎝、長軸方向はＮ―13°―Ｗをとる。深さは144

㎝を測り、断面形は箱形である。覆土２層には炭化

物が多量に、覆土３層には炭化物と有機物が多量に

含まれていた。埋没の最終過程で一括投棄されたも

のと考えられる。

出土遺物は第359図９～11に図示した。遺物量は

少なめで、須恵器の甕・ ・高台付 、土師器の甕・

の小破片、曲物の底板などが出土した。11の曲物

第354図 井戸跡出土遺物（39)
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の底板は、覆土11層の直上から出土した。

第244号井戸跡（第360図）

東区のＭ―21グリッドに位置する。西側半分で第

488号溝跡を切っている。平面形は円形で、規模は直

径121㎝である。深さは132㎝を測り、断面形は底面

付近がややすぼまる筒形である。

出土遺物は第359図12に示した。遺物量は極めて

少なく、図示した１点のほかに片岩の欠片が出土し

た。

第245号井戸跡（第360図）

東区のＭ―22、Ｍ―23グリッドに位置する。第486

号溝跡、第１号道路状遺構など重複する遺構を切っ

第355図 井戸跡（22)
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第356図 井戸跡出土遺物（40)
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ている。平面形は不整円形で、規模は直径171㎝であ

る。深さは157㎝、断面形は口に向かってやや開く筒

形である。覆土４層と５層には炭化物が多量に含ま

れていた。井戸廃絶後に廃棄物を一括投棄した可能

性が考えられる。

出土遺物は第361図１～７に示した。遺物量は少

なく、陶器、木片や木製品のほかに灰釉陶器など16

点の遺物が出土した。７の杓子について樹種同定を

おこなった結果、サワラで作られていることがわ

かった。分析の詳細はⅧ―２に掲載した。

第246号井戸跡（第360図）

東区のＭ―23グリッドに位置する。北東側では第

94号住居跡を切っている。平面形は北東―南西方向

に長い楕円形で、規模は長径190㎝、短径154㎝であ

る。長軸方向はＮ―45°―Ｅをとる。断面形は漏斗形

である。深さは161㎝、中心部底面付近の直径は81㎝

である。

出土遺物は第361図８・９に示した。遺物量は極め

て少なく、須恵器の甕、土師器の甕・ などの小破

片、小型の曲物など９点が出土した。図示できる土

器類はなかったが、遺物は平安時代のものであった。

８の小型の曲物は、直径が20㎝あり、井戸の底面近

くから出土した。この曲物について樹種同定をおこ

なった結果、側板、底板ともにスギが利用されてい

ることがわかった。分析の詳細はⅧ―２に掲載して

いる。

第247号井戸跡（第360図）

東区のＭ―23グリッドに位置する。第94号住居跡

よりも新しい。平面形は不整円形で、北西部には掘

り込みの浅い方形の張り出し部を設けている。規模

は、張り出し部を含めた長軸が187㎝、長軸方向はＮ

―51°―Ｗをとり、井戸本体の直径は146㎝を測る。深

さは143㎝あり、断面形は口に向かって広がる形を

呈する。

出土遺物は第361図10に示した。遺物量は極めて

少なく、土師器の甕、灰釉陶器の小破片、須恵器の

高台付盤か高 とみられる破片など７点が出土し

た。

第248号井戸跡（第362図）

東区のＭ―22、Ｎ―22グリッドに位置する。第95

号住居跡を壊して構築され、東側で隣接する第249

号井戸跡に切られている。平面形は東西にやや長い

不整楕円形で、規模は長径166㎝、短径154㎝を測る。

長軸方向はＮ―78°―Ｗをとる。深さは104㎝で、断面

形は上部が小さくくびれる箱形である。

出土遺物はなかった。

第249号井戸跡（第362図）

東区のＭ―22、Ｎ―22グリッドに位置する。第95

号住居跡を壊して構築され、西側では第248号井戸

跡を切っている。平面形は不整楕円形で、規模は長

径308㎝、短径207㎝である。長軸方向はＮ―78°―Ｗ

である。深さは178㎝を測り、断面形は箱形を呈する。

断面観察から、覆土10層が井戸の掘り方、９層が井

戸本体部分の痕跡であったと考えられる。

出土遺物は第361図11～13に示した。遺物量は少

なめで、須恵器の甕や大型甕の破片・ ・高台付 、

灰釉陶器の小破片、土師器の破片などが出土した。

遺物は平安時代のものである。

第250号井戸跡（第362図）

東区のＮ―23グリッドに位置する。東側の一部は

調査のために設けられた排水溝に壊されている。平

面形は南北にやや長い楕円形で、規模は長径118㎝、

短径は推定100㎝、長軸方向はＮ―10°―Ｗをとる。深

さは160㎝で、断面形は上部がわずかに開く筒形で

ある。

出土遺物は第361図14に示した。遺物量は極めて

少なく、常滑の壺の破片（14）が出土した。このほ

か、土師器の小破片など混入遺物を含めて計７点が

出土した。
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第357図 井戸跡（23)
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第358図 井戸跡出土遺物（41)
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第251号井戸跡（第362図）

東区のＫ―22グリッドに位置する。東側でＫ―22

グリッドＰ46を切って構築されている。平面形は南

北に長い楕円形で、規模は長径95㎝、短径70㎝であ

る。長軸方向はＮ―６°―Ｗをとる。深さは126㎝を測

り、断面形は西側上部がわずかに開く筒形である。

出土遺物は第363図１～４に示した。遺物量は少

なく、須恵器の ・高台付 ・甕、土師器の甕など

小破片、中央にえぐりのある木材の一部が出土した。

第252号井戸跡（第362図）

東区のＫ―22、Ｌ―22グリッドに位置する。南西

側で第262号井戸跡に、南東側でピットに切られて

いる。平面形は円形で、規模は直径144㎝である。深

さは154㎝を測り、断面形は筒形である。

出土遺物はなかった。

第253号井戸跡（第362図）

東区のＭ―21グリッドに位置する。第503号溝跡

と重複するが、新旧関係は不明である。平面形は不

整円形で、規模は推定直径215㎝である。深さは183

㎝を測り、断面形は漏斗形である。

出土遺物はなかった。

第254号井戸跡（第364図）

東区のＭ―23、Ｎ―23グリッドに位置する。北西

第359図 井戸跡出土遺物（42)
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第360図 井戸跡（24)
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側で第524号溝跡、南東側で第565号溝跡を切ってい

る。東側の一部ではピットに切られている。平面形

は北西―南東方向に長い楕円形で、規模は長径213

㎝、短径183㎝を測る。長軸方向はＮ―36°―Ｗをと

る。断面形は漏斗形で、深さは196㎝、中心部の直径

は86㎝である。覆土２層は炭化物と灰を多量に含ん

でいた。最下層である４層がザクザクした感じでし

まりの弱い層であることから、井戸が廃絶された後、

意図的に埋め戻され、３層まで埋まった段階で、炭

化物や何らかの有機物など廃棄物がまとめて投棄さ

れた可能性が考えられる。

出土遺物は第363図５・６に示した。遺物量は少な

く、須恵器の甕・ 、土師質の須恵器の皿などが出

土した。

第255号井戸跡（第364図）

東区のＬ―22グリッドに位置する。北西側でピッ

トに切られている。平面形は円形で、規模は直径108

㎝である。深さは162㎝を測り、断面形は筒形である。

出土遺物は第363図７～９に示した。遺物量は極

めて少なく、須恵器の甕・高台付 ・ 、土師器の

甕の破片、曲物の側板の一部など９点が出土した。

第256号井戸跡（第364図）

東区のＬ―23グリッドに位置する。第531号溝跡、

第537号溝跡、第543号溝跡の３本の細い溝跡を切っ

て構築されている。平面形は円形で、規模は直径122

㎝、深さは166㎝を測る。断面形は上部がわずかに開

く筒形である。覆土の２層には炭化物が多量に含ま

れていた。埋没の後半段階で、廃棄物が一括して投

棄された可能性が考えられる。

出土遺物は第363図11～13に示した。出土遺物は

極めて少なく、木製品が３点だけ出土した。

第257号井戸跡（第364図）

東区のＬ―23グリッドに位置する。第97号住居

跡、第258号井戸跡、第539号土坑を切って構築され、

南西側の一部が後世のピットに切られている。平面

形は円形で、規模は直径154㎝である。断面形は漏斗

形で、深さは176㎝、井戸中心部の直径は80㎝であ

る。最下層である４層は大量の有機物と炭化物で構

成されており、井戸を埋め戻す際に廃棄物をまとめ

て投棄した可能性が考えられる。

出土遺物は第363図10に示した。遺物量は極めて

少なく、土師器の破片などの混入遺物も含めて６点

が出土した。土器類の中で図示できるものはなかっ

た。10は、切り込みの鋭く深い線状痕のある礫がで

ある。この礫には全面に煤が付着していた。

第258号井戸跡（第364図）

東区のＬ―23グリッドに位置する。第97号住居

跡、第531号溝跡を切って構築され、北側で第257号

井戸跡にわずかに切られている。平面形は北西―南

東方向に長い楕円形で、規模は長径363㎝、短径313

㎝、長軸方向はＮ―48°―Ｗである。深さは200㎝を測

り、断面形はやや径の太い漏斗形といえる。

覆土３層の最下部では、一部に貝の集積が確認さ

れた。貝の遺存状態は悪く、薄っぺらくなった状態

であった。また、覆土６層には炭化物が多量に含ま

れていた。井戸の廃絶後、埋め戻す際にまとめて投

棄したと考えられる。

出土遺物は第365図１～５に示した。遺物は一定

量あるが、須恵器や土師器の破片など混入遺物が多

く出土している。遺構に伴う遺物としてはかわらけ

（１）、在地産の鉢（２）、陶器の破片、宋銭（３）、

切り込みの鋭く深い線状痕のある礫（４）、細い棒状

の木材（５）などが出土した。木材は底面に近い９

層・10層から出土した。このほかに、ウマの寛骨（Ⅷ

―２図版７）も出土している。

第259号井戸跡（第366図）

東区のＭ―21グリッドに位置する。平面形は、南

北方向に長い長方形で、規模は長軸は160㎝、短軸は

149㎝を測り、長軸方向はＮ―18°―Ｅをとる。内部で
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第361図 井戸跡出土遺物（43)
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第362図 井戸跡（25)
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第363図 井戸跡出土遺物（44)
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は、四隅が丁寧に掘削されている様子が確認された。

深さは150㎝を測り、断面形は底面中央部に凹みの

ある箱形である。底面中央部の凹みは直径58㎝であ

る。

出土遺物は第365図６・７に示した。遺物量は極め

て少なく、須恵器の 、土師器、片岩の欠片、軽石

など８点が出土した。７の底部には粗い縄目のよう

な圧痕がついている。

第260号井戸跡（第366図）

東区のＪ―22グリッドに位置する。第98号住居

跡、第483号土坑、第514号溝跡を壊して構築され、

南東の一部をピットに切られている。平面形は不整

円形で、規模は直径222㎝、深さは184㎝を測る。断

面形は上部がわずかに開く径の大きい筒形である。

覆土は２層で構成され、ほとんどを第２層が占めて

いる。２層は地山土とみられる緑灰色のシルトブ

ロックを含むことから、井戸の廃絶後に埋め戻され

た痕跡であると考えられる。

出土遺物は極めて少なく、須恵器の甕． の破片

など７点が出土した。図示できるものはなかった。

第261号井戸跡（第366図）

東区のＪ―23グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は直径116㎝を測る。断面形は中位にくびれ

のある漏斗形で、深さは150㎝、井戸中心部の直径は

68㎝である。

出土遺物は、土師器の小破片が２点と極めて少な

く、図示できるものはなかった。

第262号井戸跡（第366図）

東区のＫ―22、Ｌ―22グリッドに位置する。第252

号井戸跡、第484号土坑、ピットを壊して構築されて

いる。平面形は東西にやや長い楕円形で、規模は長

径171㎝、短径147を測る。長軸方向はＮ―74°―Ｗを

とる。断面形は漏斗形で、深さは180㎝、井戸中心部

の直径は110㎝である。

出土遺物は第365図８～10に示した。遺物量は少

なめで、土師器の甕・ 、須恵器の甕などが出土し

た。このほかに、ウマの 骨（Ⅷ―２図版７）が出

土している。

第263号井戸跡（第366図）

東区のＪ―22グリッドに位置する。西側で第488

号土坑、東側で第505号溝跡、第513号溝跡を切って

いる。平面形は南北にやや長い楕円形で、規模は長

径180㎝、短径156㎝を測る。長軸方向はＮ―０°であ

る。深さは118㎝で、断面形は筒形である。

出土遺物は第365図11～20に示した。遺物量は多

く、須恵器の甕・ ・高台付 ・高 、灰釉陶器、

礫、軽石などが出土した。18は２ヶ所に凹みのある

礫である。

第264号井戸跡（第367図）

東区のＩ―23、Ｊ―23グリッドに位置する。北東

側では第472号土坑、第528号溝跡と重複するが、新

旧関係は不明である。北西半分は調査のための排水

溝に壊されている。平面形は円形で、規模は直径242

㎝、深さは130㎝である。断面形は舟底形である。大

きさの類似する板材が数点まとまって出土している

ことから、井戸枠が据えられていた可能性がある。

出土遺物は第368図１～８に示した。いずれも井

戸枠材の可能性がある。土器類は出土しなかった。

第265号井戸跡（第367図）

東区のＮ―24グリッドに位置する。ピットを切っ

ているが、東側半分の上層は、調査のための排水溝

によって壊されている。平面形は南北に長い楕円形

で、規模は長径170㎝、短径は現存値で142㎝を測る。

長軸方向はＮ―10°―Ｅをとる。断面形は漏斗形で、

深さ160㎝、井戸中心部の直径は123㎝である。

出土遺物はなかった。
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第364図 井戸跡（26)
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第365図 井戸跡出土遺物（45)
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第366図 井戸跡（27)
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第266号井戸跡（第367図）

東区のＭ―24グリッドに位置する。平面形はほぼ

円形で、規模は直径142㎝である。断面形は漏斗形で、

深さ149㎝、井戸中心部の直径は80㎝である。半裁の

途中で３層以下の断面が崩落したため、３層以下の

断面の記録はとれなかった。

出土遺物は第368図９に示した。９は現存値での

長さが26.7㎝の短刀で、最下層から出土した。短刀

のほかに出土遺物はなかった。

第267号井戸跡（第367図）

東区のＭ―24グリッドに位置する。北西側で第

104号住居跡、東で第531号土坑、南で第561号土坑を

切っている。平面形は円形で、規模は直径160㎝であ

る。断面形は漏斗形で、深さは135㎝、井戸中心部の

直径は78㎝である。

出土遺物は第368図10に示した。遺物量は少なく、

須恵器の甕、土師器の破片の２点のみである。

第268号井戸跡（第367図）

東区のＩ―22グリッドに位置する。北東で第473

号土坑、南で第488号土坑を切っているが、西側の一

部を、調査のための排水溝に壊されている。平面形

は不整円形で、規模は直径85㎝とやや小型である。

深さは128㎝あり、断面形は底面の西側に凹みを持

つ筒形である。

出土遺物は第368図11～17に示した。遺物は一定

量あり、須恵器の高台付 ・ 、土師器の破片が出

土した。

第269号井戸跡（第367図）

東区のＪ―22グリッドに位置する。西側2/3が調

査のための排水溝に壊され、断面の記録は井戸の中

心ではなく東寄りでとった。平面形は円形で、規模

は直径113㎝である。深さは168㎝を測り、断面形は

筒形である。覆土は１～４層の堆積がみられるが、

底面から上層の大部分を地山土のブロックを多量に

含む４層が占めている。井戸の廃絶後に埋め戻され

たものと考えられる。

出土遺物は極めて少なく、土師器の甕や須恵器の

甕の破片が出土した。図示できるものはなかった。

第270号井戸跡（第367図）

東区のＭ―25グリッドに位置する。平面形は不整

円形で、直径115㎝である。深さは156㎝で、断面形

は上部がやや径の開いた漏斗形である。

出土遺物は第369図１に示した。遺物量は極めて

少なく、在地産の鉢など５点が出土した。

第271号井戸跡（第370図）

東区のＭ―25グリッドに位置する。東側では第

578号溝跡、西ではピットを壊して構築されている。

平面形は東西にやや長い楕円形で、長径233㎝、短径

207㎝、長軸方向はＮ―32°―Ｗをとる。深さは130㎝

あり、断面形は箱形である。覆土５層には多量の炭

化物と灰が含まれており、埋め戻しの際に、廃棄物

も一緒に投棄した可能性が考えられる。

出土遺物は第369図２に示した。遺物量は少なく、

在地産の鉢のほか、灰釉陶器、土師器、須恵器、片

岩の欠片など10点余が出土した。また、ウマの寛骨

と距骨（Ⅷ―２図版７）も出土している。

第272号井戸跡（第370図）

東区のＭ―25、Ｎ―25グリッドに位置する。西で

は第578号溝跡、北では第556号土坑、南では第562号

土坑を切っている。平面形は東西にやや長い楕円形

で、長径230㎝、短径198㎝を測る。長軸方向はＮ―74°

―Ｗである。深さは114㎝で、断面形は上部がやや広

い筒形である。覆土最下層である７層を含む３～７

層は炭化物を含んでいた。

出土遺物は第369図３に示した。遺物量は極めて

少ない。須恵器の ・甕、軟らかい砂岩質の礫など

７点が出土した。
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第367図 井戸跡（28)
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第368図 井戸跡出土遺物（46)
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第369図 井戸跡出土遺物（47)
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第370図 井戸跡（29)
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第371図 井戸跡（30)
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第273号井戸跡（第370図）

東区のＮ―25グリッドに位置する。南東では第

555号土坑、西では第556号土坑、南では第574号溝

跡、東ではピットを切っている。平面形は円形で、

規模は直径128㎝である。深さは92㎝を測り、断面形

は上部が開く形である。

出土遺物は第369図４～６に示した。遺物量は少

なく、須恵器の蓋・甕の破片、灰釉陶器の など11

点が出土した。

第274号井戸跡（第370図）

東区のＮ―25グリッドに位置する。第574号溝跡、

第576号溝跡、第581号溝跡、第562号土坑、および複

数のピットなど多くの遺構を切っている。平面形は

円形で、規模は直径215㎝である。断面形は漏斗形で、

深さは173㎝、井戸中心部の直径は153㎝である。半

裁の途中で断面が崩落したため、断面の記録を採取

できなかった。

出土遺物は第369図７に示した。遺物は一定量あ

り、在地産の鉢、かわらけが出土した。このほかに、

須恵器や土師器の破片など多くの混入遺物も含まれ

ていた。

第275号井戸跡（第370図）

東区のＮ―25グリッドに位置する。北西側で第

276号井戸跡と連結しており、東側の底面が浅い方が

本井戸跡の底面である。平面形は南北に長い楕円形

で、規模は長径が推定で195㎝、短径が165㎝、長軸

方向はＮ―20°―Ｗをとる。深さは135㎝を測り、断面

形は上部に向かってやや開く形である。

出土遺物はなかった。

第276号井戸跡（第370図）

東区のＮ―25グリッドに位置する。南東側で第

275号井戸跡と連結しており、西側の底面がやや深く

なっているところが本遺構の底面になる。北側の一

部をピットに切られている。平面形は円形で、規模

は直径105㎝、深さは145㎝を測る。断面形は上部に

向かってやや開く形である。

出土遺物は第369図８に示した。遺物量は少なく、

在地産の鉢、小型の が出土した。このほかに、須

恵器の高台付 や須恵器の甕など平安時代の遺物が

混入していた。

第277号井戸跡（第370図）

東区のＮ―25グリッドに位置する。東側で第278

号井戸跡に切られている。平面形は円形で、規模は

直径150㎝である。断面形は漏斗形で、深さは154㎝、

井戸中心部の直径は53㎝である

出土遺物はなかった。

第278号井戸跡（第370図）

東区のＮ―25グリッドに位置する。西側で第277

号井戸跡を切っている。平面形は円形で、規模は直

径112㎝、深さ130㎝、断面形は筒形である。

出土遺物はなかった。

第279号井戸跡（第371図）

東区のＬ―22、Ｌ―23グリッドに位置する。第489

号土坑、第509号土坑を壊して掘削されている。平面

形は円形で、規模は直径131㎝、深さ145㎝。断面形

は漏斗形で、井戸中心部は直径70㎝である。

出土遺物は少なく、須恵器の甕・ などの小破片

が11点出土したが、図示できるものはなかった。遺

物は平安時代のものである。

第280号井戸跡（第371図）

東区のＮ―26グリッドに位置する。東側でピット

を切っているが、西側半分は調査のための排水溝に

よって壊されていた。平面形は南北に長い楕円形で、

規模は長径194㎝、短径は現存値で108㎝を測る。長

軸方向はＮ―２°―Ｅをとる。断面形は漏斗形で、深

さは140㎝、井戸中心部の直径は90㎝と推定される。

覆土の２層には多量の炭化物と少量の焼土粒子が含
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まれていた。

出土遺物は、須恵器の壺の胴部破片が１点出土し

たが、図示できなかった。

第281号井戸跡（第371図）

東区のＮ―26グリッドに位置する。調査区の南東

隅の際に位置し、東側と南側が、調査のための排水

溝に壊されている。平面形は不整円形で、規模は直

径182㎝、深さ137㎝を測る。断面形は上部がやや開

く箱形である。

出土遺物は５点と極めて少なく、在地産の鉢の破

片が出土したが図示できなかった。

第282号井戸跡（第371図）

東区のＬ―21グリッドに位置する。第243号井戸

跡の壁に本井戸跡の一部が確認できたが、深さや平

面形は不明である。平面形は円形と推定され、規模

は直径99㎝と推定される。

出土遺物はなかった。

第283号井戸跡（第371図）

東区のＫ―22、Ｋ―23グリッドに位置する。東側

で第521号溝跡を切っている。平面形は円形で、規模

は直径168㎝である。深さ160㎝まで調査したが、壁

面が崩落する危険性が生じたため、それ以下の調査

を断念した。断面形は筒形である。

出土遺物は少なく、かわらけの破片のほかに、須

恵器の高台付 ・甕、土師器の甕などが出土した。

図示できるものはなかった。

第284号井戸跡（第369図）

東区のＬ―23グリッドに位置する。第552号溝跡、

第100号住居跡、第535号土坑を壊して掘削されてい

る。平面形は長方形で、規模は長軸が175㎝、短径が

128㎝、長軸方向はＮ―19°―Ｅである。深さは100㎝

を測り、断面形は箱形である。７層の覆土が確認さ

れたが、井戸の上半分を占める１～３層は、地山土

とみられる黄褐色粘土ブロックを多量に含んでお

り、井戸の上半分は埋め戻されたものと考えられる。

出土遺物は第369図９に示した。遺物量は少なく、

須恵器の甕・高台付 、土師器の甕の破片などが出

土した。

第285号井戸跡（第372図）

東区のＮ―26グリッドに位置する。第13号方形周

溝墓、第558号土坑を壊して構築されている。平面形

は円形で、規模は直径80㎝、深さは135㎝を測る。断

面形は筒形である。半裁の途中で断面が崩落したた

め、断面の記録は採取できなかった。

出土遺物はなかった。

第286号井戸跡（第372図）

東区のＭ―25、Ｍ―26グリッドに位置する。第485

号溝跡に上層を大きく壊されている。平面形は不整

円形で、規模は直径170㎝を測る。断面形は漏斗形で、

深さは158㎝、井戸中心部の直径は66㎝で、底面近く

に直径43㎝の曲物が据えられていた。この曲物は、

底板がないため、井戸枠として設置されたものと考

えられる。

出土遺物は第369図10～14に示した。遺物量は少

なく、須恵器の高台付 ・ ・甕の破片、灰釉陶器

の小片、軽石、底部のない曲物などが出土した。

第287号井戸跡（第372図）

東区のＬ―23、Ｌ―24グリッドに位置する。第102

号住居跡を切っているが、南側では第489号溝跡に

切られている。平面形はほぼ円形で、規模は直径235

㎝、深さは131㎝を測る。断面形は舟底形である。

断面観察から、覆土７層が井戸の掘り方、５層、

６層が井戸の本体部分の痕跡であると考えられる。

覆土の１～３層からは、大量の土器が出土している。

この覆土１～３層には３層を中心として多量の炭化

物が含まれており、１層では焼土粒子も少量ながら

みられる。埋め戻しの最終段階に、不要になった土
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第372図 井戸跡（31)
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第373図 井戸跡出土遺物（48)
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第374図 井戸跡出土遺物（49)
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器類などを何かの燃えかすなどの廃棄物とともにま

とめて投棄したものと考えられる。

出土遺物は第373図に示した。遺物量は多く、須恵

器の ・高台付 ・甕・鉢、土師器の台付甕・甕の

破片、円礫、鋤の一部とみられる木製品などが出土

した。12の土師器の甕は埋没の過程で混入したもの

とみられる。15の鋤の一部については、樹種同定を

おこない、コナラ属アカガシ亜属の木材で作られて

いることがわかった。分析の詳細については、Ⅷ―２

に掲載している。

第288号井戸跡（第372図）

東区のＬ―24グリッドに位置する。第103号住居

跡を壊して掘削されている。平面形は円形で、規模

は直径116㎝、深さは142㎝である。断面形は漏斗形

で、井戸中心部の直径は55㎝である。

出土遺物は第374図１～６に示した。遺物は一定

量あり、土師器の甕・ 、井戸枠材や板などの木材

が出土した。

第289号井戸跡（第372図）

東区のＫ―23グリッドに位置する。北では第506

号土坑、第538号土坑、南では第511号溝跡を切って

おり、第537号土坑に切られている。平面形は円形で、

規模は直径235㎝、深さ200㎝を測る。断面形は筒形

である。

出土遺物は第374図７に示した。遺物は一定量あ

り、中世陶器の破片、在地産の鉢の破片が出土した。

７は在地産の鉢の破片で、内面、外面、側面に擦っ

た面が複数箇所にみられ、転用品であると考えられ

る。

第290号井戸跡（第375図）

東区のＫ―23グリッドに位置する。東側では第

526号溝跡を切っており、第287号溝跡に切られてい

る。平面形は円形で、規模は直径273㎝、深さ214㎝

を測る。断面形は漏斗形で、井戸中心部の直径は75

㎝である。

覆土４層の下面で骨がまとまって出土している。

直下の５層は有機物を含む廃棄物が多量に含まれ、

井戸の埋め戻しの過程で、不要となったものをまと

めて投棄したものと考えられる。

出土遺物は第374図８・９に示した。遺物量は少な

く、常滑の破片、鉄 、曲物の底板が出土した。こ

のほかに、ウマの中足骨（Ⅷ―２図版７）も出土し

ている。

第291号井戸跡（第375図）

東区のＫ―24グリッドに位置する。南側では第

529号土坑を壊して掘削されている。平面形は不整長

方形で、規模は長軸266㎝、短軸214㎝、長軸方向は

Ｎ―84°―Ｅである。深さは140㎝を測り、断面形はや

や上部の広がる箱形である。覆土は１～４の４層が

確認された。下層半分を占める４層は、緑灰色シル

トブロックを多量に含むことから、井戸廃絶後に埋

め戻されたと考えられる。

出土遺物は極めて少なく、須恵器の甕、土師器の

小破片など８点が出土したが、図示できるものはな

かった。

第292号井戸跡（第375図）

東区のＬ―23グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は直径74㎝である。深さは94㎝で、断面形

は筒形である。

出土遺物は第374図10～13に示した。遺物は一定

量あり、須恵器の ・鉢・甕の破片、土師器の甕の

破片などが出土した。

第293号井戸跡（第375図）

東区のＪ―25グリッドに位置する。西側では第

538号溝跡、第539号溝跡を切っている。平面形は円

形で、規模は直径163㎝、深さは118㎝を測る。断面

形は上部に向かってやや広がる形である。覆土３層

および４層では、３層を中心に多量の炭化物が含ま
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第375図 井戸跡（32)
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れていた。

出土遺物は第374図14・15に示した。遺物量は５点

と極めて少なく、在地産の片口鉢、砥石が出土した。

第294号井戸跡（第375図）

東区のＫ―26グリッドに位置する。東側で第492

号溝跡、西側で第497号溝跡に切られている。平面形

は不整円形で、規模は直径274㎝、深さは130㎝を測

る。断面形は鍋底形である。

出土遺物は第377図１～３に示した。遺物量は少

なく、在地産の鉢、磨石、木製漆塗椀など15点が出

土した。３の木製漆塗椀については、樹種同定をお

こなった。その結果、トネリコ属の木材で作られて

いることがわかった。分析の詳細については、Ⅷ―２

に掲載している。

第295号井戸跡（第376図）

東区のＫ―23、Ｋ―24グリッドに位置する。第278

号溝跡に大きく壊されている。平面形は円形で、規

模は直径265㎝、深さ160㎝である。断面形は径の大

きな筒形である。

出土遺物は第377図４～６に示した。遺物量は少

なく、須恵器の甕・高台付 、土錘、瓦の破片、軽

石など10点が出土した。

第296号井戸跡（第376図）

東区のＮ―23グリッドに位置する。北西では第

524号溝跡に切られる。平面形は円形で、規模は直径

82㎝、深さ110㎝まで調査を進めたが、壁面が崩落す

る危険性が生じたため、それ以下の調査を断念した。

断面形は筒形である。

出土遺物は少なく、須恵器の甕の破片、土師器の

小片など８点が出土した。

第297号井戸跡（第376図）

東区のＫ―24グリッドに位置する。南側で第101

号住居跡を切っている。平面形は円形で、規模は直

径135㎝を測る。断面形は漏斗形で、深さは145㎝、

井戸中心部は直径38㎝と小規模である。

出土遺物は第377図７～９に示した。遺物量は少

なめで、土師器の甕、須恵器の ・ 、瓦の破片な

どが出土した。

第298号井戸跡（第376図）

東区のＫ―26グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は直径195㎝、深さは174㎝を測る。断面形

は漏斗形で、井戸中心部の直径は90㎝を測る。

最下層である覆土７層からは、木材が数片出土し

ている。覆土の１～３層には炭化物が含まれており、

特に３層は炭化物の純層が形成されていた。埋没の

最終段階で中央部に廃棄物を投棄したものと考えら

れる。

出土遺物は第377図10～21に示した。遺物は一定

量あり、須恵器の高台付 ・ ・甕、羽釜、灰釉陶

器、木材などが出土した。

第299号井戸跡（第376図）

東区のＮ―23グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は直径48㎝と小規模である。断面形は漏斗

形で、深さは92㎝、井戸中心部になると直径は24㎝

とさらに小さくなる。

出土遺物は、土師器の甕の小破片１点のみで、図

示できなかった。

第300号井戸跡（第376図）

東区のＬ―23グリッドに位置する。東側でピット

に切られている。平面形は円形で、規模は直径78㎝

と小規模である。深さは130㎝を測り、断面形は筒形

である。

出土遺物は少なく、須恵器の の破片、土師器の

破片が出土したが、図示できるものはなかった。

第301号井戸跡（第376図）

東区のＬ―24グリッドに位置する。第485号溝跡、
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第376図 井戸跡（33)
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第377図 井戸跡出土遺物（50)
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第102号住居跡に切られている。平面形は不整円形

で、規模は直径74㎝、深さ150㎝である。断面形は漏

斗形で、井戸中心部の規模は直径43㎝である。覆土

１層と２層に焼土粒子、１～３層に炭化物が含まれ

ていた。

出土遺物は少なく、土師器の甕・ の小破片が出

土したが、図示できるものはなかった。

第302号井戸跡（第376図）

東区のＮ―25グリッドに位置する。２基のピット

を切っている。平面形は円形で、規模は直径85㎝、

深さ58㎝を測る。断面形は筒形である。

出土遺物は土師器の小破片が３点出土したが、図

示できるものはなかった。
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第99表 井戸跡出土遺物観察表（1）

挿図番号 遺構 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置･備考 図版

295 1 SE 133 須恵器 甕 ― ［3.8］ ― 破片 砂粒 白粒 良好 暗灰 末野産？

295 2 SE 133 土師器 (11.9)［2.9］ ― 1/4 角 白粒 良好 黒褐 油煙付着 下層

295 3 SE 133 土師器 甕 (20.0)［2.8］ ― 破片 角 白粒 黒粒 普通 にぶい橙

295 4 SE 135 在地 鉢 (21.9)［3.8］ ― 破片 石英 白粒 小石 普通 褐灰

295 5 SE 136 青磁 碗 ― ［1.8］ 5.6 底部1/2 良好 緑 212

295 6 SE 137 瀬戸焼 鉢 (19.0) 4.3 ― 破片 良好 オリーブ灰 212

295 7 SE 137 在地 片口鉢 (30.0)［8.4］ ― 口縁破片 石英 白粒 普通 褐 221

295 8 SE 137 青磁 碗 ― ― ― 破片 良好 オリーブ灰 シノギ連弁 212

295 9 SE 137 木製品 漆椀 ［1.9］ ― (8.8) 底部1/2 樹種 カツラ 164

295 10 SE 138 須恵器 すり鉢 ― ［3.8］ 11.4 底部1/2 石英 白粒 針 小礫 良好 灰 南比企産 164

295 11 SE 138 須恵器 甕 ― ［7.6］ ― 破片 白粒 黒粒 普通 灰

295 12 SE 138 土師器 小型甕 (10.0)［3.6］ ― 破片 白粒 良好 橙

295 13 SE 138 土師器 (10.0)［2.9］ ― 1/5 砂粒 赤粒 白粒 良好 黒 黒色有段口縁

295 14 SE 138 土師器 (10.4)［2.3］ ― 口縁1/6 砂粒 白粒 良好 橙 北武蔵型

295 15 SE 138 土師器 (10.7)［3.0］ ― 1/5 雲 角 砂粒 黒粒 良好 にぶい橙 北武蔵型

295 16 SE 138 土師器 (9.5) 3.5 ― 破片 雲 黒粒 良好 橙

295 17 SE 138 土師器 ［11.0］［3.2］ ― 口縁1/5 砂粒 赤粒 白粒 黒粒 普通 にぶい赤褐

295 18 SE 138 土師器 甕 (22.0)［6.2］ ― 破片 砂粒 赤粒 白粒 良好 にぶい橙

295 19 SE 139 須恵器 ― ［1.7］ (5.1) 破片 褐粒 不良 にぶい黄橙 土師質

295 20 SE 140 土師器 (16.0)［3.2］ ― 1/6 角 石英 砂粒 普通 にぶい橙 北武蔵型

295 21 SE 141かわらけ 皿 ― ［1.9］ (6.0) 破片 黒粒 褐粒 普通 橙

295 22 SE 142かわらけ 皿 ― ［1.2］ (3.6) 底部1/2 雲 褐粒 普通 にぶい橙

295 23 SE 143 在地 鉢 (25.1)［7.2］ ― 破片 砂粒 白粒 普通 灰

295 24 SE 143 石製品 砥石 幅21～30長43厚22 破片 220

295 25 SE 144 須恵器 ― ［3.4］ 6.4 底部1/2 砂粒 針 褐粒 普通 灰 南比企産

298 1 SE 145 須恵器 ― ［1.7］ (5.8)底部破片 石英 普通 にぶい黄橙 土師質

298 2 SE 146 土師器 (10.0)［3.1］ ― 1/5 砂粒 白粒 普通 橙 北武蔵型

298 3 SE 147 在地 内耳鍋 (33.2)［15.1］ ― 破片 雲 白粒 黒粒 普通 褐灰 内面：灰

298 4 SE 147 木製品 棒状品 幅4.1長［25.9］厚2.6 164

298 5 SE 148 木製品 下駄 幅110長［161］ 厚58 樹種 ケヤキ 164

298 6 SE 151 須恵器 平瓶 ― ［2.7］ ― 破片 白粒 良好 灰白 東海 216

298 7 SE 151 土師器 (13.1)［3.5］ ― 1/4 雲 角 普通 にぶい橙 北武蔵型

298 8 SE 152 須恵器 ― ［1.6］ (7.0) 破片 長石 針 黒粒 普通 灰 南比企産

298 9 SE 154 須恵器 甕 ― ［26.3］ ― 1/5 赤粒 白粒 良好 灰 南比企産 164

298 10 SE 154 須恵器 甕 ― ［5.5］ ― 破片 石英 白粒 良好 灰 自然釉 南比企産

298 11 SE 154 須恵器 (12.7) 4.2 5.6 1/4 雲砂粒赤粒白粒黒粒 普通 明褐灰

298 12 SE 154 土師器 甕 (22.0)［5.9］ ― 破片 赤粒 白粒 普通 橙

298 13 SE 154 土師器 甕 (19.0)［5.3］ ― 口縁破片 石英 砂粒 白粒 普通 明赤褐

298 14 SE 154 土師器 甕 ― ［2.3］ 4.3 底部のみ 長石石英砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい赤褐

302 1 SE 155かわらけ 8.8 2.2 4.7 2/3 砂粒 白粒 黒粒 普通 にぶい橙 164

302 2 SE 155 在地 甕 (28.0)［7.4］ ― 口縁破片 石英 砂粒 普通 褐灰

302 3 SE 156 須恵器 12.4 3.6 6.0 1/2 赤粒 白粒 針 普通 灰 南比企産

302 4 SE 157灰釉陶器 (15.6)［2.2］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 灰 釉：灰オリーブ 浜北 213

302 5 SE 158 須恵器 (16.2)［3.5］ ― 破片 白粒 針 黒粒 良好 灰 南比企産

302 6 SE 158 須恵器 蓋 (18.0)［2.0］ ― 破片 石英 砂粒 良好 灰 南比企産

302 7 SE 160 土師器 (10.2)［2.3］ ― 破片 角 砂粒 白粒 褐粒 普通 にぶい橙

302 8 SE 160 土師器 甕 ― ［23.8］ ― 胴部1/3 雲 砂粒 赤粒 普通 黒褐 外面煤付着

302 9 SE 163 須恵器 高台付 ― ［2.9］ 7.4 底部 砂粒 赤粒 針 良好 灰赤 南比企産

302 10 SE 163 須恵器 ― ［1.8］ 6.4 底部のみ 白粒 針 黒粒 普通 灰 ヘラ記号

302 11 SE 163 須恵器 ― ［2.0］ (7.0) 底部1/3 砂粒 白粒 良好 灰 南比企産

302 12 SE 163 須恵器 ― ［2.4］ 4.9 底部のみ 砂粒 白粒 黒粒 良好 にぶい黄橙 南比企産

302 13 SE 164 須恵器 (12.8) 3.8 (6.3) 1/6 石英 赤粒 針 小礫 良好 暗灰 南比企産

302 14 SE 164 須恵器 高台付 ― ［1.9］ (6.0)底部のみ 砂粒 白粒 普通 灰 南比企産

302 15 SE 164 須恵器 ― ［1.0］ 6.0 底部のみ 白粒 針 普通 褐灰 ヘラ記号「―」

302 16 SE 164 須恵器 蓋 (15.8)［1.6］ ― 破片 白粒 良好 灰 南比企産

302 17 SE 164 須恵器 甕 (48.8)［12.2］ ― 口縁1/4 石英 白粒 針 黒粒 良好 黄灰 南比企産

302 18 SE 164 須恵器 壺 ― ［11.9］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 灰 南比企産
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第100表 井戸跡出土遺物観察表（2）

挿図番号 遺構 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置･備考 図版

302 19 SE 164 須恵器 壺 ― ［5.5］(11.4) 底部1/4 白粒 黒粒 良好 灰オリーブ 南比企産

302 20 SE 164 土師器 甕 (20.0)［5.9］ ― 破片 雲母角長石赤粒黒粒褐粒 普通 にぶい橙

302 21 SE 164灰釉陶器 皿 12.8 2.9 6.2 3/4 白粒 黒粒 普通 にぶい黄橙 釉：灰白 東濃 164

303 1 SE 164 石製品 凹石 幅12.8長17.0厚4.6 ほぼ完形 221

303 2 SE 166 土師器 (16.1)［3.1］ ― 口縁破片 角 長石 黒粒 普通 暗灰黄 黒色有段口縁

303 3 SE 166 土師器 (10.1)［2.2］ ― 口縁破片 角 石英 砂粒 黒粒 普通 にぶい褐 北武蔵型

303 4 SE 167 須恵器 ― ［1.1］ (7.4) 破片 雲母 白粒 良好 灰 ヘラ記号「×」

303 5 SE 167 木製品 曲物 幅2.9 長31.7 厚0.5

303 6 SE 168 須恵器 ― ［0.3］ (6.8)底部破片 針 黒粒 良好 灰 南比企産

303 7 SE 170 須恵器 高台付 ― ［1.8］ (6.4)底部破片 砂粒 白粒 小礫 褐粒 普通 灰 内面：黒褐

303 8 SE 170 木製品 竹棒 幅3.5 長11.6 厚0.7

303 9 SE 170 木製品 部品 幅2.4 長34.0 厚2.3 165

303 10 SE 171 須恵器 高台付 ― ［1.7］ 6.5 台部1/2 雲母 赤粒 褐粒 普通 にぶい橙

303 11 SE 171 木製品 板 幅14.2長［46.6］厚3.9 165

303 12 SE 171 木製品 板 幅13.0長［45.0］厚3.0 165

303 13 SE 171 鉄製品 鉄 長［4.2］ 台形関 222

303 14 SE 174 須恵器 ― ［3.2］ (8.1)底部破片 砂粒 赤粒 白粒 普通 橙 土師質

303 15 SE 174中世陶器 壺 (20.4)［4.0］ ― 口縁破片 黒粒 良好 灰 内面：オリーブ

303 16 SE 174 在地 鉢 (25.2)［4.0］ ― 破片 赤粒 白粒 普通 灰黄

306 1 SE 175 須恵器 高台付 (13.0) 5.3 6.2 1/2 雲 砂粒 黒粒 不良 にぶい黄橙 165

306 2 SE 175 須恵器 高台付 ― ［3.9］ 7.2 底部2/3 雲 角 普通 黒

306 3 SE 175 須恵器 高台付 17.0 7.8 9.6 4/5 砂粒 赤粒 黒粒 普通 灰白 165

306 4 SE 175 須恵器 高台付 ― ［3.8］ (7.2) 底部1/3 雲 砂粒 赤粒 褐粒 普通 にぶい褐

306 5 SE 175 須恵器 ［13.6］［3.7］ ― 破片 雲 白粒 黒粒 褐粒 普通 にぶい黄橙

306 6 SE 175 須恵器 高台付 ― ［1.5］ (6.7) 底部1/2 長石 白粒 黒粒 普通 灰

306 7 SE 175 須恵器 瓶 ― ［5.8］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 灰

306 8 SE 175灰釉陶器 (13.5) 4.0 (6.8) 1/4 白粒 黒粒 良好 灰白釉：灰黄 東濃

306 9 SE 175 鉄製品 棒状品 幅0.4長［7.3］厚0.2 222

306 10 SE 178 須恵器 高台付 ― ［1.8］ (7.0) 底部 砂粒 赤粒 普通 にぶい橙

306 11 SE 178 須恵器 高台付 ― ［2.2］ 6.6 底部のみ 赤粒 白粒 黒粒 不良 灰黄褐

306 12 SE 178 須恵器 ― ［1.7］ (5.0) 破片 褐粒 普通 黒褐

306 13 SE 178 須恵器 壺 ― ［4.3］ ― 破片 白粒 良好 灰

306 14 SE 180 須恵器 (12.2)［3.3］ ― 破片 白粒 針 良好 灰 南比企産

306 15 SE 180 須恵器 長頸壺 ― ［15.8］ ― 1/3 石英 白粒 良好 灰 南比企産 165

306 16 SE 181 在地 壺 ― ［5.0］ (9.0) 底部1/4 雲 砂粒 赤粒 黒粒 普通 灰黄褐

306 17 SE 181 在地 鉢 (25.1)［6.6］ ― 破片 石英 砂粒 赤粒 普通 灰 磨耗が酷い

306 18 SE 183 常滑 甕 ― ［8.9］ ― 破片 白粒 黒粒 普通 灰オリーブ

306 19 SE 183 須恵器 甕 ― ［8.9］(13.1)底部破片 白粒 良好 暗灰 南比企産

306 20 SE 183灰釉陶器 段皿 ― ［2.0］ (8.8) 破片 白粒 黒粒 良好 灰白 釉：灰オリーブ 二川 213

307 1 SE 181 木製品 柱材 幅15.9長65.6 厚7.3

307 2 SE 181 木製品 杭 幅6.5 長34.0 厚4.2 油煙付着

307 3 SE 181 木製品 木材 幅9.0 長91.4 厚4.4 油煙付着

310 1 SE 184 須恵器 14.7 5.8 6.4 3/4 長石 赤粒 針 小礫 普通 黄灰 南比企産 165

310 2 SE 184 須恵器 (14.0) 3.6 6.4 1/2 雲 長石 赤粒 小礫 普通 にぶい橙 末野産

310 3 SE 184 須恵器 (14.0) 4.5 (7.2) 1/3 角 砂粒 赤粒 白粒 良好 黄灰 末野産

310 4 SE 184 須恵器 (13.0) 3.4 5.8 1/3 砂粒 良好 灰 末野産 165

310 5 SE 184 須恵器 ― ［2.5］ 6.0 底部のみ 砂粒 白粒 普通 にぶい黄橙 南比企産

310 6 SE 184 須恵器 ― ［2.6］ 6.0 1/3 赤粒 白粒 普通 灰 内面：赤褐

310 7 SE 184 須恵器 盤 ― ［1.9］(10.0) 破片 白粒 良好 灰 南比企産

310 8 SE 184 須恵器 高台付 ― ［1.8］ 6.8 底部のみ 長石 白粒 黒粒 良好 灰

310 9 SE 184 須恵器 皿 (13.9) 2.0 6.8 1/2 石英 白粒 黒粒 良好 灰 油煙 末野産

310 10 SE 184 須恵器 長頸瓶 (11.4)［5.2］ ― 口縁1/2 黒粒 良好 灰黄褐 内面：黄灰

310 11 SE 184 須恵器 ― ［2.4］ ― 破片 白粒 針 良好 灰 墨書 南比企産

310 12 SE 184 須恵器 鉢 (25.9)［3.4］ ― 破片 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい橙 末野産

310 13 SE 184 須恵器 甑 ― ［11.0］(18.0)底部破片 石英 白粒 黒粒 褐粒 良好 灰 末野産 165

310 14 SE 184 須恵器 壺 (26.7)［11.4］ ― 口縁破片 長石 白粒 黒粒 良好 灰白 南比企産 219
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挿図番号 遺構 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置･備考 図版

310 15 SE 184 須恵器 壺 (21.8)［9.6］ ― 口縁1/4 白粒 黒粒 小礫 良好 黒 南比企産 219

310 16 SE 184 須恵器 壺 ― ［12.9］ ― 破片 砂粒 白粒 良好 灰 南比企産

310 17 SE 184 須恵器 甕 ― ［8.7］ ― 口縁破片 白粒 針 小礫 褐粒 良好 灰 櫛歯7本×4段 波状文
ロクロ左回転 南比企 219

310 18 SE 184 須恵器 壺 ― ［10.7］(13.2) 底部1/3 石英 針 小礫 良好 青灰 南比企産

310 19 SE 184 須恵器 甕 ― ［13.6］(14.1) 破片 石英 白粒 黒粒 良好 オリーブ黒 南比企産

311 20 SE 184 須恵器 甕 22.7 39.9 12.8 1/3 白粒 針 良好 灰 南比企産 166

311 21 SE 184 須恵器 甕 26.0 39.2 (13.2) 1/3 白粒 針 良好 灰 南比企産 166

311 22 SE 184 須恵器 甕 (36.6)［35.4］ ― 口縁1/5 石英 砂粒 白粒 良好 灰 南比企産 166

312 23 SE 184 須恵器 甕 (45.0)［17.2］ ― 破片 長石 白粒 針 良好 灰 南比企産 166

312 24 SE 184 須恵器 大甕 胴部638［65.0］ ― 1/2 石英 白粒 針 良好 灰 南比企産 166

313 25 SE 184 須恵器 甑 (43.2)［12.0］ ― 破片 雲 砂粒 赤粒 白粒 良好 黄灰 末野産 167

313 26 SE 184 土師器 小型甕 (11.0)［4.3］ ― 破片 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい褐

313 27 SE 184灰釉陶器 (17.0)［2.8］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 灰白 釉：灰オリーブ 二川 213

313 28 SE 184灰釉陶器 長頸瓶 10.3 ［9.3］ ― 口縁破片 白粒 良好 灰オリーブ 浜北 167

313 29 SE 184灰釉陶器 長頸瓶 ― ［5.7］ (9.3) 底部1/2 白粒 黒粒 良好 灰 東濃 216

313 30 SE 184灰釉陶器 ― ［4.4］ (8.2) 1/4 白粒 黒粒 良好 灰白 二川 213

313 31 SE 184 石製品 軽石 幅10.3長9.4 厚4.7 220

313 32 SE 184 木製品 曲物 幅20 長40.2 厚8 167

313 33 SE 184 木製品 小杭 幅2.3 長45.4 厚1.9

314 1 SE 184 木製品 板材 幅19.8長60.9 厚3.1 167

314 2 SE 185 瓦 平瓦 幅［8.2］長［7.4］厚2.5 破片 長石 砂粒 赤粒 普通 にぶい橙 221

314 3 SE 186 須恵器 (11.8)［3.9］ ― 破片 赤粒 黒粒 褐粒 良好 にぶい黄橙

314 4 SE 186 土師器 高台付鉢 ― ［2.8］ (9.4) 脚部1/5 長石 赤粒 黒粒 普通 にぶい橙

314 5 SE 186 土師器 鉢 ― ［4.1］ ― 破片 角 長石 赤粒 黒粒 普通 黒褐

314 6 SE 186 石製品 有孔円板 径2.9 厚0.35 滑石 模造品 210

314 7 SE 187灰釉陶器 ― ［1.5］ (6.6) 底部1/2 白粒 黒粒 普通 灰白 東濃 213

314 8 SE 187 鉄滓 椀形滓 幅7.2 長4.9 厚1.1 重さ60.1ℊ 220

314 9 SE 187 石製品 敲石 幅6.6 長10.1 厚5.9 石英 縄文 221

314 10 SE 188 在地 片口鉢 26.5 9.4 12.6 2/3 石英 砂粒 良好 灰黄 外面煤付着 167

314 11 SE 189 在地 すり鉢 (26.2)［10.7］ 破片 砂粒 普通 灰

316 1 SE 190 須恵器 壺 ― ［4.4］(10.8) 破片 白粒 普通 灰白 南比企産

316 2 SE 191 須恵器 高台付 13.8 5.2 6.8 2/3 雲 赤粒 黒粒 普通 にぶい橙 167

316 3 SE 191 須恵器 高台付 ― ［2.8］ 7.6 底部のみ 石英 砂粒 白粒 良好 褐灰

316 4 SE 191 須恵器 高台付 ― ［2.7］ 8.2 底部2/3 石英 砂粒 黒粒 褐粒 不良 灰白

316 5 SE 191 須恵器 高台付 ― ［2.4］ (7.1) 底部1/2 角 砂粒 白粒 黒粒 普通 褐灰

316 6 SE 191 須恵器 高台付 ― ［2.1］ 7.5 底部のみ 角 石英 黒粒 不良 にぶい黄橙

316 7 SE 191 須恵器 ― ［1.1］ (5.0) 底部1/2 角 不良 褐灰

316 8 SE 191 須恵器 12.0 3.7 ― 2/3 雲 角 黒粒 良好 灰黄褐 内面漆付着 168

316 9 SE 191 須恵器 羽釜 (18.1)［3.9］ ― 破片 砂粒 白粒 普通 明褐灰

316 10 SE 191 須恵器 高台付椀 ― ［3.9］(11.0) 高台1/4 雲 赤粒 白粒 普通 にぶい橙 足高高台

316 11 SE 191灰釉陶器 皿 ― ［1.8］ 6.8 底部破片 白粒 黒粒 良好 灰白 底部に墨書 猿投 213

316 12 SE 191 土師器 甕 (19.3)［10.6］ ― 1/5 長石 砂粒 普通 褐灰

316 13 SE 191 木製品 不明木材 幅7.3 長［9.5］厚5.7 167

316 14 SE 191 鉄製品 刀子 刃幅0.8～12長(175)刃長［90］茎長［65］背幅03～04 222

316 15 SE 192 土師器 (12.0)［2.7］ ― 破片 角 白粒 黒粒 良好 橙

316 16 SE 192 土師器 台付甕 ― ［2.7］(10.0)脚部破片 石英砂粒赤粒 白粒 褐粒 普通 灰黄褐

316 17 SE 194 土師器 甕 ― ［1.3］ 5.8 底部 角 砂粒 赤粒 黒粒 普通 浅黄橙

316 18 SE 194 須恵器 ― ［1.1］ (5.8)底部破片 砂粒 赤粒 不良 にぶい黄橙 土師質

316 19 SE 195 在地 甕 (12.0)［5.5］ ― 破片 砂粒 白粒 普通 褐灰 内面：にぶい橙

316 20 SE 195かわらけ ― ［2.6］ 6.0 底部1/4 砂粒 不良 にぶい黄橙

316 21 SE 195 青磁 碗 ― ― ― 破片 良好 緑 シノギ連弁文 212

316 22 SE 195 木製品 曲物 幅［3.7］長5.5 厚0.2

316 23 SE 195 木製品 曲物 幅13.5長［13.8］厚0.8 樹種 サワラ 底板 167

320 1 SE 196 常滑 すり鉢 (30.0)［7.7］ ― 口縁破片 白粒 良好 にぶい赤茶

320 2 SE 196 在地 鉢 ― ［6.2］(14.0)底部破片 白粒 普通 暗灰

320 3 SE 196 石製品 砥石 幅4.1長［4.6］厚［0.5］ 破片 220
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320 4 SE 196 石製品 砥石 幅36～47長99厚16 1/2 220

320 5 SE 196 木製品 不明木片 幅3.3長［12.7］厚3.0

320 6 SE 196 木製品 不明木片 幅2.1長［28.0］厚1.2 168

320 7 SE 198 須恵器 ― ［2.1］ 8.0 底部のみ 雲 赤粒 黒粒 普通 灰白 土師質

320 8 SE 198 須恵器 ― ［1.1］ (8.0) 底部1/4 砂粒 赤粒 不良 にぶい黄橙 土師質

320 9 SE 199内黒土器 高台付 ― ［1.7］ ― 破片 砂粒 褐粒 普通 黒 外面：浅黄橙内黒

320 10 SE 199 須恵器 ― ［1.5］ (6.0)底部破片 雲 白粒 黒粒 褐粒 普通 灰

320 11 SE 199 須恵器 甕 ― ［5.5］ ― 破片 砂粒 白粒 良好 黒 内面に自然釉 219

320 12 SE 201 須恵器 甕 ― ［4.7］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 にぶい橙

320 13 SE 203 土師器 甕 (17.6)［4.4］ ― 口縁破片 雲母 砂粒 普通 にぶい橙

320 14 SE 203灰釉陶器 (15.9)［3.0］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 灰白 釉：灰オリーブ 東濃 213

320 15 SE 203灰釉陶器 皿 ― ［1.8］ 5.5 1/2 白粒 黒粒 良好 灰白 東濃 213

320 16 SE 203 土製品 土錘 幅2.9 長6.9 孔0.9 2/3 砂粒 赤粒 普通 にぶい橙 220

320 17 SE 207 須恵器 (12.2)［3.4］ (6.0) 1/4 白粒 黒粒 小礫 良好 灰 末野産

320 18 SE 207 須恵器 ― ［1.8］ (7.6) 底部1/4 砂粒 白粒 普通 灰 南比企産

320 19 SE 207 木製品 棒状品 幅1.8長［16.6］厚1.4 168

320 20 SE 207 木製品 小杭 幅2.2長［35.8］厚2.1 168

320 21 SE 208 須恵器 ― ［1.2］ (6.0) 底部1/2 赤粒 白粒 針 普通 灰 南比企産

320 22 SE 209かわらけ ― ［1.1］ (5.4) 底部1/4 砂粒 赤粒 褐粒 不良 にぶい橙

320 23 SE 210 須恵器 蓋 ― ［3.1］ ― 破片 砂粒 白粒 良好 灰 南比企産

320 24 SE 210 瓦 平瓦 長［5.3］幅［5.3］厚2.0 破片 砂粒 赤粒 白粒 良好 黄灰 221

322 1 SE 211 常滑 甕 (33.6)［10.1］ ― 破片 赤粒 白粒 黒粒 良好 灰 黒褐 221

322 2 SE 211 在地 鉢 (29.8)［7.1］ ― 破片 石英 白粒 褐粒 普通 灰白 内面煤付着 221

322 3 SE 211 木製品 漆椀 15.8 6.6 8.0 樹種 クリ 168

322 4 SE 211 木製品 曲物 幅10.2長17.5 厚0.8 樹種 ヒノキ 底板 168

322 5 SE 211 木製品 不明角材 幅4.7 長36.1 厚3.2

322 6 SE 212 須恵器 高台付 ― ［2.9］ (7.5)高台部破片 雲 角 赤粒 白粒 普通 にぶい橙

322 7 SE 212 土師器 (11.2)［4.5］ ― 1/3 角 砂粒 黒粒 良好 にぶい黄橙 有段口縁

322 8 SE 212 土師器 (13.3)［2.2］ ― 破片 角 石英 白粒 普通 にぶい橙 北武蔵型

322 9 SE 212 土師器 皿 (16.0)［2.3］ ― 破片 雲 角 褐粒 普通 にぶい橙

322 10 SE 212 土師器 (15.9)［3.3］ ― 破片 雲母 赤粒 普通 にぶい橙 赤彩

324 1 SE 213 須恵器 高台付 (13.6) 5.5 7.7 4/5 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい赤褐 168

324 2 SE 213 須恵器 高台付 ― ［2.2］ (6.8) 底部1/2 赤粒 黒粒 普通 黄灰

324 3 SE 213 須恵器 高台付 ― ［2.1］ (5.8) 底部1/2 砂粒 褐粒 普通 灰黄褐

324 4 SE 213 須恵器 高台付 ― ［2.6］ (7.9) 破片 雲 砂粒 赤粒 白粒 普通 橙

324 5 SE 213 須恵器 高台付 ― ［2.3］ (6.5) 底部1/2 角石英砂粒白粒黒粒 普通 暗灰

324 6 SE 213 須恵器 11.8 3.8 5.4 3/4 砂粒 赤粒 白粒 良好 明褐灰 168

324 7 SE 213 須恵器 (10.8) 3.4 (4.8) 1/3 角 長石 白粒 不良 にぶい黄橙

324 8 SE 213 須恵器 ― ［2.1］ 4.7 底部1/2 赤粒 白粒 小礫 普通 暗灰黄

324 9 SE 213 須恵器 羽釜 (18.2)［7.1］ ― 口縁破片 角 砂粒 白粒 黒粒 不良 灰黄褐 219

324 10 SE 213 須恵器 甑 ― ［6.3］(23.4)底部破片 長石 石英 砂粒 不良 灰黄褐色

324 11 SE 213 須恵器 高台付 ― ［5.7］ 12.0 脚部2/3 石英 砂粒 白粒 小礫 良好 灰 足高高台

324 12 SE 213 須恵器 台付鉢？ ― ［5.0］(13.0) 台部1/4 石英 雲 小礫 褐粒 普通 灰白 足高高台

324 13 SE 213 須恵器 高台付 ― ［4.6］(10.0)高台部のみ 雲砂粒赤粒白粒黒粒 普通 橙 油煙 足高高台

324 14 SE 213 須恵器 壺 (20.0) (6.4) ― 破片 石英 砂粒 白粒 良好 灰

324 15 SE 213灰釉陶器 壺 ［7.0］ (9.5) 底部1/2 白粒 良好 灰 内面黒色付着物 東遠江

324 16 SE 213 須恵器 甕 ― ［7.7］ ― 破片 砂粒 白粒 良好 灰 南比企産

324 17 SE 213 須恵器 甕 ― ［16.3］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 黄灰 南比企産 219

324 18 SE 213灰釉陶器 ― ［3.5］ (6.3) 1/4 白粒 黒粒 良好 灰白 猿投 213

324 19 SE 213灰釉陶器 ― ［3.3］ (8.0) 1/4 白粒 黒粒 良好 黄灰 釉：灰 東遠江 213

324 20 SE 213灰釉陶器 長頸瓶 ― ［6.0］ (9.5) 破片 白粒 黒粒 良好 灰白 釉：灰オリーブ 東濃 216

324 21 SE 213灰釉陶器 (16.0)［3.3］ 破片 白粒 黒粒 良好 灰白 釉：灰オリーブ 猿投 213

324 22 SE 213灰釉陶器 ― ［1.9］ (6.8) 破片 白粒 黒粒 普通 灰白 東遠江 213

324 23 SE 213 土師器 台付甕 ― ［4.3］(12.4) 破片 雲 砂粒 赤粒 良好 にぶい赤褐 内面：黒褐

324 24 SE 213 鉄製品 角棒状品 幅0.4 長［4.8］ 屈曲する 222

325 25 SE 213 木製品 曲物 直径414高［88］厚03
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第103表 井戸跡出土遺物親察表（5）

挿図番号 遺構 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置･備考 図版

325 26 SE 213 木製品 櫛 幅4.0 長［6.0］厚1.0 1/2 樹種 イスノキ 169

325 27 SE 213 木製品 井戸枠材 幅4.5 長83.5 厚4.2

326 28 SE 213 木製品 杭 幅5.4 長42.1 厚4.4

326 29 SE 213 木製品 井戸枠材 幅12.7長28.5 厚5.5 169

326 30 SE 213 木製品 井戸枠材 幅9.4 長142.4厚6.4 169

326 31 SE 213 木製品 井戸枠材 幅14.6長156.6厚10.8 角材

326 32 SE 213 木製品 井戸枠材 幅16.0長117.0厚13.8

326 33 SE 213 木製品 井戸枠材 幅8.4 長122.6厚4.8

327 34 SE 213 木製品 井戸枠材 幅11.2長158.6 角材 169

327 35 SE 213 木製品 井戸枠材 幅16.0長132.0厚8.8

327 36 SE 213 木製品 井戸枠材 幅12.4長160.2厚10.6 角材

328 37 SE 213 木製品 井戸枠材 幅25.4長162.0厚8.0 樹種 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 鍬未製品 169

328 38 SE 213 木製品 棒 長129.8 幅2.4

329 39 SE 213 木製品 角材 幅5.0 長81.8 厚3.8 169

329 40 SE 213 木製品 角材 幅5.9 長76.7 厚4.0

329 41 SE 213 木製品 木材 幅4.8 長62.4 厚4.2 169

329 42 SE 213 木製品 井戸枠横木 幅5.2 長56.4 厚4.1

329 43 SE 213 木製品 井戸枠横木 幅2.4 長49.8 厚2.4

331 1 SE 216 須恵器 (12.2) 3.5 (6.5) 1/4 砂粒 白粒 針 良好 灰褐 南比企産

331 2 SE 216 須恵器 蓋 (19.0)［1.6］ ― 破片 石英 白粒 黒粒 普通 灰 末野産 掘り方

331 3 SE 216 土師器 小型甕 (14.0)［4.2］ ― 破片 雲 片 角 白粒 良好 橙

331 4 SE 216 土師器 甕 (22.0)［5.3］ ― 破片 角 赤粒 白粒 黒粒 普通 にぶい橙 掘り方

331 5 SE 216 土師器 甕 (19.3)［5.8］ ― 口縁破片 雲赤粒白粒黒粒小礫 良好 にぶい橙

331 6 SE 216 石製品 未製品 幅3.6 長6.2 厚0.9 滑石

331 7 SE 216 石製品 紡錘車 上［38］厚［03］底［38］ 滑石 209

342 56 SE 216 木製品 棒 幅6.4長［64.6］厚5.2 南側の落下物

342 57 SE 216 木製品 不明木材 幅［25］長［101］厚03

342 58 SE 216 木製品 板 幅8.0 長26.4 厚2.6 172

342 59 SE 216 木製品 不明木材 幅8.9長［21.4］厚2.5 172

342 60 SE 216 木製品 不明木材 幅10.6長［16.0］厚1.0 172

342 61 SE 216 木製品 板材 幅9.3 長40.1 厚3.0 西側の落下物 172

342 62 SE 216 木製品 棒状製品 幅4.5 長35.1 厚2.3

342 63 SE 216 木製品 井戸枠横木 幅4.0 長41.0 厚2.0

342 64 SE 216 木製品 井戸枠横木 幅12.9 長22.6 厚1.3 172

344 1 SE 217灰釉陶器 皿 ― ［1.4］ (6.6) 底部1/4 白粒 黒粒 良好 灰白 東濃 213

344 2 SE 219 須恵器 甕 ― ［6.9］ ― 破片 白粒 小石 良好 オリーブ黒 219

344 3 SE 219 須恵器 甕 ― ― ― 破片 白粒 黒粒 小石 良好 灰 南比企産 219

344 4 SE 219 須恵器 大甕 48.0 56.5 ― 1/2 石英 白粒 針 良好 灰 173

344 5 SE 221 土師器 甕 (18.3)［6.7］ ― 破片 雲 角 砂粒 赤粒 白粒 良好 橙

346 1 SE 222 須恵器 高台付 13.2 6.0 6.8 ほぼ完形 雲 白粒 黒粒 良好 灰黄 煤 174

346 2 SE 222 須恵器 高台付 (14.1) 5.1 (6.2) 1/4 赤粒 黒粒 小礫 普通 灰

346 3 SE 222 須恵器 高台付 (13.5) 5.3 7.0 1/3 角 白粒 黒粒 良好 灰

346 4 SE 222 須恵器 高台付 14.0 5.4 6.6 2/3 角 砂粒 赤粒 黒粒 普通 褐灰 下層 174

346 5 SE 222 須恵器 高台付 13.8 5.6 6.5 ほぼ完形 雲 片 赤粒 白粒 黒粒 普通 暗褐 174

346 6 SE 222 須恵器 高台付 (14.1) 5.4 (6.8) 1/4 雲 砂粒 赤粒 黒粒 良好 灰白

346 7 SE 222 須恵器 高台付 ― ［3.8］ (7.1) 底部1/4 白粒 黒粒 普通 褐灰

346 8 SE 222 須恵器 高台付 ― ［4.7］ (7.4) 破片 角 砂粒 白粒 普通 黒褐

346 9 SE 222 須恵器 高台付 ― ［3.6］ 7.0 底部 白粒 黒粒 褐粒 普通 灰白

346 10 SE 222 須恵器 高台付 ― ［3.9］ 7.1 底部のみ 砂粒 褐粒 普通 黄灰

346 11 SE 222 須恵器 高台付 ― ［3.5］ 7.4 底部のみ 黒粒 褐粒 普通 灰白

346 12 SE 222 須恵器 高台付 ― ［5.3］［7.3］底部1/4 雲 砂粒 赤粒 白粒 良好 橙

346 13 SE 222 須恵器 高台付 ― ［2.2］ 5.4 底部のみ 砂粒 白粒 普通 灰

346 14 SE 222 須恵器 高台付 ― ［1.9］ 6.4 底部3/4 白粒 普通 黒褐

346 15 SE 222 須恵器 高台付 ― ― ― 底部2/3 角 砂粒 白粒 褐粒 普通 灰

346 16 SE 222 須恵器 高台付 ― ［3.1］ (6.0) 底部1/2 白粒 針 良好 灰

346 17 SE 222 須恵器 高台付 ― ［2.4］ 6.2 底部1/2 砂粒 白粒 普通 灰白
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346 18 SE 222 須恵器 高台付 ― ［2.3］ 6.9 底部のみ 雲 砂粒 赤粒 黒粒 普通 にぶい橙

346 19 SE 222 須恵器 高台付 ― ［1.8］ (6.6) 底部1/2 白粒 褐粒 普通 褐灰

346 20 SE 222 須恵器 高台付 ― ［1.4］ 5.9 底部のみ 砂粒 白粒 良好 灰

346 21 SE 222 須恵器 高台付 ― ［4.4］ ― 1/3 黒粒 良好 黒 内面：漆付着 173

346 22 SE 222 須恵器 高台付 ― ［5.3］ ― 底部1/4 赤粒 白粒 普通 灰黄褐 内面：漆付着

346 23 SE 222 須恵器 高台付 ― ［2.5］ (7.6) 底部1/4 白粒 黒粒 礫 普通 灰

346 24 SE 222 須恵器 高台付 ― 2.0 (9.2) 高台1/4 雲 角 赤粒 黒粒 普通 にぶい黄橙

346 25 SE 222 須恵器 高台付 ― ［2.8］ 6.8 破片 砂粒 赤粒 白粒 普通 灰黄褐

347 26 SE 222 須恵器 12.8 4.6 5.3 4/5 長石 白粒 黒粒 良好 灰 内外面一部黒色 173

347 27 SE 222 須恵器 12.8 4.2 5.8 4/5 雲 白粒 黒粒 普通 灰 174

347 28 SE 222 須恵器 11.6 3.7 6.0 完形 雲 赤粒 白粒 黒粒 普通 灰 一部煤吸着：黒色 174

347 29 SE 222 須恵器 (13.1) 3.6 7.0 1/2 砂粒 白粒 普通 灰白 174

347 30 SE 222 須恵器 11.8 4.1 5.5 ほぼ完形 雲 長石 砂粒 良好 黒褐 174

347 31 SE 222 須恵器 (12.6) 3.6 5.6 1/3 赤粒 白粒 針 良好 上面：暗灰 下面：灰褐 174

347 32 SE 222 須恵器 (13.0) 4.2 (5.9) 1/3 黒粒 褐粒 不良 灰

347 33 SE 222 須恵器 (13.1) 3.0 (6.2) 破片 砂粒 赤粒 白粒 良好 灰

347 34 SE 222 須恵器 (12.0) 3.3 (4.0) 1/5 石英 砂粒 黒粒 良好 灰

347 35 SE 222 須恵器 (14.0)［4.2］ ― 破片 黒粒 良好 灰白

347 36 SE 222 須恵器 (14.0)［5.0］ ― 口縁破片 砂粒 白粒 黒粒 普通 灰黄褐

347 37 SE 222 須恵器 (12.0)［3.7］ ― 破片 砂粒 針 褐粒 普通 灰

347 38 SE 222 須恵器 (14.0)［3.7］ ― 雲 砂粒 普通 褐灰

347 39 SE 222 須恵器 (12.0)［3.1］ ― 破片 砂粒 黒粒 褐粒 良好 黄灰

347 40 SE 222 須恵器 (12.0)［3.3］ ― 口縁破片 白粒 普通 灰

347 41 SE 222 須恵器 ― ［1.2］ (8.6) 底部1/3 赤粒 白粒 針 褐粒 良好 にぶい黄橙

347 42 SE 222 須恵器 ― ［2.0］ 6.0 底部のみ 砂粒 白粒 普通 灰白

347 43 SE 222 須恵器 ― ［1.4］ 5.4 底部のみ 白粒 黒粒 褐粒 普通 黒褐

347 44 SE 222 須恵器 ― ［3.3］ (6.1) 底部1/4 砂粒 不良 灰黄

347 45 SE 222 須恵器 ― ［4.1］ (5.4)底部破片 赤粒 黒粒 普通 にぶい黄橙

347 46 SE 222 須恵器 ― ［1.5］ (5.9) 底部1/2 赤粒 白粒 普通 浅黄橙

347 47 SE 222 須恵器 ― ［1.9］ (6.0)底部破片 砂粒 普通 灰白

347 48 SE 222 須恵器 ― ［1.8］ (5.3) 底部1/3 石英 砂粒 白粒 褐粒 不良 灰白

347 49 SE 222 須恵器 ― ［2.1］ (6.0) 底部 赤粒 白粒 良好 灰黄褐 底部にヘラ描線

347 50 SE 222 須恵器 ― ［2.1］ (6.0) 底部1/4 長石 砂粒 白粒 良好 灰

347 51 SE 222 須恵器 ― ［1.1］ 6.0 底部1/2 砂粒 白粒 普通 にぶい橙

347 52 SE 222 須恵器 皿 ― ［1.0］ (5.8) 底部1/3 赤粒 白粒 針 良好 灰黄褐

347 53 SE 222 須恵器 (12.1)［3.7］ ― 破片 砂粒 小礫 普通 灰白 墨書 175

347 54 SE 222 須恵器 (12.6)［3.2］ ― 口縁1/4 砂粒 赤粒 良好 灰黄 内外面に油煙

347 55 SE 222 須恵器 ― ［2.8］ (6.4) 底部1/3 赤粒 黒粒 不良 にぶい橙 内面漆付着

348 56 SE 222 須恵器 提瓶 ― ［5.1］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 灰

348 57 SE 222 須恵器 羽釜 (17.9)［5.6］ ― 口縁破片 石英 砂粒 赤粒 白粒 良好 褐灰 219

348 58 SE 222 須恵器 台付鉢 ― ［8.1］(18.5) 台部1/4 長石 砂粒 赤粒 普通 灰白

348 59 SE 222 須恵器 蓋 ― ［2.9］ ― 破片 白粒 褐粒 良好 灰白 内面：黒土師質 219

348 60 SE 222 須恵器 壺 ― ［7.3］ ― 破片 砂粒 白粒 小礫 良好 赤灰

348 61 SE 222 須恵器 甕 ― ［4.7］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 灰 219

348 62 SE 222灰釉陶器 15.8 4.9 7.9 ほぼ完形 白粒 黒粒 良好 灰白 釉：灰オリーブ 東遠江 174

348 63 SE 222灰釉陶器 稜 (16.7) 5.8 (7.9) 1/4 白粒 黒粒 良好 灰白 猿投

348 64 SE 222灰釉陶器 皿 (12.7) 2.6 6.5 3/4 白粒 黒粒 良好 灰白 東濃 174

348 65 SE 222灰釉陶器 ― ［2.9］ 8.1 1/3 白粒 黒粒 良好 灰 釉：灰白 東遠江 214

348 66 SE 222灰釉陶器 ― ［4.4］ (8.2) 1/4 白粒 黒粒 良好 灰白 釉：灰オリーブ 浜北 214

348 67 SE 222灰釉陶器 ― ［1.9］ (6.2) 1/4 白粒 黒粒 良好 灰白 東遠江 214

348 68 SE 222灰釉陶器 皿 ― ［2.0］ (7.9) 破片 白粒 黒粒 良好 灰黄 釉：灰オリーブ 東遠江 214

348 69 SE 222灰釉陶器 皿 ― ［1.8］ (7.4) 底部1/4 白粒 黒粒 良好 灰白 釉：灰オリーブ 猿投 214

348 70 SE 222灰釉陶器 稜 ― ［2.5］ (8.6) 破片 白粒 黒粒 良好 灰白 釉：灰オリーブ 東遠江 214

348 71 SE 222灰釉陶器 ― ［1.8］ (7.5) 破片 白粒 黒粒 良好 灰白 東濃 214

348 72 SE 222 土師器 (12.2) 3.3 (8.4) 1/2 砂粒 赤粒 良好 灰黄褐

348 73 SE 222 土師器 (12.2)［3.7］ ― 口縁破片 雲 赤粒 良好 にぶい黄橙
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第105表 井戸跡出土遺物観察表（7）

挿図番号 遺構 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置･備考 図版

348 74 SE 222 土師器 甕 (21.3)［5.0］ ― 破片 角 長石 赤粒 白粒 良好 橙

348 75 SE 222 土師器 台付甕 ― ［5.2］ ― 脚部破片 角 普通 黄灰

348 76 SE 222 土師器 台付甕 ― ［2.4］ (9.6) 脚部1/4 白粒 黒粒 普通 黄灰

348 77 SE 222 土師器 台付甕 ― ［2.9］(11.0)脚部破片 雲 赤粒 黒粒 良好 灰白 内面：にぶい褐

348 78 SE 222 石製品 砥石 幅 ～5.9長7.6厚3.2 破片 221

349 79 SE 222 木製品 曲物底板 幅220.0長20.0厚0.9 175

349 80 SE 222 木製品 曲物底板 幅［9.3］長［9.4］厚0.4

349 81 SE 222 木製品 曲物底板 幅2.4 長12.2 厚0.3

349 82 SE 222 木製品 抉り付木器 幅3.5 長29.0 厚3.7 樹種 イヌガヤ 175

349 83 SE 222 木製品 抉り付木器 幅5.0長［24.7］厚3.9 樹種 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 175

349 84 SE 222 木製品 曲物側板 幅2.0 長18.0 厚0.3

349 85 SE 222 木製品 不明木器 幅8.0 長20.2 厚0.3

349 86 SE 222 木製品 棒 幅4.0 長20.5 厚3.5 175

349 87 SE 222 木製品 棒 幅4.0 長20.8 厚5.1

349 88 SE 222 木製品 曲物底板 幅4.6 長12.2 厚1.7

349 89 SE 222 鉄製品 角棒状鉄製品 幅0.5 長［6.9］ 222

349 89 SE 222 鉄製品 丸棒状鉄製品 幅0.5 長［2.0］ 222

350 90 SE 222 木製品 棒 幅3.8長［33.4］厚3.5

350 91 SE 222 木製品 杭 幅8.5 長24.8 厚5.4

350 92 SE 222 木製品 杭 幅7.1 長32.5 厚4.0

350 93 SE 222 木製品 杭 幅4.5 長28.5 厚3.8

350 94 SE 222 木製品 井戸枠材 幅162長［1042］厚100 175

350 95 SE 222 木製品 木片 幅7.8 長13.0 厚0.5

350 96 SE 222 木製品 木片 幅6.1 長8.9 厚5.5 175

350 97 SE 222 木製品 筵網錘 幅4.6 長16.8 厚2.8 樹種 コナラ属アカガシ亜属 175

350 98 SE 222 木製品 木片 幅6.1 長8.9 厚5.5 175

350 99 SE 222 木製品 曲物 幅6.0 長7.9 厚0.3 175

350100 SE 222 木製品 棒 幅2.5 長35.5 厚2.2

350101 SE 222 木製品 木片 幅3.5 長6.6 厚3.6

350102 SE 222 木製品 棒 幅4.8 長28.2 厚4.0

350103 SE 222 木製品 木片 幅5.4 長7.5 厚3.7 175

350104 SE 222 木製品 木片 幅6.8 長10.7 厚3.8

352 1 SE 223 土師器 甕 幅9.5 長8.2 胴部破片 角 砂粒 普通 黒褐 内面：墨書 ー」176

352 2 SE 224 須恵器 甕 ― ［5.4］ ― 破片 長石 砂粒 白粒 良好 灰 末野産

352 3 SE 224 土師器 9.6 3.4 ― 完形 砂粒 白粒 良好 にぶい赤褐 北武蔵型 176

352 4 SE 224 土師器 (11.0) 2.9 ― 1/2 長石 砂粒 赤粒 良好 赤褐 放射状暗文 176

352 5 SE 224 土師器 (10.0)［2.9］ ― 口縁1/5 角 砂粒 白粒 良好 橙 北武蔵型

352 6 SE 224 土師器 (12.0)［3.6］ ― 破片 砂粒 白粒 普通 にぶい褐

352 7 SE 224 土師器 小型壺 (8.0)［3.5］ ― 口縁破片 雲 長石 褐粒 良好 橙

352 8 SE 224 木製品 杭 幅5.2 長13.2 厚4.8

352 9 SE 224 木製品 板 幅20.1長54.1 厚3.0

352 10 SE 224 木製品 杭 幅6.2 長63.9 厚3.3

352 11 SE 225 須恵器 12.3 3.9 5.8 完形 砂粒 白粒 針 良好 灰 墨書 南比企産 176

352 12 SE 225 土師器 (12.4)［3.0］ (7.5) 破片×3 赤粒 良好 にぶい橙

352 13 SE 225 土師器 台付甕 ― ［3.5］ 9.4 脚部のみ 雲 長石 砂粒 良好 にぶい褐

352 14 SE 225 土師器 甕 (20.0)［7.6］ ― 1/4 雲 赤粒 白粒 小礫 良好 にぶい橙 外面煤付着

352 15 SE 225 木製品 曲物底板 高［17.4］ 厚0.7 176

353 1 SE 228 土師器 (14.0) 3.4 ― 1/5 砂粒 普通 にぶい橙 北武蔵型

353 2 SE 228 土師器 (10.8)［2.8］ ― 1/4 雲 砂粒 白粒 黒粒 良好 橙 北武蔵型

353 3 SE 228 土師器 (14.0)［2.9］ ― 破片 角 赤粒 白粒 良好 橙

353 4 SE 228 土師器 (14.0)［1.9］ ― 口縁破片 赤粒 白粒 礫 普通 赤 続比企型 赤彩

353 5 SE 228 土師器 甕 ― ［2.5］(13.0)底部破片 砂粒 赤粒 白粒 黒粒 普通 黒 内面：にぶい橙

353 6 SE 228 土師器 鉢 (40.4)［6.5］ ― 破片 砂粒 赤粒 白粒 良好 にぶい褐

353 7 SE 229内黒土器 高台付 ― ［2.9］ (7.2) 底部 雲 不良 黒褐

353 8 SE 231 須恵器 (13.7) 3.9 6.8 1/3 砂粒 白粒 良好 灰 下層 南比企産 176

353 9 SE 231 須恵器 ― ［2.9］ 7.7 底部 砂粒 白粒 針 良好 灰黄褐 南比企産
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第106表 井戸跡出土遺物観察表（8）

挿図番号 遺構 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置･備考 図版

353 10 SE 231 須恵器 (14.0)［3.2］ ― 破片 白粒 針 黒粒 普通 灰白 南比企産

353 11 SE 231 須恵器 ― ［1.3］［7.0］底部1/3 砂粒 白粒 針 良好 灰白 下層 南比企産

353 12 SE 231 須恵器 蓋 (18.8)［2.5］ ― 1/3 砂粒 黒粒 良好 暗灰 下層 南比企産

353 13 SE 231 須恵器 甕 (19.8)［5.0］ ― 破片 石英 白粒 黒粒 良好 灰 下層 南比企産

353 14 SE 231 須恵器 甕 ― ［1.2］(18.0)底部のみ 白粒 黒粒 良好 オリーブ黒 南比企産

353 15 SE 231 土師器 (15.8) 3.9 ― 1/4 角 長石 石英 白粒 良好 にぶい橙 下層

353 16 SE 231 土師器 (13.1)［3.1］ ― 1/4 長石 砂粒 普通 灰黄褐 176

353 17 SE 231 土師器 (12.0)［2.6］ ― 破片 角 砂粒 普通 橙 下層

353 18 SE 231 土師器 (12.0)［3.2］ ― 破片 雲 良好 にぶい褐 北武蔵型 下層

353 19 SE 231 土師器 (11.9) 3.1 ― 1/4 雲 石英 砂粒 白粒 良好 褐灰 下層

353 20 SE 231 須恵器 ― ［3.3］ ― 破片 針 良好 灰 墨書 南比企産 177

353 21 SE 231 須恵器 ― ［2.1］ ― 破片 黒粒 良好 灰 墨書 南比企産 177

353 22 SE 231 土師器 ― ［0.5］ ― 破片 雲 普通 にぶい橙 墨書

353 23 SE 231 土師器 ― ［0.4］ ― 破片 雲 白粒 普通 にぶい橙 墨書 177

353 24 SE 231 土師器 台付甕 14.3 17.5 (10.4)ほぼ完形 雲 角 赤粒 普通 灰褐 176

353 25 SE 231 土師器 小型甕 (13.4)［8.0］ ― 破片 砂粒 白粒 良好 にぶい赤褐 堅緻

353 26 SE 231 土師器 甕 (21.7)［7.5］ ― 破片 雲 角 砂粒 黒粒 良好 橙

353 27 SE 231 石製品 砥石 幅4.2 長8.4 厚3.8 破片 220

354 28 SE 231 木製品 筵網錘 幅7.2 長16.0 厚4.1 樹種 コナラ属アカガシ亜属 177

354 29 SE 231 木製品 皿 (17.5) 2.2 ― 177

354 30 SE 231 木製品 板 幅9.1長［32.3］厚1.7 177

354 31 SE 231 木製品 板 幅6.8長［7.3］厚［2.2］

356 1 SE 233 須恵器 (14.6) 3.9 (9.9) 1/5 白粒 針 良好 黄灰 5層 ヘラ記号 ―」

356 2 SE 233 須恵器 (14.0)［3.8］ (8.0) 1/5 砂粒 白粒 針 良好 灰 5層 南比企産

356 3 SE 233 須恵器 (14.0)［3.4］ (8.1) 1/4 白粒 針 黒粒 普通 灰 南比企産

356 4 SE 233 須恵器 (17.3)［5.0］ ― 破片 白粒 針 黒粒 良好 灰 南比企産

356 5 SE 233 須恵器 (17.2)［6.0］(10.0) 1/5 白粒 針 良好 暗灰 南比企産

356 6 SE 233 須恵器 長頸壺 9.0 ［9.0］ ― 頸部のみ 白粒 黒粒 小礫 良好 黄灰 5層 南比企産 177

356 7 SE 233 土師器 (12.0) 4.2 ― 1/4 角 黒粒 良好 にぶい橙

356 8 SE 233 土師器 (15.2) 3.3 ― 1/5 角 長石 砂粒 黒粒 普通 にぶい橙 5層

356 9 SE 233 土師器 (14.0) 12.8 ― 1/5 雲 角 黒粒 普通 にぶい橙 5層

356 10 SE 233 土師器 小型甕 (12.1)［4.0］ ― 破片 砂粒 赤粒 白粒 普通 黒 内面：灰褐

356 11 SE 233 土師器 甕 24.5 ［2.1］ ― 破片 赤粒 白粒 黒粒 普通 橙

356 12 SE 233 木製品 棒 幅2.2 長22.2 厚1.7

356 13 SE 233 木製品 板 幅7.7 長38.8 厚1.0

356 14 SE 234 須恵器 12.8 3.0 6.6 2/3 長石 針 普通 灰 南比企産 178

356 15 SE 234 須恵器 (11.6)［3.0］ ― 破片 白粒 良好 灰 南比企産

356 16 SE 234 土師器 13.2 3.8 ― 1/2 砂粒 白粒 黒粒 普通 最下層北武蔵型 178

356 17 SE 234 土師器 皿 (15.6) 3.6 ― 1/4 雲 角 長石 砂粒 普通 にぶい橙 178

356 18 SE 234 木製品 不明板材 幅8.1 長12.3 厚2.0

356 19 SE 234 木製品 棒 幅3.2 長13.2 厚2.6

356 20 SE 234 木製品 棒 幅3.4 長20.8 厚3.4

356 21 SE 234 木製品 棒 幅4.2 長22.1 厚3.5

358 1 SE 235 須恵器 (11.6) 3.2 6.7 1/3 白粒 針 褐粒 良好 灰 墨書 山」南比企産 177

358 2 SE 235 須恵器 ― ［2.1］ 6.8 底部のみ 石英 砂粒 白粒 褐粒 普通 灰 南比企産

358 3 SE 235 土師器 皿 (14.0) 3.0 ― 破片 砂粒 赤粒 白粒 良好 橙

358 4 SE 235 木製品 木片 幅15.8長21.4 厚7.3 177

358 5 SE 235 木製品 板 幅8.2 長［34.3］厚1.3

358 6 SE 235 木製品 杭 幅9.2 長66.2 厚5.3

358 7 SE 236 須恵器 高台付 ― ［2.1］ 6.8 底部のみ 雲 片 白粒 黒粒 褐粒 普通 黄灰 上層

358 8 SE 236灰釉陶器 壺 ― ［5.8］(15.9) 破片 白粒 良好 灰 中層 東遠江

358 9 SE 236 在地 鉢 (30.3)［18.1］ ― 1/4 石英 砂粒 赤粒 不良 にぶい黄橙 土師質 上層 178

358 10 SE 236 土師器 甕 (16.0)［10.1］ ― 破片 雲 砂粒 赤粒 不良 にぶい黄 中層

358 11 SE 236灰釉陶器 ― ［2.3］ (6.1) 破片 白粒 黒粒 良好 灰黄釉：灰白 東濃 214

358 12 SE 236 鉄滓 椀形滓 幅5.2 長5.0 厚2.1 重さ78.4ℊ 220

358 13 SE 239 須恵器 ― ［0.9］ 6.0 底部のみ 長石砂粒赤粒白粒針 良好 にぶい黄橙
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第107表 井戸跡出土遺物観察表（9）

挿図番号 遺構 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置･備考 図版

358 14 SE 239灰釉陶器 皿 ― ［2.1］ 7.2 1/3 白粒 黒粒 良好 灰白 釉：灰オリーブ 浜北 213

359 1 SE 240かわらけ ― ［1.0］ (6.5)底部破片 雲 赤粒 黒粒 不良 にぶい黄橙 土師質

359 2 SE 240 須恵器 甕 ― ［8.2］ ― 破片 白粒 小礫 良好 灰 219

359 3 SE 240 青磁 碗 ― ［1.7］ 5.2 破片 良好 暗オリーブ灰 212

359 4 SE 240 古銭 天元聖宝 212

359 5 SE 241 土師器 小型壺 13.1 10.4 ― ほぼ完形 雲 角 赤粒 白粒 小礫 普通 灰黄褐 底部煤付着 178

359 6 SE 241 土師器 鉢 (26.6)［6.4］ ― 破片 雲 角 赤粒 白粒 黒粒 普通 灰黄褐

359 7 SE 241 土師器 甕 ― ［2.5］ 9.1 底部のみ 砂粒 赤粒 褐粒 普通 灰褐

359 8 SE 242 須恵器 (12.0)［3.5］ ― 破片 砂粒 白粒 針 良好 灰 南比企産

359 9 SE 243 須恵器 ― ［1.6］ (6.0)底部破片 白粒 針 黒粒 良好 灰 南比企産

359 10 SE 243 須恵器 高台付 ― ［2.0］ 5.6 底部のみ 片 赤粒 白粒 黒粒 良好 灰黄

359 11 SE 243 木製品 曲物底板 幅［149］長［158］厚08 177

359 12 SE 244 在地 鉢 (23.4)［7.2］ ― 破片 石英 白粒 普通 黒 断面：灰白

361 1 SE 245 常滑 甕 ― ［19.5］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 褐灰 肩部に自然釉

361 2 SE 245 常滑 甕 (24.4)［7.7］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 灰オリーブ 内面：暗赤褐 219

361 3 SE 245 常滑 甕 ― ［7.6］(12.6) 底部1/5 砂粒 白粒 黒粒 良好 灰赤

361 4 SE 245灰釉陶器 皿 ― ［2.3］ 6.9 1/2 白粒 黒粒 良好 灰白 東濃 214

361 5 SE 245 木製品 棒 幅3.5長［11.3］厚2.9

361 6 SE 245 木製品 板 幅3.4 長13.5 厚1.4

361 7 SE 245 木製品 杓子 幅6.6 長16.4 厚0.7 樹種 サワラ 178

361 8 SE 246 木製品 曲物 幅11.4長19.9 厚0.4 樹種 スギ 178

361 9 SE 246 木製品 曲物 幅8.2 長9.4 厚0.2 樹種 スギ 8と同一個体

361 10 SE 247 須恵器 高台付盤 ― ［3.0］ ― 破片 白粒 良好 灰

361 11 SE 249 須恵器 甕 ― ［3.2］ ― 破片 白粒 良好 灰 自然釉

361 12 SE 249 須恵器 甕 ― ［7.0］ ― 破片 石英 砂粒 白粒 黒粒 良好 にぶい赤褐 内面：灰 末野産

361 13 SE 249 須恵器 甕 ― ［7.0］(14.0)底部破片 砂粒 白粒 良好 黒褐

361 14 SE 250 常滑 甕 (28.0)［12.4］ ― 破片 石英 赤粒 白粒 黒粒 普通 暗灰オリーブ 内面：黒 221

363 1 SE 251 須恵器 12.3 3.8 5.5 1/4 長石 砂粒 赤粒 針 良好 にぶい赤褐 内面：灰 南比企産

363 2 SE 251 須恵器 (12.0) 3.7 (6.4) 1/5 白粒 針 黒粒 普通 灰 南比企産

363 3 SE 251 須恵器 甕 ― ［7.0］ ― 破片 長石 白粒 良好 暗灰 南比企産 219

363 4 SE 251 木製品 不明木材 幅12.8長37.4厚2.8

363 5 SE 254 須恵器 皿 (17.1) 4.0 (8.0) 1/5 雲 赤粒 褐粒 不良 灰黄 土師質

363 6 SE 254 須恵器 壺 ― ［4.8］(14.0)底部破片 褐粒 良好 黄灰

363 7 SE 255 須恵器 高台付 ― ［1.7］ (7.6) 底部1/3 白粒 黒粒 褐粒 普通 灰黄

363 8 SE 255 須恵器 ― ［1.3］ (6.0) 底部1/4 赤粒 黒粒 不良 灰褐

363 9 SE 255 木製品 曲物側板 幅3.4長［16.2］厚0.3 破片

363 10 SE 257 石製品 砥石？ 幅15.1長33.3 厚3.0 線状痕あり 177

363 11 SE 256 木製品 棒 幅0.8 長16.9 厚0.6 178

363 12 SE 256 木製品 棒 幅0.6 長20.6 厚0.5 178

363 13 SE 256 木製品 棒 幅3.0 長38.1 厚2.8

365 1 SE 258かわらけ ― ［1.9］ (8.7) 底部1/4 雲 黒粒 褐粒 不良 灰黄

365 2 SE 258 在地 鉢 (28.2)［8.3］ ― 破片 砂粒 赤粒 白粒 普通 黒褐 221

365 3 SE 258 古銭 元豊通宝 1078年 212

365 4 SE 258 石製品 砥石？ 幅20.8長23.4 厚3.7 線状痕重さ2.13㎏ 177

365 5 SE 258 木製品 杭 幅4.4長［164.8］厚3.6

365 6 SE 259 須恵器 ― ［1.0］ (6.0) 底部1/3 赤粒 白粒 針 良好 灰 南比企産

365 7 SE 259 土師器 甕 ― ［2.4］ (8.0)底部破片 砂粒 赤粒 白粒 針 普通 にぶい褐 底部に縄目圧痕

365 8 SE 262 土師器 (12.1)［2.8］ ― 破片 砂粒 白粒 普通 橙

365 9 SE 262 土師器 甕 (19.4)［5.0］ ― 破片 雲 砂粒 赤粒 白粒 普通 橙

365 10 SE 262 鉄滓 椀形滓 幅5.0 長5.2 厚2.1 重さ66.8ℊ 220

365 11 SE 263 須恵器 高台付 ― ［2.7］ (8.4) 高台部 雲 赤粒 白粒 普通 褐灰

365 12 SE 263 須恵器 高台付 ― ［2.7］ (7.0) 底部1/2 赤粒 白粒 黒粒 普通 にぶい黄橙

365 13 SE 263 須恵器 皿 ― ［1.3］ (7.0)底部破片 砂粒 白粒 黒粒 褐粒 良好 にぶい黄橙

365 14 SE 263 須恵器 (12.8)［2.8］ ― 破片 雲 黒粒 普通 灰

365 15 SE 263 須恵器 壺 ― ［5.1］ ― 破片 砂粒 白粒 黒粒 不良 黄灰 南比企産

365 16 SE 263 須恵器 高 ― ［4.0］ ― 破片 砂粒 白粒 良好 にぶい赤褐 南比企産 219
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第108表 井戸跡出土遺物観察表（10）

挿図番号 遺構 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置･備考 図版

365 17 SE 263 須恵器 甕 ― ［8.8］ ― 破片 砂粒 白粒 良好 灰 自然釉 219

365 18 SE 263 石製品 凹石 長［11.5］幅11.0厚3.4 重725ℊ 221

365 19 SE 263灰釉陶器 皿 (13.7) 3.5 (7.4) 1/3 白粒 黒粒 良好 灰白 二川 179

365 20 SE 263灰釉陶器 (16.4)［3.3］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 灰白 東遠江 214

368 1 SE 264 木製品 板材 幅5.0 長36.7 厚0.6 井戸枠材 179

368 2 SE 264 木製品 板材 幅8.8 長72.5 厚1.2 井戸枠材 179

368 3 SE 264 木製品 板材 幅5.8 長65.0 厚1.6 井戸枠材 179

368 4 SE 264 木製品 板材 幅6.6 長52.0 厚1.6 井戸枠材

368 5 SE 264 木製品 板材 幅8.0 長64.2 厚1.2 井戸枠材 179

368 6 SE 264 木製品 板材 幅11.4長60.0 厚1.4 井戸枠材 179

368 7 SE 264 木製品 板材 幅12.4長48.0 厚1.2 井戸枠材 179

368 8 SE 264 木製品 板材 幅11.6長70.0 厚1.6 井戸枠材 179

368 9 SE 266 鉄製品 短刀 刃幅最大2.5 背幅0.3 長［26.7］ 茎長8.7 最下層 222

368 10 SE 267 須恵器 甕 ― ［5.0］(18.0)底部破片 砂粒 赤粒 白粒 良好 褐灰

368 11 SE 268内黒土器 高台付 (13.8) 5.4 7.0 3/5 褐粒 普通 浅黄橙 内面ミガキ 内黒 179

368 12 SE 268内黒土器 高台付 (14.6) 5.8 7.2 1/2 砂粒 赤粒 黒粒 普通 にぶい黄 内黒 179

368 13 SE 268内黒土器 高台付 (14.7) 5.8 7.4 2/3 砂粒 赤粒 黒粒 褐粒 普通 にぶい橙 内黒 179

368 14 SE 268内黒土器 (14.0)［3.0］ ― 口縁破片 雲 砂粒 褐粒 普通 にぶい黄橙 内面ミガキ

368 15 SE 268 須恵器 (12.0)［3.1］ ― 破片 白粒 良好 黒 内面：灰 南比企産

368 16 SE 268 須恵器 (11.6)［3.3］ ― 1/5 雲 褐粒 普通 灰

368 17 SE 268 須恵器 ― ［2.3］ (6.8) 底部1/2 雲 赤粒 針 不良 にぶい橙 内面：褐灰

369 1 SE 270 在地 鉢 (26.0)［5.6］ ― 口縁部破片 石英 赤粒 白粒 不良 にぶい橙 磨耗

369 2 SE 271 在地 鉢 ― ［3.0］(13.0)底部破片 石英 赤粒 不良 黄灰

369 3 SE 272 須恵器 ― ［0.6］(10.0)底部破片 石英 白粒 針 良好 灰 南比企産

369 4 SE 273 須恵器 蓋 ― ［1.5］ ― 破片 長石 砂粒 良好 灰 219

369 5 SE 273灰釉陶器 (15.8)［3.4］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 黄灰 釉：灰オリーブ 東遠江 214

369 6 SE 273灰釉陶器 ― ［1.3］ (6.6) 底部1/5 白粒 黒粒 良好 灰 二川 214

369 7 SE 274 在地 鉢 ― ［7.4］(11.0) 破片 石英 黒粒 良好 黄灰 外・内面煤付着

369 8 SE 276 在地 小型壺 ― ［3.6］ (4.2) 底部1/3 長石 砂粒 白粒 普通 黄灰 179

369 9 SE 284 須恵器 高台付皿 ― ［1.8］ (5.6) 底部1/2 石英 白粒 針 小礫 良好 灰 南比企産

369 10 SE 286 木製品 曲物 幅11.9 長43.7 厚0.3 180

369 11 SE 286 須恵器 (15.4)［6.0］ ― 破片 砂粒 白粒 黒粒 普通 褐灰色

369 12 SE 286 須恵器 高台付 ― ［4.3］ (5.6) 底部1/5 雲砂粒白粒黒粒褐粒 不良 にぶい橙

369 13 SE 286 須恵器 ― ［3.4］ (5.0) 破片 雲 白粒 黒粒 普通 黒 在地 内面：灰白

369 14 SE 286灰釉陶器 ― ［1.7］ (7.0) 底部1/4 白粒 黒粒 良好 灰 浜北 214

373 1 SE 287 須恵器 12.8 4.1 6.0 4/5 砂粒 針 良好 灰 南比企産 180

373 2 SE 287 須恵器 (11.8) 3.8 5.8 1/2 白粒 針 小礫 良好 灰 南比企産 180

373 3 SE 287 須恵器 12.5 3.8 4.7 3/4 石英 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい褐 180

373 4 SE 287 須恵器 ― (1.2) (6.2) 底部1/2 角 赤粒 白粒 針 不良 灰白

373 5 SE 287 須恵器 高台付 ― ［2.2］ 6.7 底部1/2 長石 石英 白粒 不良 灰

373 6 SE 287 須恵器 高台付 ― ［3.0］ 7.0 底部のみ 白粒 針 黒粒 良好 灰

373 7 SE 287 須恵器 高台付 ― ［2.9］ 5.8 底部のみ 白粒 黒粒 普通 黒褐

373 8 SE 287 須恵器 甕 ― ［11.0］ ― 破片 石英 砂粒 白粒 良好 灰 南比企産 219

373 9 SE 287 須恵器 甕 ― ［10.5］ ― 破片 長石 小礫 良好 灰 末野産 219

373 10 SE 287 須恵器 甕 ― ［14.7］ 17.7 底部1/2 石英 白粒 黒粒 良好 灰

373 11 SE 287 須恵器 鉢 23.3［12.3］ ― 1/3 砂粒 赤粒 普通 灰白 土師質 180

373 12 SE 287 土師器 甕 (20.3)［11.5］ ― 口縁1/5 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい赤褐 混入

373 13 SE 287 土師器 台付甕 (10.2) 13.2 (7.7) 1/2 雲 砂粒 赤粒 白粒 普通 橙 180

373 14 SE 287 石製品 円礫 幅8.1 長12.1 厚2.6 221

373 15 SE 287 木製品 鋤 幅［115］長［160］厚25 樹種 コナラ属アカガシ亜属 下層 180

374 1 SE 288 土師器 (10.0)［2.2］ ― 口縁破片 角 石英 白粒 普通 明赤褐 北武蔵型

374 2 SE 288 土師器 甕 19.9 ［7.8］ ― 口縁部1/2 角長石砂粒赤粒白粒 普通 灰褐 181

374 3 SE 288 土師器 甕 ― ［6.0］(13.0)底部のみ 角 砂粒 白粒 普通 黒褐

374 4 SE 288 木製品 井戸枠横木 幅9.8 長75.2 厚5.6 181

374 5 SE 288 木製品 板 幅6.3 長23.5 厚0.5

374 6 SE 288 木製品 曲物底板 幅6.5 長20.1 厚0.6
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第109表 井戸跡出土遺物観察表（11）

挿図番号 遺構 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置･備考 図版

374 7 SE 289 在地 鉢 ― ［9.7］(12.0) 破片 石英 白粒 小石 普通 黒 転用品

374 8 SE 290 鉄製品 鉄 長13.5 身部長3.3 頸部長6.4 茎長3.8 備考 長頸三角形 両丸造 台形関 222

374 9 SE 290 木製品 曲物底板 幅5.6 長24.0 厚0.4

374 10 SE 292 須恵器 (12.2) 3.6 (6.4) 1/5 長石 砂粒 赤粒 針 良好 灰 南比企産

374 11 SE 292 須恵器 15.6 6.7 6.7 ほぼ完形 砂粒 白粒 針 良好 黄灰 南比企産 181

374 12 SE 292 須恵器 (12.4)［2.8］ ― 口縁1/4 長石 赤粒 白粒 良好 褐灰 南比企産

374 13 SE 292 須恵器 (14.8)［3.8］ ― 口縁1/4 石英 白粒 針 褐粒 普通 灰黄 南比企産

374 14 SE 293 在地 片口鉢 (34.4) 12.1 (10.0) 1/3 石英 白粒 黒粒 普通 黒褐 外面煤付着 221

374 15 SE 293 石製品 砥石 幅24～32長76厚25 1/2 220

377 1 SE 294 在地 鉢 (28.0) 9.5 (10.4) 1/4 石英 赤粒 黒粒 小礫 普通 黒褐 断面：灰色 221

377 2 SE 294 石製品 磨石 幅7.5 長9.3 厚4.3 221

377 3 SE 294 木製品 漆椀 (14.0) 5.1 8.0 樹種 トネリコ属 181

377 4 SE 295内黒土器 高台付 ― ［2.3］ (8.3) 破片 雲 角 白粒 黒粒 普通 にぶい黄褐 内黒 ミガキ

377 5 SE 295 瓦 平瓦 幅［79］長［56］厚［2.2］ 破片 長石 石英 砂粒 普通 にぶい橙 221

377 6 SE 295 土製品 土錘 幅4.8 長9.9 孔1.3 完形 砂粒 橙粒 褐粒 良好 灰黄褐 220

377 7 SE 297 須恵器 (11.4) 3.3 (5.6) 1/5 砂粒 白粒 良好 灰 南比企産

377 8 SE 297 須恵器 ― ［4.0］ ― 破片 砂粒 白粒 良好 灰 末野産 219

377 9 SE 297 土師器 甕 ― ［7.5］ 4.3 底部 角 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい橙 底部：黒

377 10 SE 298 須恵器 高台付 13.5 5.6 6.6 1/2 雲 赤粒 褐粒 普通 灰白 181

377 11 SE 298 須恵器 高台付 ― ［2.4］ (7.7) 底部1/2 砂粒 赤粒 白粒 普通 灰

377 12 SE 298 須恵器 高台付 ― ［2.7］ (5.9) 底部1/3 長石 黒粒 褐粒 普通 灰白

377 13 SE 298 須恵器 高台付 ― ［3.6］ (5.0) 破片 長石 砂粒 白粒 褐粒 普通 灰白

377 14 SE 298 須恵器 (11.7)［3.9］ 5.5 1/2 雲長石砂粒赤粒褐粒 普通 黒褐 内面：灰白

377 15 SE 298 須恵器 (12.6)［3.9］ 5.2 1/4 石英 砂粒 赤粒 白粒 不良 橙 181

377 16 SE 298 須恵器 ― ［1.2］ (7.0) 底部1/4 角 白粒 黒粒 不良 黒褐

377 17 SE 298灰釉陶器 皿 ― ［1.4］ (6.6) 底部3/4 砂粒 黒粒 良好 灰白 釉：灰 二川 214

377 18 SE 298灰釉陶器 ― ［2.3］ 7.5 1/4 白粒 黒粒 良好 灰白 墨書 東遠江 214

377 19 SE 298 須恵器 羽釜 (13.8)［6.5］ ― 破片 白粒 普通 黄灰

377 20 SE 298 須恵器 壺 ― ［7.9］(14.0) 底部1/4 雲 石英 白粒 良好 暗赤灰

377 21 SE 298 木製品 杭 幅4.0 長17.4 厚3.6

６．円形周溝状遺構
下田町遺跡第３次調査において、円形周溝状遺構

を２基検出した。第５号円形周溝状遺構は、東区中

央にあたり、古墳時代後期の竪穴住居跡に挟まれた

位置である。北側には第96号住居跡、南側には第99

号住居跡が検出された。

また、第６号円形周溝状遺構は、西区中央にあた

り、周辺には溝跡が存在する。

下田町遺跡第２次調査東区においても、円形周溝

状遺構を１基検出した。溝跡番号（第224号溝跡）を

付して報告している。

形態はやや楕円形で卵型をしている。断面形態は

箱型である。規模は、長軸の径570㎝、短軸の径は420

㎝である。溝の幅は40～50㎝、深さ24㎝である。

一般に、円形周溝状遺構は古墳時代後期の集落か

ら検出されている例がある。坂戸市金井遺跡では環

状遺構として２基、児玉町ミカド遺跡では円形特殊

遺構として４基を報告している。

遺構の性格については不明である。状況はいずれ

も、他の竪穴住居跡とは重複がみられない、周囲に

ピットが多く検出される。遺物はほとんど検出され

ない。中心部分は平坦で周囲に幅の狭い溝が巡り

ドーナツ状の形態であるなどの点が共通している。

本遺跡から検出された円形周溝状遺構は、先の検

出例の遺跡と同様の時期である古墳時代後期と考え

られる。また、住居跡や掘立柱建物跡などとセット

の建物遺構として捉えることもできるが、特殊遺構

として捉えることもでき、性格については今後検討

がさらに必要である。
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第378図 円形周溝状遺構全体図 西区
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第379図 円形周溝状遺構全体図 東区

― ―431



第５号円形周溝状遺構（第380図）

東区のＪ・Ｋ―22グリッドに位置する。北側は、

第９号方形周溝跡の南辺溝跡と重複する。東側は、

第299号土坑と重複する。西側には、第170・260号井

戸跡が位置する。南側には、第99号住居跡が位置す

る。形態は、ほぼ円形である。

規模は、直径341㎝、内側に巡る溝の幅は83㎝であ

る。この溝の北側の深さ27㎝、東側の深さ21.8㎝、

西側の深さ26.9㎝、南側の深さ31.6㎝である。中央

部分は平坦で深さ10.1㎝である。

出土遺物は、第381図１の灰釉陶器 を検出した。

第６号円形周溝状遺構（第380図）

西区二面のＧ―23グリッドに位置する。北側には、

第216号井戸跡が位置し、東西方向に第276号溝跡が

伸びる。東側には、南北方向に第４号溝跡が伸びて

いる。西側には、第30号掘立柱建物跡が位置する。

本遺構の中央には、第212号井戸跡が重複する。形態

は、円形でドーナツ状に溝が巡る。

規模は、直径230㎝、内側に巡る溝の幅は30㎝であ

る。この溝の北側の深さ22㎝、東側の深さ16.1㎝、

西側の深さ26㎝、南側では、周溝が途切れ平坦にな

り南側の深さ21.7㎝である。中央部分は平坦で深さ

14.5㎝である。

出土遺物は、検出されなかった。

第380図 第５号円形周溝状遺構

第110表 第５号円形周溝状遺構出土遺物観察表（第381図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 灰釉陶器 ― ［2.0］ (7.2) 破片 白粒 普通 黄灰 釉･灰白 東遠江 213

第381図 第５号円形周溝状遺構出土遺物
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７．土坑
下田町遺跡第３次調査の土坑（略号 SK）番号は、

平成13年度の第２次調査の続き番号を使用してい

る。今回報告の土坑のうち第196～225号土坑は西区

第一遺構面から検出した。また、第298～449号土坑

は西区第二遺構面から検出した。さらに、第226～

297号土坑、第450～562号土坑は東区から検出した。

なお、第244・248・259・261・286・294・407・470・

490号土坑は欠番である。

検出された土坑は弥生時代、古墳時代前期・後期、

奈良・平安時代、中世に至る時期の遺構である。

第196号土坑（第385図）

西区一面のＥ―19グリッドに位置する。本土坑の

南側には第197～199号土坑が位置する。平面形は方

形で、規模は長径139㎝、短径97㎝、深さ53.1㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―12°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 を検出した。五領の土師器

片口鉢の破片を混入する。

第197号土坑（第385図）

西区一面のＥ―19グリッドに位置する。東側には

第198号土坑が位置する。平面形は円形で、規模は長

径132㎝、短径127㎝、深さ28.4㎝である。長軸方向

は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、土師器甕の底部と高 の脚部破片を

検出した。

第198号土坑（第385図）

西区一面のＥ―19グリッドに位置する。東側の第

199号土坑と重複し、本土坑が切り込み新しい。平面

形は長方形で、規模は長径297㎝、短径102㎝、深さ

26.5㎝である。長軸方向は、Ｎ―70°―Ｗである。覆

土は灰色粘土により埋め戻されている。

出土遺物は、平安時代の須恵器高台付 、灰釉陶

器 破片を検出した。

第199号土坑（第385図）

西区一面のＥ―19グリッドに位置する。第198号

土坑に切られている。平面形は長方形で、規模は長

径168㎝、短径84㎝、深さ22.3㎝である。長軸方向は、

Ｎ―70°―Ｗである。覆土は第198号土坑と同様灰色

粘土によって覆われている。

出土遺物は、常滑甕の破片と土師器模倣 、末野

産の須恵器高 を検出した。

第200号土坑（第385図）

西区一面のＥ・Ｆ―19グリッドに位置する。平面

形は惰円形で、規模は長径178㎝、短径142㎝、深さ

50㎝である。長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、検出できなかった。

第201号土坑（第385図）

西区一面のＨ―25グリッドに位置する。北側には

第204号土坑が位置する。平面形は長方形で、規模は

長径130㎝、短径46㎝、深さ5.8㎝である。長軸方向

は、Ｎ―25°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器高台付 を検出した。

第202号土坑（第385図）

西区一面のＦ―25グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径117㎝、短径81㎝、深さ58.3㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―38°―Ｅである。

出土遺物は、灰釉陶器 の破片、須恵器甕の破片

を検出した。

第203号土坑（第385図）

西区一面のＨ―21グリッドに位置する。南側には

同規模の第208号土坑が位置する。平面形は円形で、

規模は長径109㎝、短径85㎝、深さ30.5㎝である。長

軸方向は、Ｎ―65°―Ｗである。

出土遺物は、鉄滓、須恵器 の破片を検出した。

第204号土坑（第385図）

西区一面のＧ・Ｈ―18・19グリッドに位置する。

西側調査区の北東端である。南に第205号土坑が位

置する。平面形は短冊型の長方形で、規模は長径492

㎝、短径105㎝、深さ81.1㎝である。長軸方向は、Ｎ

―５°―Ｅである。

出土遺物は、土師器比企型 、須恵器高台付 の

破片を検出した。
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第382図 土坑全体図 西区一面
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第383図 土坑全体図 西区二面
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第384図 土坑全体図 東区
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第385図 土坑（1)
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第205号土坑（第386図）

西区一面のＧ・Ｈ―19グリッドに位置する。北側

に直行する第204号土坑を検出した。平面形は長方

形で、規模は長径277㎝、短径97㎝、深さ29㎝である。

長軸方向は、Ｎ―80°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 ・甕、鉄滓を検出した。

第206号土坑（第386図）

西区一面のＨ―20グリッドに位置する。東側には

第274号溝跡とＨ―20Ｐ1が重複する。平面形は長方

形である。規模は長径208㎝、短径91㎝、深さ5.3～

9.1㎝と浅い。長軸方向は、Ｎ―83°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第207号土坑（第386図）

西区一面のＦ―20グリッドに位置する。平面形は

長方形である。規模は長径172㎝、短径115㎝、深さ

56㎝である。長軸方向は、Ｎ―６°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 ・南比企産の須恵器甕の口

縁部破片、灰釉陶器長頸瓶の破片を検出した。

第208号土坑（第386図）

西区一面のＨ―21グリッドに位置する。平面形は

ほぼ円形である。規模は長径105㎝、短径81㎝、深さ

15.5㎝である。長軸方向は、Ｎ―89°―Ｅである。

出土遺物は、土師器の北武蔵型 の破片を検出し

た。 は器肉やや厚く重量感をもつ。口縁部ヨコナ

デ、体部外面は指頭による調整、底部は丸底でヘラ

ケズリを施す。

第209号土坑（第386図）

西区一面のＨ―23グリッドに位置する。平面形は

楕円形で、規模は長径145㎝、短径105㎝、深さ11.3

㎝である。長軸方向は、Ｎ―38°―Ｅである。

出土遺物は、灰釉陶器 、内黒土器、須恵器高台

付 の破片、少量の鉄滓を検出した。

第210号土坑（第388図）

西区一面のＦ―22グリッドに位置する。西側には

第212号土坑が位置し、東側には第211号土坑が接し

て切り込んでいる。平面形は方形で、規模は長径217

㎝、短径214㎝、深さ114.9㎝である。長軸方向は、

第386図 土坑（2)
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第387図 土坑出土遺物（1)
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Ｎ―85°―Ｗである。

出土遺物は、土師器 ・皿、須恵器 ・ ・甕の

破片を検出した。

第211号土坑（第388図）

西区一面のＦ―22グリッドに位置する。西側は第

210号土坑と接する。東側は溝跡を挟んで第326号土

坑が位置する。平面形はほぼ方形である。規模は長

径307㎝、短径252㎝、深さ94.7㎝である。長軸方向

は、Ｎ―86°―Ｅである。ほぼ第210号土坑と規模や方

向が同じである。

出土遺物は、底径10㎝のやや大型の須恵器 ・蓋・

甑の鍔部分の破片を検出した。

第212号土坑（第388図）

西区一面のＦ―22グリッドに位置する。第210号

土坑を切り込んで本土坑は掘り込まれている。平面

形は長方形で、規模は長径262㎝、短径145㎝、深さ

104.2㎝である。長軸方向は、Ｎ―87°―Ｗである。

出土遺物は、常滑の甕の破片を検出した。

第213号土坑（第388図）

西区一面のＥ―21グリッドに位置する。平面形は

不整楕円形である。規模は長径91㎝、短径51㎝、深

さ25㎝である。長軸方向は、Ｎ―82°―Ｗである。

出土遺物は、在地産のすり鉢の破片を検出した。

第214号土坑（第388図）

西区一面のＨ―25グリッドに位置し、西区第一遺

構面の南東にあたる。平面形は円形である。規模は

長径262㎝、短径240㎝、深さ19.5㎝である。長軸方

向は、Ｎ―85°―Ｗである。

出土遺物は、酸化焔焼成の須恵器 、土師器「コ」

の字状口縁甕の破片を検出した。

第215号土坑（第388図）

西区一面のＦ―20・21グリッドに位置する。西側

には第28号掘立柱建物跡、東側には第２・４号溝跡

が位置する。本遺構の南側には第９号火葬土坑が重

複し切り込んでいる。平面形は南北方向にやや長い

方形である。規模は長径271㎝、短径210㎝、深さ113

㎝である。底面は中央部分が一段低く窪んでいる。

覆土は確認面から80㎝ほどまで青灰色粘土ブロッ

クを多く含む黄褐色土層で、底面の窪んだ部分には

砂が多く堆積していた。長軸方向は、Ｎ―13°―Ｅで

ある。

出土遺物は、常滑の甕の破片を検出した。また、

混入遺物と考えられる酸化焔焼成の土師質 、甕、

灰釉陶器 の破片を検出した。

第216号土坑（第389図）

西区一面のＦ―22・Ｅ―23グリッドに位置する。

平面形は楕円形である。規模は長径88㎝、短径67㎝、

深さ6.4㎝である。長軸方向は、Ｎ―15°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第217号土坑（第389図）

西区一面のＥ―22・23グリッドに位置し、第216号

土坑の南西にあたる。平面形は楕円形である。規模

は長径79㎝、短径42㎝、深さ6.1㎝である。長軸方向

は、Ｎ―23°―Ｅである。

出土遺物は、土師器 ・皿・甕の破片を検出した。

第387図23は、口縁部ヨコナデされ体部未調整、底部

外面にヘラケズリを施した平底気味の土師器 であ

る。24は土師器皿である。口縁部は短く上方にやや

外反気味に立ち上がり、底部平底気味である。器肉

やや厚い。25は土師器小型甕または小型台付甕の口

縁部と見られる。

第218号土坑（第389図）

西区一面のＤ―21グリッドに位置する。西側は調

査区域外に伸びる。平面形は長方形である。規模は

長径186㎝、短径142㎝、深さ138.9㎝である。覆土の

堆積は人為的に埋め戻されたと考えられる。長軸方

向は、Ｎ―83°―Ｗである。

出土遺物は、土師器・須恵器甕の破片、在地産の

鉢を検出した。

第219号土坑（第389図）

西区一面のＦ―26グリッドに位置する。西区第一

遺構面の調査区南端にあたる。平面形は円形で、規

模は長径132㎝、短径127㎝、深さ16.7㎝である。長

軸方向は、Ｎ―10°―Ｅである。
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第388図 土坑（3)

SK西区１面（3）（210～215）
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出土遺物は、須恵器 ・ の破片を検出した。

第220号土坑（第389図）

西区一面のＦ―23グリッドにあたり、周囲には第

221・222号土坑などが位置する。平面形は円形で、

規模は長径142㎝、短径93㎝、深さ9.9㎝である。長

軸方向は、Ｎ―15°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 ・甕の破片を検出した。

第221号土坑（第389図）

西区一面のＦ―23グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径108㎝、短径96㎝、深さ5.2㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―45°―Ｗである。

出土遺物は、土師器模倣 、須恵器甕の破片を検

出した。

第222号土坑（第389図）

西区一面のＦ―23グリッドに位置する。本土坑西

側は第30号掘立柱建物跡と重複する。平面形は楕円

形で、規模は長径148㎝、短径94㎝、深さ25.3㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―75°―Ｅである。

出土遺物は、土師器北武蔵型 の破片を検出した。

須恵器 は口径14.0㎝とやや大振りの南比企産で

ある。

第223号土坑（第389図）

西区一面のＥ―23グリッドに位置する。平面形は

東西方向に長い長方形である。規模は長径300㎝、短

径91㎝、深さ14.7㎝である。長軸方向は、Ｎ―88°―Ｅ

である。

出土遺物は、須恵器 、灰釉陶器皿の破片を検出

した。

第224号土坑（第389図）

西区一面のＥ―23グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径87㎝、短径85㎝、深さ36.9㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―85°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器高台付 、土師器甕の破片を

検出した。

第225号土坑（第389図）

西区一面のＥ―24グリッドに位置し、第29号掘立

柱建物跡の南西端にあたる。平面形は楕円形で、規

模は長径109㎝、短径36㎝、深さ15.4㎝である。長軸

方向は、Ｎ―50°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 、破片を検出した。

第226号土坑（第391図）

東区のＫ―18グリッドに位置する。北側の第227

号土坑と重複する。平面形は長方形で、規模は長径

231㎝、短径90㎝、深さ28.7㎝である。長軸方向は、

Ｎ―42°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器高台付 の破片を検出した。

第227号土坑（第391図）

東区のＫ―18グリッドに位置する。南側で第226

号土坑と重複する。平面形は長方形で、規模は長径

139㎝、短径79㎝、深さ37.2㎝である。長軸方向は、

Ｎ―47°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 ・甕の破片を検出した。図

示した第390図３の須恵器 の底部外面には判読で

きないが墨書が見られる。

第228号土坑（第391図）

東区のＭ―18グリッドに位置する。本土坑は第

288・289・290号溝跡を切って造られている。平面形

は方形径138㎝、短径126㎝、深さ10.8㎝である。長

軸方向は、Ｎ―３°―Ｅである。

出土遺物は、南比企産の須恵器 ・蓋を検出した。

第229号土坑（第391図）

東区のＫ―18グリッドに位置する。第75号住居

跡、第33号掘立柱建物跡を切って造られている。平

面形は円形で、規模は長径100㎝、短径93㎝、深さ

40.6㎝である。長軸方向は、Ｎ―０°である。

出土遺物は、須恵器 の破片を少量検出した。

第230号土坑（第391図）

東区のＬ―18グリッドに位置する。本土坑は東側

で第231号土坑と重複する。平面形は円形で、規模は

長径70㎝、短径63㎝、深さ12㎝である。長軸方向は、

Ｎ―１°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第231号土坑（第391図）

東区のＬ―18グリッドに位置する。西側に検出し
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た第230号土坑に切られている。平面形は円形で、規

模は長径127㎝、短径109㎝、深さ28.9㎝である。長

軸方向は、Ｎ―60°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器甕、土師器甕の破片を少量検

出した。

第232号土坑（第391図）

東区のＭ―18グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径67㎝、短径58㎝、深さ13.8㎝である。

長軸方向は、Ｎ―60°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第389図 土坑（4)

SK西区１面（4）（216～225）

― ―443



第390図 土坑出土遺物（2)
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第233号土坑（第391図）

東区のＬ―18グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径61㎝、短径58㎝、深さ9.6㎝である。

長軸方向は、Ｎ―１°―Ｗである。

出土遺物は、土師器の北武蔵型 を検出した。

第234号土坑（第391図）

東区のＬ―18グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径90㎝、短径78㎝、深さ51.4㎝である。

長軸方向は、Ｎ―55°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第235号土坑（第391図）

東区のＭ―17・18グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径94㎝、短径84㎝、深さ38㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―１°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第236号土坑（第391図）

東区のＫ・Ｌ―19グリッドに位置する。本土坑の

東側に第185号溝跡を検出した。平面形は円形で、規

模は長径112㎝、短径67㎝、深さ33.4㎝である。長軸

方向は、Ｎ―48°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第237号土坑（第391図）

東区のＫ―19グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径82㎝、短径79㎝、深さ18.3㎝である。

長軸方向は、Ｎ―45°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第238号土坑（第392図）

東区のＫ―19グリッドに位置する。平面形は不整

形で、規模は長径141㎝、短径30～69㎝、深さ7.8㎝

である。長軸方向は、Ｎ―53°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第239号土坑（第392図）

東区のＫ―19グリッドに位置する。本土坑の西側

には第296号溝跡が切り込んでいる。平面形は円形

で、規模は長径139㎝、短径109㎝、深さ18.1㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―０°である。

出土遺物は、検出できなかった。

第240号土坑（第392図）

東区のＬ―17グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径82㎝、短径75㎝、深さ66.5㎝である。

長軸方向は、Ｎ―１°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 ・蓋の破片を少量検出した。

第241号土坑（第392図）

東区のＭ―18・19グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径108㎝、短径97㎝、深さ8.7㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―66°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第242号土坑（第392図）

東区のＬ―17グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径67㎝、短径64㎝、深さ49.5㎝である。

長軸方向は、Ｎ―１°―Ｗである。

出土遺物は、常滑甕の破片を検出した。

第243号土坑（第392図）

東区のＪ―19グリッドに位置する。本土坑は西側

の第130号溝跡を切り込んで造られている。平面形

は円形で、規模は長径82㎝、短径58㎝、深さ115.5㎝

である。長軸方向は、Ｎ―１°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第244号土坑 欠番

第245号土坑（第392図）

東区のＪ―19グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径79㎝、短径69㎝、深さ13.4㎝である。

長軸方向は、Ｎ―１°―Ｗである。

出土遺物は、土師器「コ」の字状口縁甕の破片を

検出した。

第246号土坑（第392図）

東区のＫ―19グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径67㎝、短径30㎝、深さ63.3㎝である。

長軸方向は、Ｎ―48°―Ｅである。柱穴の可能性が考

えられる。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第247号土坑（第392図）

東区のＫ―18グリッドに位置する。第255号土坑

と重複し本土坑が切り込んでいる。平面形は円形で、
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規模は長径58㎝、短径54㎝、深さ21.6㎝である。長

軸方向は、Ｎ―１°―Ｗである。柱穴の可能性が考え

られる。

出土遺物は、須恵器甕・高台付 の破片を検出し

た。

第248号土坑 欠番

第249号土坑（第392図）

東区のＫ―18グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径99㎝、短径87㎝、深さ77.6㎝である。

長軸方向は、Ｎ―65°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第250号土坑（第393図）

東区のＪ―19グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径55㎝、短径51㎝、深さ7.4㎝と非常に

浅い。長軸方向は、Ｎ―５°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第251号土坑（第393図）

東区のＩ―19グリッドに位置する。東側には第

252号土坑が存在する。平面形は円形で、規模は長径

90㎝、短径84㎝、深さ7.8㎝と非常に浅い。長軸方向

は、Ｎ―49°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第252号土坑（第393図）

東区のＩ―19グリッドに位置する。第251号土坑

の西側に近接して検出された。平面形は円形で、規

模は長径70㎝、短径60㎝、深さ16.3㎝である。長軸

方向は、Ｎ―51°―Ｅである。

出土遺物は、灰釉陶器長頸壺の破片を検出した。

第253号土坑（第393図）

東区のＫ―18グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径64㎝、短径58㎝、深さ18㎝である。

長軸方向は、Ｎ―50°―Ｗである。

出土遺物は、土師器・須恵器甕の破片を検出した。

第254号土坑（第393図）

東区のＩ―18グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径72㎝、短径67㎝、深さ14.3㎝である。

長軸方向は、Ｎ―12°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕、須恵器 の破片を検出し

た。

第255号土坑（第392図）

東区のＫ―18グリッドに位置する。第247号土坑

と重複する。平面形は楕円形で、規模は長径169㎝、

短径139㎝、深さ26.5㎝である。長軸方向は、Ｎ―35°

―Ｅである。

出土遺物は、土師器「コ」の字状口縁甕の破片を

検出した。

第256号土坑（第393図）

東区のＫ―19グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、規模は長径124㎝、短径82㎝、深さ11.2㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―81°―Ｗである。

出土遺物は、土師器北武蔵型 の破片を検出した。

第257号土坑（第393図）

東区のＫ―18グリッドに位置する。北側には近接

して第258号土坑が所在する。平面形は卵形で、規模

は長径187㎝、短径135㎝、深さ18.8㎝で非常に浅い。

長軸方向は、Ｎ―32°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第258号土坑（第393図）

東区のＫ―18グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径58㎝、短径52㎝、深さ12.6㎝で浅い。

長軸方向は、Ｎ―85°―Ｅである。

出土遺物は、土師器「コ」の字状口縁甕の破片を

検出した。

第259号土坑 欠番

第260号土坑（第393図）

東区のＬ―19グリッドに位置する。平面形は長方

形で両端には柱穴が重複する。規模は長径135㎝、短

径61㎝、深さ5.6㎝で非常に浅い。長軸方向は、Ｎ

―53°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第261号土坑 欠番

第262号土坑（第393図）

東区のＪ―20グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径139㎝、短径123㎝、深さ26.2㎝であ
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る。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第263号土坑 欠番

第264号土坑（第393図）

東区のＫ―18・19グリッドに位置する。重複する

遺構は、第313号溝跡が本土坑の中央部を東西方向

に走る。平面形は円形で、規模は長径70㎝、短径45

㎝、深さ16.4㎝である。長軸方向は、Ｎ―12°―Ｅで

ある。

出土遺物は、検出できなかった。

第265号土坑（第393図）

東区のＪ―17グリッドに位置する。東区の北端に

位置するため、北側部分は調査区域外に伸びる。こ

のため南側半分を検出した。平面形は円形と見られ

る。規模は長径91㎝、短径55㎝、深さ14.2㎝である。

長軸方向は、Ｎ―52°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第266号土坑（第393図）

東区のＪ―18グリッドに位置する。本遺構は第

267号土坑を切り込み重複する。平面形は楕円形で、

規模は長径148㎝、短径114㎝、深さ23.6㎝である。

長軸方向は、Ｎ―38°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第267号土坑（第393図）

東区のＪ―18グリッドに位置する。本遺構は第

266号土坑に切り込まれ重複する。平面形は方形で、

規模は長径136㎝、短径67㎝、深さ25.4㎝である。長

軸方向は、Ｎ―38°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第268号土坑（第394図）

東区のＫ―18グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径75㎝、短径69㎝、深さ34.9㎝である。

長軸方向は、Ｎ―37°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 の破片を少量検出した。

第269号土坑（第394図）

東区のＬ―18グリッドに位置する。平面形は不整

長方形で、規模は長径174㎝、短径37㎝、深さ4.4～

5.8㎝である。長軸方向は、Ｎ―15°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 ・甕の破片を検出した。

第270号土坑（第394図）

東区のＬ―18グリッドに位置する。西側を第180

号溝跡が切り込み重複する。平面形は隅丸長方形で、

規模は長径120㎝、短径55㎝、深さ8.8㎝である。長

軸方向は、Ｎ―７°―Ｗである。

出土遺物は、土師器・須恵器甕の破片を検出した。

第271号土坑（第394図）

東区のＪ―18グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径111㎝、短径100㎝、深さ10.4㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―44°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第272号土坑（第394図）

東区のＪ―18グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径87㎝、短径66㎝、深さ16㎝である。

長軸方向は、Ｎ―51°―Ｅである。

出土遺物は、土師器 、須恵器 の破片を検出し

た。

第273号土坑（第394図）

東区のＪ―18グリッドに位置する。本土坑は北西

から南東方向に走る第130号溝跡を切り込んで重複

する。平面形は円形で、規模は長径72㎝、短径63㎝、

深さ21.1㎝である。長軸方向は、Ｎ―57°―Ｅであ

る。

出土遺物は、土師器高 ・ の破片を検出した。

第274号土坑（第394図）

東区のＫ―19グリッドに位置する。本土坑は北西

から南東方向に走る第130号溝跡を切り込み東端で

は第32号掘立柱建物跡の柱穴と重複する。平面形は

円形で、規模は長径102㎝、短径82㎝、深さ13.1㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、土師器「コ」の字状口縁甕の破片を

検出した。

第275号土坑（第394図）

東区のＩ―18グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径58㎝、短径46㎝、深さ14.4㎝である。

― ―449



第393図 土坑（7)

東区 SK（3）（250～258・260・262・264～267）

― ―450



長軸方向は、Ｎ―１°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第276号土坑（第394図）

東区のＫ―20グリッドに位置する。平面形は隅丸

長方形で、規模は長径150㎝、短径99㎝、深さ22.4㎝

である。長軸方向は、Ｎ―78°―Ｅである。

出土遺物は、土師器 、須恵器 ・甕・壺の破片

を検出した。

第277号土坑（第394図）

東区のＫ―20グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、規模は長径126㎝、短径84㎝、深さ16.5㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―79°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 ・甕の破片を検出した。

第278号土坑（第394図）

東区のＫ―20グリッドに位置する。西側は第327

号溝跡によって切られている。平面形は楕円形で、

規模は長径81㎝、短径79㎝、深さ9.5㎝である。長軸

方向は、Ｎ―78°―Ｗである。

出土遺物は、土師器 、須恵器 の破片を検出し

た。第390図15の須恵器 は底部外面が回転ヘラケ

ズリ、中央部の一部に糸切りを残す。

第279号土坑（第394図）

東区のＫ―20グリッドに位置する。平面形は方形

で、規模は長径127㎝、短径109㎝、深さ14.7㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―75°―Ｗである。

出土遺物は、土師器「コ」の字状口縁甕・ 、須

恵器 ・甕の破片を検出した。

第280号土坑（第394図）

東区のＫ―20グリッドに位置し、西側に第130号

溝跡が隣接する。平面形は円形で、規模は長径64㎝、

短径57㎝、深さ4.5㎝である。長軸方向は、Ｎ―30°

―Ｅである。

出土遺物は、南比企産の須恵器 を検出した。

第281号土坑（第395図）

東区のＬ―20グリッドに位置する。西側のピット

を切り込んで本土坑は造られる。平面形は楕円形で、

規模は長径162㎝、短径69㎝、深さ12㎝である。長軸

方向は、Ｎ―78°―Ｅである。

出土遺物は、在地産の須恵器高台付 ・ を検出

した。

第282号土坑（第395図）

東区のＪ―20グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径100㎝、短径69㎝、深さ10.7㎝である。

長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、須恵器 、土師器甕の破片を検出し

た。

第283号土坑（第395図）

東区のＩ―18グリッドに位置し、南西側の第303

号溝跡を切り込んでいる。平面形は円形で、規模は

長径99㎝、短径78㎝、深さ5.4㎝である。長軸方向は、

Ｎ―20°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第286号土坑 欠番

第287号土坑（第395図）

東区のＫ―19グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径82㎝、短径79㎝、深さ28.1㎝である。

長軸方向は、Ｎ―81°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器高台付 の破片を検出した。

第288号土坑（第395図）

東区のＫ―19グリッドに位置し、西側の第239号

土坑を切る。平面形は楕円形で、規模は長径121㎝、

短径100㎝、深さ8.1㎝である。長軸方向は、Ｎ―５°

―Ｅである。

出土遺物は、群馬産須恵器蓋の破片を検出した。

第289号土坑（第395図）

東区のＬ―20グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、規模は長径82㎝、短径37㎝、深さ14.8㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―57°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第290号土坑（第395図）

東区のＫ―21グリッドに位置する。平面形は隅丸

長方形で、規模は長径124㎝、短径75㎝、深さ8.4㎝

である。長軸方向は、Ｎ―54°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 ・高台付 破片を検出した。
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第291号土坑（第395図）

東区のＩ―20グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径183㎝、短径57・66㎝、深さ75㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―10°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第292号土坑（第395図）

東区のＩ―21グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径120㎝、短径73㎝、深さ61.7㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―10°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第293号土坑（第395図）

東区のＫ―20・21グリッドに位置する。東西方向

に伸びる第337号溝跡と北方向に伸びる第339号溝

跡を切り込んで本土坑は造られている。平面形は長

方形で、規模は長径172㎝、短径105㎝、深さ22.1㎝

である。長軸方向は、Ｎ―77°―Ｗである。

出土遺物は、土師器 ・甕、須恵器蓋の破片を検

出した。

第294号土坑 欠番

第295号土坑（第395図）

東区のＪ―20グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、規模は長径87㎝、短径57㎝、深さ24.1㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―６°―Ｗである。

出土遺物は、土師器北武蔵型 の破片を検出した。

第296号土坑（第395図）

東区のＫ―19グリッドに位置する。南北方向に第

296号溝跡が切り込む。平面形は楕円形で、規模は長

径94㎝、短径63㎝、深さ26.2㎝である。長軸方向は、

Ｎ―10°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第297号土坑（第395図）

東区のＪ―22グリッドに位置する。西側には第５

号円形周溝状遺構が隣接する。平面形は方形で、規

模は長径186㎝、短径141㎝、深さ18㎝である。長軸

方向は、Ｎ―３°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第298号土坑（第396図）

西区二面のＥ―27グリッドに位置する。西側調査

区の南西端にあたる。本遺構は第７号方形周溝墓を

切り込み、西側は調査区域外に伸びる。平面形は方

形で、規模は長径123㎝、短径84㎝、深さ55㎝である。

長軸方向は、Ｎ―１°―Ｗである。

出土遺物は、末野産と見られる胎土の須恵器長頸

壺の破片を検出した。

第299号土坑（第396図）

西区二面のＨ―23グリッドに位置する。第317号

土坑を切り込んでいる。平面形は方形で、規模は長

径78㎝、短径64㎝、深さ17.2㎝である。長軸方向は、

Ｎ―84°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第300号土坑（第396図）

西区二面のＨ―24グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径199㎝、短径124㎝、深さ13.2

㎝である。長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、土師器の北武蔵型 、須恵器甕の破

片を検出した。

第301号土坑（第396図）

西区二面のＨ―24グリッドに位置する。東側は攪

乱を受けている。平面形は方形で、規模は長径115㎝、

短径165㎝、深さ14.6㎝である。長軸方向は、Ｎ―79°

―Ｅである。

出土遺物は、第390図21は南比企産の須恵器高台

付 である。この他、須恵器 ・壺の破片を検出した。

第302号土坑（第396図）

西区二面のＨ―24グリッドに位置する。南側の一

部に攪乱を受けている。平面形は長方形で、規模は

長径169㎝、短径112㎝、深さ13.2㎝である。長軸方

向は、Ｎ―77°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 、土師器甕の破片を検出した。

第303号土坑（第396図）

西区二面のＩ―24グリッドに位置する。平面形は

隅丸長方形で、規模は長径102㎝、短径15㎝、深さ9.6

㎝である。長軸方向は、Ｎ―62°―Ｅである。
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出土遺物は、検出できなかった。

第304号土坑（第396図）

西区二面のＩ―24グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径214㎝、短径55㎝、深さ37.3㎝

である。長軸方向は、Ｎ―６°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕、須恵器高台付 の破片を

検出した。

第305号土坑（第396図）

西区二面のＨ―24グリッドに位置する。北側半分

が攪乱を受けている。平面形は円形と推定される。

規模は長径117㎝、短径３㎝、深さ7.8㎝である。長

軸方向は、Ｎ―10°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第306号土坑（第396図）

西区二面のＨ―25グリッドに位置する。西側の第

345号溝跡を切り込んで造られている。平面形は円形

で、規模は長径105㎝、短径60㎝、深さ８㎝である。

長軸方向は、Ｎ―79°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第307号土坑（第396図）

西区二面のＨ―23グリッドに位置する。第372号

溝跡を切り込んで造られている。平面形は円形で、

規模は長径96㎝、短径84㎝、深さ30.8㎝である。長

軸方向は、Ｎ―43°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器高台付碗、鉄滓を検出した。

第308号土坑（第396図）

西区二面のＩ―26グリッドに位置する。南側を第

316号溝跡に切られている。平面形は円形で、規模は

長径82㎝、短径76㎝、深さ13.3㎝である。長軸方向

は、Ｎ―25°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第309号土坑（第399図）

西区二面のＨ―25・26グリッドに位置する。平面

形は方形で、規模は長径322㎝、短径225㎝、深さ15.7

㎝である。底面は凹凸が見られる。長軸方向は、Ｎ

―８°―Ｗである。覆土は、上層の中央部分に炭化物

層が堆積し、下層には炭化物粒子・焼土粒子・焼土

ブロックが多量に混入している。

出土遺物は、土師器の北武蔵型 ・皿・甕、須恵

器蓋を検出した。第390図22～24は土師器 である。

23・24は器高浅く、口縁部が短く上方に立ち上がる。

25は須恵器蓋と見られる。つまみ部分を欠損する。

ロクロ整形で天井部外面を回転ヘラケズリする。返

りが口縁部よりも大きく突出する。須恵器 Ｇの蓋

か壺蓋か不明である。この他に鉄製品を検出した。

第310号土坑（第399図）

西区二面のＨ―25グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径70㎝、短径64㎝、深さ9.2㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―25°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第311号土坑（第399図）

西区二面のＨ―23グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径172㎝、短径112㎝、深さ109.8

㎝である。長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、須恵器 の破片、曲物を検出した。

第312号土坑（第399図）

西区二面のＨ―23グリッドに位置する。第311号

土坑の西側にあたり、同じような形態、規模である。

いずれも第348号溝跡を切り込んで造られている。

平面形は長方形で、規模は長径247㎝、短径105㎝、深

さ104.5㎝である。長軸方向は、Ｎ―83°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 、羽釜を検出した。第397図

２の羽釜は口縁部が内傾に立ち上がる。鍔は短く、

上方に貼り付いている。体部の調整は不明であるが

ロクロ整形で酸化焔焼成である。在地産と見られる。

１は混入した末野産の須恵器 である。底部外面形

は全面回転ヘラケズリを施している。

第313号土坑（第398図）

西区二面のＨ―24グリッドに位置する。西側は攪

乱を受け、東側は第189号井戸跡によって切られてい

る。平面形は楕円形で、規模は長径205㎝、短径135㎝、

深さ40.3㎝である。長軸方向は、Ｎ―24°―Ｅである。

出土遺物は、土師器 ・甕、須恵器 ・蓋の破片

を検出した。第397図３は器高深くやや大型の須恵
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器 である。４・６は南比企産の須恵器 、５は南

比企産の皿と見られる。７は蓋である。

第314号土坑（第399図）

西区二面のＨ―24グリッドに位置する。南西は攪

乱を受ける。平面形は長方形で、規模は長径141㎝、

短径64㎝、深さ７㎝である。長軸方向は、Ｎ―87°―Ｅ

である。

出土遺物は、土師器 を検出した。

第315号土坑（第399図）

西区二面のＨ―24グリッドに位置する。南側は第

189号井戸跡に切られている。平面形は長方形で、規

模は長径232㎝、短径147㎝、深さ13㎝である。長軸

方向は、Ｎ―74°―Ｅである。

出土遺物は、土師器 、須恵器 を検出した。第

397図９は南比企産の須恵器 で底部内面に「山カ」

の墨書が見られる。

第316号土坑（第399図）

西区二面のＨ―24グリッドに位置する。北側を第

189号井戸跡に切られている。平面形は円形で、規模

は長径115㎝、短径94㎝、深さ45.9㎝である。長軸方

向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、須恵器 ・甕を検出した。

第317号土坑（第399図）

西区二面のＨ―23グリッドに位置する。本土坑は

中央部分を東西方向に伸びる第348号溝跡に切り込

まれている。平面形は長方形で、規模は長径330㎝、

短径210㎝、深さ10.8㎝である。長軸方向は、Ｎ―83°

―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 ・甕を検出した。

第318号土坑（第400図）

西区二面のＨ―25グリッドに位置する。第373号

溝跡を切って造られている。平面形は円形で、規模

は長径63㎝、短径60㎝、深さ12.7㎝である。長軸方

向は、Ｎ―１°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 は南比企産で、底部外面に

は外周回転ヘラケズリを施し中央部分にはやや粗い

目の糸切りが見られる。

第319号土坑（第400図）

西区二面のＨ―25グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径70㎝、短径45㎝、深さ5.8㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―87°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第320号土坑（第400図）

西区二面のＨ―26グリッドに位置する。本土坑は

南側の第362号溝跡を切り込む。平面形は円形で、規

模は長径57㎝、短径43㎝、深さ18.2㎝である。長軸

方向は、Ｎ―81°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第321号土坑（第400図）

西区二面のＨ―26グリッドに位置する。第358号

溝跡の上面に確認された。平面形は長方形で、規模

は長径172㎝、短径58㎝、深さ13.3㎝である。長軸方

向は、Ｎ―88°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第323号土坑（第400図）

西区二面の Ｅ・Ｆ―19グリッドに位置する。重

複関係は第５号方形周溝墓、第83号住居跡を切り込

み、第286号溝跡に切られている。平面形は方形で、

規模は長径102㎝、短径90㎝、深さ31.3㎝である。長

軸方向は、Ｎ―75°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 ・甕の破片を検出した。

第324号土坑（第400図）

西区二面のＥ―19グリッドに位置する。第392号

溝跡を切り込んで造られている。平面形は円形で、

規模は長径91㎝、短径85㎝、深さ80.9㎝である。長

軸方向は、Ｎ―83°―Ｗである。

出土遺物は、土師器高 ・甕を検出した。

第325号土坑（第400図）

西区二面のＥ―19グリッドに位置する。本土坑の

東側には第325号溝跡が南北方向に切り込む。平面

形は楕円形で、規模は長径162㎝、短径106㎝、深さ

18㎝である。長軸方向は、Ｎ―69°―Ｗである。

出土遺物は、土師器高 ・甕を検出した。
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第326号土坑 欠番

第327号土坑（第400図）

西区二面のＥ―21グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径111㎝、短径81㎝、深さ50.7㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―79°―Ｅである。

出土遺物は、土師器の北武蔵型 ・皿を検出した。

第328号土坑（第400図）

西区二面のＦ―21グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径75㎝、短径70㎝、深さ22.5㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、検出できなかった。

第329号土坑（第400図）

西区二面のＧ―19グリッドに位置する。第330号

土坑を切り込んでいる。平面形は長方形で、規模は

長径379㎝、短径75㎝、深さ15.7㎝である。長軸方向

は、Ｎ―62°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕を検出した。

第330号土坑（第400図）

西区二面のＧ―19グリッドに位置する。第329号

土坑に切られる。平面形は楕円形で、規模は長径138

㎝、短径78㎝、深さ18㎝である。長軸方向は、Ｎ―55°

―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第331号土坑（第400図）

西区二面のＨ―19グリッドに位置する。北側には

溝跡、東側は調査区域外である。平面形は円形と見

られる。残存する規模は長径93㎝、短径96㎝、深さ

10.3㎝である。長軸方向は、Ｎ―１°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 ・高台付 ・甕を検出した。

第332号土坑（第402図）

西区二面のＧ―19グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径57㎝、短径55㎝、深さ7.9㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―85°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第333号土坑（第402図）

西区二面のＧ―19グリッドに位置する。平面形は

楕円形で、規模は長径94㎝、短径45㎝、深さ8.5㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―18°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第334号土坑（第402図）

西区二面のＤ―19グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径109㎝、短径103㎝、深さ5.8㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―78°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を２点検出した。

第335号土坑 欠番 第６号方形周溝墓に変更

第336号土坑（第398図）

西区二面のＥ―21グリッドに位置する。平面形は

楕円形で、規模は長径342㎝、短径166㎝、深さ37.4

㎝である。長軸方向は、Ｎ―64°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 ・蓋・甕・土師器 ・皿・甕

を検出した。須恵器蓋は大型で第401図１は返りが

付く。２は返りがない。３･４は須恵器 である。底

部やや丸味をもち全面回転ヘラケズリを施す。３は

体部やや外傾に外反して立ち上がる。５・６は土師

器北武蔵型 である。底部丸底気味で器高やや深い。

口縁部ヨコナデ、底部ヘラケズリ、体部に未調整部

分を残す。11～13は土師器暗文 である。７・９・

10は土師器皿である。16～18は土師器甕である。口

縁部ヨコナデを施し、口唇部は面をもち断面角型を

している。胴部外面は縦方向のヘラケズリを施し、

内面はヨコヘラナデを施す。14は土師器甑、15は口

縁部が外傾に大きく開く鉢である。19は須恵器甕の

破片で群馬産と見られる。

第337号土坑（第402図）

西区二面のＥ―22グリッドに位置する。西側は調

査区域外に伸びる。平面形は円形で、規模は長径114

㎝、短径109㎝、深さ16㎝である。長軸方向は、Ｎ―30°

―Ｅである。

出土遺物は、南比企産の須恵器 ・蓋と土師器の

北武蔵型 を第403図に図示した。この他須恵器甕

の破片を少量検出した。

第338号土坑（第402図）

西区二面のＨ―21グリッドに位置する。平面形は

楕円形で、規模は長径187㎝、短径139㎝、深さ18.4
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㎝である。長軸方向は、Ｎ―10°―Ｗである。

出土遺物は、口縁部ヨコナデを施す器高のやや浅

い丸底気味の土師器の北武蔵型 を第403図に図示

した。この他に須恵器甕の破片を少量検出した。

第339号土坑（第402図）

西区二面のＨ―22グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径207㎝、短径177㎝、深さ21.9㎝

である。長軸方向は、Ｎ―１°―Ｗである。

出土遺物は、土師器模倣 ・甕、須恵器甕の破片

を検出した。

第340号土坑（第402図）

西区二面のＧ―20グリッドに位置する。北東コー

ナー部分は第383号溝跡を切り込む。平面形は方形

で、規模は長径189㎝、短径186㎝、深さ38.4㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―３°―Ｗである。

出土遺物は、常滑産の甕の破片、在地産の片口鉢、

瀬戸産の壺の破片を検出した。

第341号土坑（第402図）

西区二面のＧ―20グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径297㎝、短径270㎝、深さ31.1㎝

である。長軸方向は、Ｎ―11°―Ｅである。

出土遺物は、第403図13・14は土師器の北武蔵型

である。形態は、器肉薄く、丸底気味である。調整

は口縁部ヨコナデを施し、体部下端から底部にかけ

てヘラケズリを施す。体部上半に未調整部分を残す。

須恵器 は、５･７･９･10･12が南比企産で底部糸切

り調整。６は南比企産 で外周回転ヘラケズリ、11は

全面手持ちヘラケズリ。８は南比企産の である。こ

の他土師器甕･壺、須恵器壺などの破片を検出した。

第342号土坑（第402図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。第366号

土坑を切り込んで造られている。平面形は長方形で、

規模は長径162㎝、短径60㎝、深さ10㎝である。長軸

方向は、Ｎ―８°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第343号土坑（第404図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径229㎝、短径75㎝、深さ21㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、須恵器 ・蓋の破片を少量検出した。

第344号土坑（第404図）

西区二面のＧ―20グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径235㎝、短径123㎝、深さ92㎝

である。長軸方向は、Ｎ―18°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 、羽釜の破片を少量検出した。

第345号土坑（第404図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径195㎝、短径100㎝、深さ37㎝

である。長軸方向は、Ｎ―21°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 、土師器甕の破片を少量検

出した。

第346号土坑（第404図）

西区二面のＤ―20グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径75㎝、短径69㎝、深さ8.9㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―86°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第347号土坑（第404図）

西区二面のＥ―20グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径73㎝、短径73㎝、深さ24.6㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―65°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第348号土坑（第404図）

西区二面のＦ―19グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は径55㎝、深さ47.1㎝である。

出土遺物は、底部外面に外周回転ヘラ削りを施す

須恵器 を検出した。

第349号土坑（第404図）

西区二面のＦ―20グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径97㎝、短径54㎝、深さ10.5㎝

である。長軸方向は、Ｎ―80°―Ｗである。

出土遺物は、北武蔵型 の破片を検出した。

第351号土坑（第404図）

西区二面のＥ―22グリッドに位置する。平面形は

方形で、規模は長径115㎝、短径105㎝、深さ15.3㎝

― ―463



第401図 土坑出土遺物（4)

― ―464



第402図 土坑（13)

― ―465



第403図 土坑出土遺物（5)
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である。長軸方向は、Ｎ―14°―Ｅである。

出土遺物は、土師器の北武蔵型 と模倣 の破片

を検出した。

第352号土坑（第404図）

西区二面のＦ―21グリッドに位置する。第353号

土坑を切り込んで造られている。平面形は円形で、

規模は長径99㎝、短径87㎝、深さ13.3㎝である。長

軸方向は、Ｎ―70°―Ｗである。

出土遺物は、第403図18は底部外面に回転ヘラケ

ズリを施す須恵器 である。また、 描き痕が見ら

れる。この他、須恵器蓋を検出した。

第353号土坑（第404図）

西区二面のＦ―21グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径111㎝、短径67㎝、深さ93.5㎝と

かなり深い。長軸方向は、Ｎ―28°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 、土師器 ・甕の破片を検

出した。

第354号土坑（第404図）

西区二面のＥ―22グリッドに位置する。本土坑の

東側では第41号掘立柱建物跡のＰ1を切り込み、南

側には第137号井戸跡が切り込む。平面形は長方形

で、規模は長径124㎝、短径87㎝、深さ8.6㎝である。

長軸方向は、Ｎ―66°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第355号土坑（第405図）

西区二面のＥ―21グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径81㎝、短径64㎝、深さ24.4㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―５°―Ｅである。

出土遺物は、土師器模倣 の破片を少量検出した。

第356号土坑（第405図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。平面形は

円形、規模は長径63㎝、短径34㎝、深さ18㎝である。

出土遺物は、須恵器 の破片を少量検出した。

第357号土坑（第405図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。平面形は

円形、規模は長径43㎝、短径37㎝、深さ14㎝である。

出土遺物は、検出できなかった。

第358号土坑（第405図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。平面形で

は長方形で、規模は長径243㎝、短径51㎝、深さ13.3

㎝である。長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、須恵器高台付 の破片を検出した。

第359号土坑（第405図）

西区二面のＨ―19・20グリッドに位置する。平面

形は長方形で、規模は長径247㎝、短径99㎝、深さ33

㎝である。長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、須恵器高台付 の破片を検出した。

第360号土坑（第405図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。南側の第

406号溝跡を切り込んで造られている。平面形は方形

で、規模は長径121㎝、短径88㎝、深さ17㎝である。

長軸方向は、Ｎ―86°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第361号土坑（第405図）

西区二面のＦ―22グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径97㎝、短径91㎝、深さ29.5㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―39°―Ｗである。

出土遺物は、土師器の有段口縁 を検出した。形

態は口縁部の中央と体部との境に稜をもち段を有す

る。調整は口縁部ヨコナデ、底部扁平の平底である。

第362号土坑（第405図）

西区二面のＦ―22グリッドに位置する。南西側に

第210号土坑が切り込む。平面形は方形で、規模は長

径153㎝、短径115㎝、深さ12.2㎝である。長軸方向

は、Ｎ―22°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第363号土坑（第405図）

西区二面のＥ―20グリッドに位置する。平面形は

方形で、規模は長径115㎝、短径115㎝、深さ12㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―65°―Ｅである。

出土遺物は、土師器北武蔵型 の破片を検出した。

第365号土坑（第405図）

西区二面のＥ―21グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径87㎝、短径84㎝、深さ18.7㎝で
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ある。長軸方向は、Ｎ―83°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第366号土坑（第405図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。第342号

土坑の下面から確認された。平面形は方形で、規模

は長径103㎝、短径61㎝、深さ20.5㎝である。長軸方

向は、Ｎ―６°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第367号土坑（第405図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。第367～

369号土坑は隣接して確認された。平面形は不整楕円

形で、規模は長径79㎝、短径57㎝、深さ61.5㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―60°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器甕の破片を検出した。

第368号土坑（第405図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。平面形は

楕円形で、規模は長径79㎝、短径57㎝、深さ61.5㎝

である。長軸方向は、Ｎ―60°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器甕の破片を検出した。

第369号土坑（第405図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径76㎝、短径70㎝、深さ47.6㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―76°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第370号土坑（第406図）

西区二面のＨ―22グリッドに位置する。平面形は

楕円形で、規模は長径111㎝、短径48㎝、深さ8.8㎝

である。長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、外周ヘラヘズリを施す須恵器 、底部

に高台をもつ須恵器壺、土師器甕の破片を検出した。

第371号土坑（第406図）

西区二面のＨ―21・22グリッドに位置する。平面

形は長方形で、規模は長径412㎝、短径187㎝、深さ

24.4㎝である。長軸方向は、Ｎ―９°―Ｗである。

出土遺物は、南比企産の須恵器 を検出した。

第372号土坑（第406図）

西区二面のＧ・Ｈ―21グリッドに位置する。北側

には第135号井戸跡、南側には第138号井戸跡、西側

には第224号井戸跡が切り込んでいる。さらに第425

号溝跡が中央部分を切り込んでいる。平面形は長方

形で、規模は長径114㎝、短径72㎝、深さ16.5㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―72°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第373号土坑（第406図）

西区二面のＧ―21グリッドに位置する。南側を第

373号井戸跡が切り込んでいる。平面形は円形で、規

模は長径120㎝、短径43㎝、深さ48㎝である。長軸方

向は、Ｎ―84°―Ｅである。

出土遺物は、北武蔵型 の破片を検出した。

第374号土坑（第406図）

西区二面のＧ―22グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径66㎝、短径45㎝、深さ18.9㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―54°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕・鉢・北武蔵型 の破片を

検出した。

第375号土坑（第406図）

西区二面のＨ―22グリッドに位置する。平面形は

楕円形で、規模は長径84㎝、短径52㎝、深さ24.6㎝

である。長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、土師器壺・甕の破片を検出した。

第376号土坑（第406図）

西区二面のＧ―23グリッドに位置する。東西は第

411･412号溝跡に切られている。南北は掘り込みが浅

いため明瞭な立ち上がりを検出できなかった。平面

形は長方形と推定され、規模は長径207㎝、短径169

㎝、深さ12㎝である。長軸方向は、Ｎ―74°―Ｅである。

出土遺物は、土師器の北武蔵型 ・比企型 ・甕

の破片を検出した。

第377号土坑（第406図）

西区二面のＦ―23グリッドに位置する。第88号住

居跡内にあたる。平面形は円形で、規模は長径130㎝、

短径128㎝、深さ37.9㎝である。長軸方向は、Ｎ―45°

―Ｅである。

出土遺物は、土師器の「コ」の字口縁甕、須恵器
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壺の破片を検出した。

第378号土坑（第407図）

西区二面のＦ―24グリッドに位置する。南西側に

は第439号溝跡、北側には第379号土坑が切り込む。

このため平面形は不明で、残存する規模は長径84㎝、

短径70㎝、深さ10.4㎝である。長軸方向は、Ｎ―31°

―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 ・甕の破片を検出した。

第379号土坑（第407図）

西区二面のＦ―24グリッドに位置する。南側には

第378号土坑、北側には第379・380・392・395号土坑

が重複する。平面形は長方形で、規模は長径578㎝、

短径306㎝、深さ29.6㎝である。長軸方向は、Ｎ―11°

―Ｗである。

出土遺物は、17点を図化した。いずれも９世紀中

葉頃の共伴遺物として考えられる。須恵器は ・皿・

高台付 ・甕・鉢である。土師器は「コ」の字をし

た小型甕の口縁部破片である。第408図１・２は墨書

土器である。１は体部外面と底部外面に「山」、２は

底部外面に「山カ」の一部が確認できる。３・６・

10・11は末野産である。その他は南比企産である。

14は土師器の小型台付甕の口縁部破片である。16は

須恵器甕の口縁部破片で焼成は堅く締まっている。

17は鉢である。

第380号土坑（第407図）

西区二面のＦ―24グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径150㎝、短径118㎝、深さ25㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―32°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器甕・鉢・ 、土師器の「コ」

の字状口縁甕・台付甕を検出した。この他須恵器の

宝珠つまみが貼り付く蓋、底部外周回転ヘラケズリ

を施す 、縦ヘラケズリ調整された土師器甕は重複

遺構の遺物と考えられ、本土坑の遺物より古い。

第381号土坑（第407図）

西区二面のＦ―22グリッドに位置する。第196号

井戸跡に切られている。平面形は方形で、規模は長

径260㎝、短径174㎝、深さ11.8㎝である。長軸方向

は、Ｎ―６°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 、土師器甕の破片を検出し

た。

第382号土坑（第406図）

西区二面のＧ・Ｈ―21グリッドに位置する。北側

には第135号井戸跡、南側には第138号井戸跡、西側

には第224号井戸跡が切り込んでいる。さらに東側

には第425号溝跡と第382号土坑が切り込んでいる。

平面形は楕円形で、規模は長径120㎝、短径56㎝、深

さ22.1㎝である。長軸方向は、Ｎ―80°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第383号土坑（第406図）

西区二面のＨ―21グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径70㎝、短径66㎝、深さ70.1㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―10°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第384号土坑（第407図）

西区二面のＨ―20・21グリッドに位置する。東側

は調査区域外、南側には第427号溝跡、第202号井戸

跡が切り込む。残存する平面形は方形で、残存する

規模は長径124㎝、短径90㎝、深さ６㎝である。

出土遺物は、須恵器 ・高台付 ・甕の破片を検

出した。

第385号土坑（第407図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。東側は調

査区域外である。平面形は長方形で、規模は長径172

㎝、短径82㎝、である。長軸方向は、Ｎ―20°―Ｅ。

深さ10.2㎝である。

出土遺物は、検出できなかった。

第386号土坑（第411図）

西区二面のＨ―21グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径76㎝、短径54㎝、深さ52.7㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―25°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕・甑・ 、須恵器甕の破片

を検出した。

第387号土坑（第411図）

西区二面のＧ―21グリッドに位置する。平面形は
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不整形で、規模は長径74㎝、短径28㎝、深さ8.5㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―78°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第388号土坑（第411図）

西区二面のＧ―21グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径150㎝、短径84～136㎝、深さ25.8

㎝である。長軸方向は、Ｎ―48°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第389号土坑（第411図）

西区二面のＤ・Ｅ―20グリッドに位置する。平面

形は不整形で、規模は長径192㎝、短径168㎝、深さ

10.1㎝である。長軸方向は、Ｎ―85°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕を検出した。

第390号土坑（第411図）

西区二面のＨ―22グリッドに位置する。北側の

ピットに切り込まれている。平面形は楕円形で、規

模は長径94㎝、短径74㎝、深さ9.8㎝である。長軸方

向は、Ｎ―15°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第391号土坑（第411図）

西区二面のＥ―21グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径96㎝、短径62㎝、深さ48.7㎝

である。長軸方向は、Ｎ―62°―Ｅである。

出土遺物は、土師器の「コ」の字状口縁甕の破片

を検出した。

第392号土坑（第407図）

西区二面のＦ―24グリッドに位置する。第379号

土坑の北側に重複して検出した。平面形は円形で、

規模は長径74㎝、短径70㎝、深さ25㎝である。

出土遺物は、須恵器甕の破片を検出した。

第393号土坑（第411図）

西区二面のＦ―24グリッドに位置する。西側の第

394号土坑に切られる。平面形は楕円形で、規模は長

径156㎝、短径116㎝、深さ29.1㎝である。長軸方向

は、Ｎ―34°―Ｅである。

出土遺物は、灰釉陶器 、須恵器甕の口縁部破片

に混じって、第410図に図示した小型壺やミニチュ

ア土器の破片を検出した。小型壺は古墳時代前期の

遺物とみられる。口縁部から肩部にかけての外面に

は刷毛目が施されている。胴部下半には底部との境

に粘土紐の接合痕が見られる。器面形は凹凸が残り

粗雑な調整である。

第394号土坑（第411図）

西区二面のＦ―24グリッドに位置する。北東側に

検出した第393号土坑を切り込んで造られている。

平面形は円形で、規模は長径172㎝、短径120㎝、深

さ19.6㎝である。長軸方向は、Ｎ―31°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 ・甕・高台付 の破片を検

出した。

第395号土坑（第407図）

西区二面のＦ―24グリッドに位置する。第379号

土坑の北側に重複して検出した。平面形は円形で、

規模は長径108㎝、短径88㎝、深さ15.5㎝である。土

坑の底面からやや浮いた状態で口縁部を打ち欠いた

須恵器長頸瓶が出土。

出土遺物は、第410図に図示した須恵器高台付

と長頸壺を検出した。高台付 は推定口径18.4㎝と

大型である。産地は胎土から末野産と見られる。長

頸壺はほぼ完形である。形態は口縁部が細首で口唇

部外に大きく開く。内面に指頭による窪みをもつ。

肩部は大きく張り底部にかけて湾曲をもちすぼま

る。底部は回転糸切り離しで高台が貼り付く。整形

は右回転のロクロ整形である。焼成は堅致。全体に

自然釉がかかる。胎土に白色針状物質を含み南比企

産である。

第396号土坑（第411図）

西区二面のＦ―21グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径72㎝、短径58㎝、深さ26.8㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―35°―Ｗである。

出土遺物は、土師器の「コ」の字状甕を検出した。

第397号土坑（第411図）

西区二面のＦ―23グリッドに位置する。平面形は

方形で、規模は長径146㎝、短径100㎝、深さ34㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―６°―Ｗである。
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第408図 土坑出土遺物（6)
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出土遺物は、末野産の底部糸切り離しで器高やや

低い須恵器 、高台部を欠損した高台付 、群馬産

の重量感のある扁平つまみの蓋の破片、灰釉陶器皿

を検出した。この他土師器 の破片を検出した。

第398号土坑（第411図）

西区二面のＦ―21グリッドに位置する。北西側に

第396号土坑、南東側に第267号溝跡が重複する。平

面形は円形で、規模は長径62㎝、短径32㎝、深さ10.8

㎝である。長軸方向は、Ｎ―43°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第399号土坑（第409図）

西区二面のＥ―23グリッドに位置する。平面形は

楕円形で底面は平坦である。規模は長径85㎝、短径

64㎝、深さ34.5㎝である。長軸方向は、Ｎ―43°―Ｗ

で、第88号住居跡の北壁と平行する。住居跡の貯蔵

穴の可能性が考えられる。

出土遺物は、土師器甕・有段口縁 を検出した。

第400号土坑（第411図）

西区二面のＥ・Ｆ―23グリッドに位置する。平面

形は楕円形で底面は凹凸が顕著である。規模は長径

88㎝、短径68㎝、深さ52.1㎝である。長軸方向は、

Ｎ―67°―Ｗである。第88号住居跡のカマド付近であ

ることからカマドに伴う掘り方の可能性もある。

出土遺物は、土師器模倣 ・北武蔵型 を検出し

た。

第401号土坑（第412図）

西区二面のＦ―21グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径84㎝、短径70㎝、深さ26.1㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―53°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第402号土坑（第412図）

西区二面のＧ―21グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径92㎝、短径78㎝、深さ30.6㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―62°―Ｅである。

出土遺物は、土師器模倣 を検出した。

第403号土坑（第412図）

西区二面のＧ―22グリッドに位置し、南側の第

411号溝跡を切り込む。平面形は円形で、規模は長径

158㎝、短径60～88㎝、深さ26～37.6㎝である。長軸

方向は、Ｎ―18°―Ｗである。

出土遺物は、土師器鉢・甕の破片を検出した。

第404号土坑（第409図）

西区二面のＧ―22グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径108㎝、短径104㎝、深さ69.3㎝

である。長軸方向は、Ｎ―63°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕、口縁部をヨコナデし体部

に未調整部分を残した底部やや丸底気味の北武蔵型

を検出した。このほか、漆椀、板材を出土。

第405号土坑（第412図）

西区二面のＥ―22グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径84㎝、短径78㎝、深さ20.4㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―42°―Ｅである。

出土遺物は、底部外周回転ヘラケズリを施す須恵

器 、鉄製品を検出した。

第406号土坑（第412図）

西区二面のＥ―23グリッドに位置する。西側は調

査区域外に伸び、東側は第133号井戸跡に切られて

いる。平面形は楕円形で、残存する規模は長径120㎝、

短径108㎝、深さ24.4㎝である。長軸方向は、Ｎ―25°

―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第407号土坑 欠番

第408号土坑（第412図）

西区二面のＧ―23グリッドに位置する。平面形は

不整形で、規模は長径156㎝、短径48～78㎝、深さ

12.5㎝である。長軸方向は、Ｎ―70°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第409号土坑（第412図）

西区二面のＧ―22・23グリッドに位置する。平面

形は不整正方形で、規模は長径370㎝、短径186㎝、

深さ20.7㎝である。規模が大きく底面は平坦だが北

側に向かって浅いすり鉢状に窪む。長軸方向は、Ｎ

―30°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 ・甕の破片を検出した。
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第410号土坑（第412図）

西区二面のＧ―20グリッドに位置する。平面形は

楕円形で、規模は長径74㎝、短径32㎝、深さ16.9㎝

である。長軸方向は、Ｎ―62°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第411号土坑（第412図）

西区二面のＧ―20グリッドに位置する。平面形は

楕円形で、規模は長径70㎝、短径10㎝、深さ7.7㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―60°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第412号土坑（第409図）

西区二面のＥ―23グリッドに位置する。平面形は

楕円形で、規模は長径164㎝、短径106㎝、深さ24.6

㎝である。長軸方向は、Ｎ―45°―Ｗである。

出土遺物は、第413図１の体部外面に「時」の墨書

をもつ南比企産の須恵器 を検出した。底部外面は

糸切り離し、体部下端に腰をもち口縁部は開いて立

ち上がる。推定口径13.4㎝である。この他に、砥石
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第410図 土坑出土遺物（7)
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第411図 土坑（18)
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と同じ石材の石製紡錘車を検出した。４の紡錘車に

は「占部豊川」の線刻が見られる。

第413号土坑（第412図）

西区二面のＦ・Ｇ―25グリッドに位置する。本土坑

の覆土を切り込んで第456号溝跡が造られている。

平面形は楕円形で、規模は長径230㎝、短径190㎝、深

さ30.2㎝である。長軸方向は、Ｎ―63°―Ｗである。

出土遺物は、第413図に図示した土師器鉢、この他

に底部糸切り離しの須恵器 を検出した。

第414号土坑（第412図）

西区二面のＨ―27グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径114㎝、短径94㎝、深さ27.4㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―38°―Ｗである。

出土遺物は、灰釉陶器の壺を検出した。

第415号土坑（第414図）

西区二面のＧ・Ｈ―27グリッドに位置する。本土

坑は北側の第424号土坑、第345号溝跡、南側の第

459・460号溝跡を切り込んで造られている。平面形

は方形で、規模は長径408㎝、短径364㎝、深さ16.6

㎝である。長軸方向は、Ｎ―２°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第416号土坑（第414図）

西区二面のＦ―26グリッドに位置する。本土坑の

中央部分を南北方向に第456号溝跡が切り込む。平

面形は方形で、規模は長径168㎝、短径134㎝、深さ

10.6㎝である。長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、須恵器 を検出した。

第417号土坑（第414図）

西区二面のＥ・Ｆ―24グリッドに位置する。平面

形は円形で、規模は長径80㎝、短径76㎝、深さ15㎝

である。長軸方向は、Ｎ―72°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器蓋を検出した。

第418号土坑（第414図）

西区二面のＦ―19グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径106㎝、短径52㎝、深さ45.1㎝

である。長軸方向は、Ｎ―52°―Ｗである。

出土遺物は、古墳時代前期の遺物を検出した。第

413図６～８・10は甕の口縁部破片である。いずれも

口縁部外面に縦方向の刷毛目、内面には横方向の刷

毛目が施されている。９は小型の土師器甕である。

11は高 の脚部破片である。外面を丁寧な縦方向の

磨きが施されている。12・13は台付甕の台部破片で

外面に細かい刷毛目が施され、内面には横ナデが見

られる。

第419号土坑（第414図）

西区二面のＥ・Ｆ―19グリッドに位置する。平面

形は不整形で、規模は長径70㎝、短径42㎝、深さ12

㎝である。長軸方向は、Ｎ―50°―Ｗである。

出土遺物は、灰釉陶器壺の破片を検出した。

第420号土坑（第414図）

西区二面のＩ―27グリッドに位置する。本土坑の

中央部分には第365号溝跡が切り込んでいる。平面

形は楕円形で、規模は長径220㎝、短径128㎝、深さ

14.2㎝である。長軸方向は、Ｎ―５°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第421号土坑（第414図）

西区二面のＨ―27グリッドに位置する。南側を第

459号溝跡に切り込まれ、北東部分は第422・423号土

坑に切られる。平面形は楕円形で、規模は長径146㎝、

短径110㎝、深さ10.1㎝である。長軸方向は、Ｎ―61°

―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第422号土坑（第414図）

西区二面のＨ―27グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径84㎝、短径78㎝、深さ43.8㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―83°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第423号土坑（第414図）

西区二面のＨ―26グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径76㎝、短径66㎝、深さ21.2㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―22°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第424号土坑（第414図）

西区二面のＧ―27グリッドに位置する。平面形は
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第412図 土坑（19)
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第413図 土坑出土遺物（8)
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第414図 土坑（20)
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方形で、規模は長径258㎝、短径214㎝、深さ73.7㎝

である。長軸方向は、Ｎ―90°である。覆土下層から

は被熱した片岩が検出された。

出土遺物は、中世の在地産の鉢・甕を検出した。

第425号土坑（第414図）

西区二面のＥ―19グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径58㎝、短径50㎝、深さ21.3㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―75°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第426号土坑（第415図）

西区二面のＦ―24グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径168㎝、短径94㎝、深さ11.7㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―85°―Ｗである。

出土遺物は、底部外周回転ヘラケズリを施す須恵

器 、土師器の北武蔵型 の破片を検出した。

第427号土坑（第415図）

西区二面のＦ―24グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径72㎝、短径64㎝、深さ28.3㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―31°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第428号土坑（第415図）

西区二面のＧ―25グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径116㎝、短径90㎝、深さ27.7㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―73°―Ｗである。

出土遺物は、底部糸切り離しの南比企産須恵器 、

須恵器鉢、土師器甕の破片を検出した。

第429号土坑（第415図）

西区二面のＧ―25グリッドに位置する。北側を第

454号土坑に切られる。平面形は円形で、規模は長径

78㎝、短径66㎝、深さ20㎝である。長軸方向は、Ｎ

―65°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第430号土坑（第415図）

西区二面のＦ―25グリッドに位置する。平面形は

不整形で、規模は長径172㎝、短径54㎝、深さ20.9㎝

である。長軸方向は、Ｎ―33°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器高台付 ・ ・甕を検出した。

第431号土坑（第415図）

西区二面のＦ―25グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径144㎝、短径126㎝、深さ27.6㎝

である。長軸方向は、Ｎ―５°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器高台付 ・甕を検出した。

第432号土坑（第415図）

西区二面のＦ―25グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径326㎝、短径82㎝、深さ27.9㎝

である。長軸方向は、Ｎ―64°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第433号土坑（第415図）

西区二面のＦ・Ｇ―24グリッドに位置する。平面

形は楕円形で、規模は長径180㎝、短径70㎝、深さ

15.2㎝である。長軸方向は、Ｎ―48°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第434号土坑（第415図）

西区二面のＧ―24グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径98㎝、短径82㎝、深さ29.9㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―48°―Ｅである。

出土遺物は、底部全面回転ヘラケズリの末野産須

恵器 、土師器の北武蔵型 を検出した。

第435号土坑（第415図）

西区二面のＧ―24グリッドに位置する。第434号

土坑を切り込んで造られている。平面形は楕円形で、

規模は長径178㎝、短径88㎝、深さ23.5㎝である。長

軸方向は、Ｎ―88°―Ｗである。

出土遺物は、土師器の比企型 を検出した。

第436号土坑（第415図）

西区二面のＤ―20グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径66㎝、短径58㎝、深さ13.9㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―75°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕を検出した。

第437号土坑（第415図）

西区二面のＧ―27グリッドに位置する。平面形は

方形で、規模は長径290㎝、短径260㎝、深さ32.5㎝

である。長軸方向は、Ｎ―85°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕・ を検出した。
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第415図 土坑（21)
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第438号土坑（第416図）

西区二面のＦ―25グリッドに位置する。北東側の

第439号土坑を切って造られている。平面形は方形

で、規模は長径140㎝、短径110㎝、深さ20.1㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―41°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕を検出した。

第439号土坑（第416図）

西区二面のＦ―25グリッドに位置する。南西側の

第438号土坑に切られている。平面形は方形で、規模

は長径104㎝、短径90㎝、深さ30.3㎝である。長軸方

向は、Ｎ―50°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕を検出した。

第440号土坑（第416図）

西区二面のＧ―24グリッドに位置する。西側の第

344号溝跡に切られる。平面形は方形で、規模は長径

164㎝、短径86㎝、深さ12.1㎝である。長軸方向は、

Ｎ―８°―Ｅである。

出土遺物は、底部に「×」のヘラ記号をもつ須恵

器 、土師器の北武蔵型 を検出した。

第441号土坑（第416図）

西区二面のＧ―24グリッドに位置する。東側の第

344号溝跡に切られる。平面形は方形で、規模は長径

164㎝、短径94㎝、深さ8.4㎝である。長軸方向は、

Ｎ―３°―Ｅである。

出土遺物は、土師器 ・甕の破片を少量検出した。

第442号土坑（第416図）

西区二面のＧ―24・25グリッドに位置する。西側

は第344号溝跡、東側は第２号溝跡に切られている。

平面形は方形で、残存する規模は長径170㎝、短径96

㎝、深さ15.3㎝である。

出土遺物は、第413図に図示した土師器模倣 を

検出した。

第443号土坑（第416図）

西区二面のＧ―23・24グリッドに位置する。東側

を第２号溝跡に切られる。平面形は方形で、残存す

る規模は長径210㎝、短径140㎝、深さ18㎝である。

長軸方向は、Ｎ―２°―Ｅである。

出土遺物は、土師器の北武蔵型 、第413図に図示

した土師器皿を検出した。

第444号土坑（第416図）

西区二面のＧ―23・24グリッドに位置する。第443

号土坑の南側にあたる。東側を第２号溝跡に切られ、

西側は第440号土坑に切られる。平面形は円形で、規

模は長径168㎝、短径100㎝、深さ2.4㎝である。長軸

方向は、Ｎ―２°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第446号土坑（第416図）

西区二面のＧ―27グリッドに位置する。西側は第

４号溝跡、北側は第478号溝跡に切られる。平面形は

方形で、規模は長径70㎝、短径46㎝、深さ９㎝である。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第447号土坑（第416図）

西区二面のＧ―27グリッドに位置する。北側は第

460号溝跡、南側には第478号溝跡、西側には第４号

溝跡が切り込む。平面形は円形と推定される。残存

する規模は長径64㎝、短径60㎝、深さ18.2㎝である。

長軸方向は、Ｎ―80°―Ｗである。

出土遺物は、土師器の続比企型 ・甕を検出した。

第448号土坑（第416図）

西区二面のＥ・Ｆ―20グリッドに位置する。平面

形は不整形で、規模は長径118㎝、短径108㎝、深さ

63㎝である。長軸方向は、Ｎ―69°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第449号土坑（第416図）

西区二面のＥ―21グリッドに位置する。平面形は

楕円形で、規模は長径100㎝、短径86㎝、である。長

軸方向は、Ｎ―71°―Ｅ深さ64㎝である。

出土遺物は、土師器の有段口縁 を検出した。

第450号土坑（第384図）

東区のＫ―25グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は径92㎝、深さ14㎝である。

出土遺物は、土師器 ・甕の破片を少量検出した。

第451号土坑（第417図）

東区のＫ―26グリッドに位置する。平面形は楕円
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形で、規模は長径102㎝、短径70㎝、深さ16.6㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―84°―Ｗである。

出土遺物は、土師器 の破片を検出した。

第452号土坑（第417図）

東区のＭ―21グリッドに位置する。平面形は方形

で、規模は長径152㎝、短径108㎝、深さ15.5㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―35°―Ｗである。

出土遺物は、羽釜、須恵器 の破片を検出した。

第453号土坑（第417図）

東区のＭ―22グリッドに位置する。本土坑は第

454号土坑を切り込んで造られている。平面形は方形

で、規模は長径78㎝、短径58㎝、深さ16.2㎝である。

長軸方向は、Ｎ―67°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器高台付 の破片を検出した。

第454号土坑（第417図）

東区のＭ―22グリッドに位置する。平面形は方形

で、規模は長径150㎝、短径56㎝、深さ64.3㎝で、北

側が一段深く掘り込まれている。長軸方向は、Ｎ

―25°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕・壺の破片を検出した。

第455号土坑（第417図）

東区のＪ―26グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径138㎝、短径56㎝、深さ36.4㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―82°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第456号土坑（第417図）

東区のＪ―21グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、規模は長径122㎝、短径78㎝、深さ5.2㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―79°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第457号土坑（第417図）

東区のＪ―21グリッドに位置する。平面形は方形

で、規模は長径104㎝、短径86㎝、深さ13㎝である。

長軸方向は、Ｎ―15°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第458号土坑（第417図）

東区のＪ―21グリッドに位置する。平面形は方形

で、規模は長径78㎝、短径48㎝、深さ8.8㎝である。

長軸方向は、Ｎ―３°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第459号土坑（第417図）

東区のＫ―21グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径100㎝、短径94㎝、深さ10.5㎝である。

長軸方向は、Ｎ―25°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器・土師器甕の破片を検出した。

第460号土坑（第417図）

東区のＫ―22グリッドに位置する。平面形は不整

長方形で、規模は長径194㎝、短径88～112㎝、深さ

16.6㎝である。長軸方向は、Ｎ―85°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第462号土坑（第417図）

東区のＩ―21グリッドに位置する。南北方向に走

る第504号溝跡を切り込んで造られている。平面形

は方形で、規模は長径186㎝、短径152㎝、深さ92.8

㎝である。長軸方向は、Ｎ―８°―Ｅである。

出土遺物は、高 の脚部破片を第413図に図示し

た。この他に土師器模倣 の破片を検出した。

第463号土坑（第417図）

東区のＪ―21・22グリッドに位置する。平面形は

方形で、規模は長径230㎝、短径186㎝、深さ12㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―13°―Ｗである。

出土遺物は、平安後期と考えられる。第413図22は

内黒土器で器壁薄く、内面は黒色処理されておりミ

ガキを施す。外面はにぶい黄橙色で、口縁部ヨコナ

デ、底部ヘラケズリを施している。24は須恵器の高

台付 である。酸化焔焼成され色調は橙色。23は土

師器 である。25は口縁部の屈曲が弱い「し」の字

状と呼ばれる土師器甕である。

第464号土坑（第418図）

東区のＬ―21グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、規模は長径78㎝、短径50㎝、深さ11.3㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―22°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。
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第465号土坑（第418図）

東区のＭ―20グリッドに位置する。東側は調査区

域外に伸びる。平面形は方形で、検出された規模は

長径72㎝、短径58㎝、深さ28.6㎝である。長軸方向

は、Ｎ―19°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第466号土坑（第418図）

東区のＬ―22グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径92㎝、短径46㎝、深さ9.9㎝である。

長軸方向は、Ｎ―64°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第467号土坑（第418図）

東区のＭ―20グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径60㎝、短径56㎝、深さ63.5㎝である。

長軸方向は、Ｎ―９°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第468号土坑（第418図）

東区のＫ―22グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径262㎝、短径94㎝、深さ13.9㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―68°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第469号土坑（第418図）

東区のＫ―21・22グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径162㎝、短径120㎝、深さ68.7㎝

である。長軸方向は、Ｎ―63°―Ｅである。

出土遺物は、９世紀初頭の須恵器 、土師器 の

破片を検出した。

第470号土坑 欠番

第471号土坑（第418図）

東区のＪ―22グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径130㎝、短径102㎝、深さ79.2㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―76°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第472号土坑（第418図）

東区のＪ―23グリッドに位置する。西側は調査区

域外に伸びる。平面形は方形で、規模は長径154㎝、

短径88㎝、深さ24.2㎝である。長軸方向は、Ｎ―28°

―Ｅである。

出土遺物は、底部外面に「一」の 描きが施され

ている須恵器 を検出した。

第473号土坑（第418図）

東区のＩ・Ｊ―22グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径74㎝、短径68㎝、深さ26.8㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―30°―Ｅである。

出土遺物は、灰釉陶器を検出した。

第474号土坑（第418図）

東区のＪ―23グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径72㎝、短径64㎝、深さ24.7㎝である。

長軸方向は、Ｎ―70°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第475号土坑（第418図）

東区のＫ―22グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、規模は長径78㎝、短径54㎝、深さ5.9㎝である。

長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第476土坑（第418図）

東区のＫ―22グリッドに位置する。平面形は不整

楕円形で、規模は長径100㎝、短径94㎝、深さ11.2㎝

である。長軸方向は、Ｎ―30°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器高台付 の破片を検出した。

第477号土坑（第419図）

東区のＪ―23グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径72㎝、短径70㎝、深さ29.1㎝である。

長軸方向は、Ｎ―20°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第478号土坑（第419図）

東区のＭ―22グリッドに位置する。第130号溝跡

の上面に確認された。平面形は長方形で、規模は長

径196㎝、短径62㎝、深さ5.8㎝である。長軸方向は、

Ｎ―35°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第479号土坑（第419図）

東区のＭ―21グリッドに位置し、第452号土坑・第

488号溝跡に切られている。平面形は方形で、規模は
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長径108㎝、短径72㎝、深さ35.9㎝である。長軸方向

は、Ｎ―３°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。栗のよ

うなイガの付いた種子が出土した。

第480号土坑（第419図）

東区のＬ―22グリッドに位置する。第496号土坑

を切って造られている。平面形は長方形で、規模は

長径196㎝、短径90㎝、深さ101.8㎝である。長軸方

向は、Ｎ―25°―Ｅである。

出土遺物は、土師器、暗文 の破片を検出した。

第481号土坑（第419図）

東区のＬ―22グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径60㎝、短径54㎝、深さ11㎝である。

長軸方向は、Ｎ―78°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第482号土坑（第419図）

東区のＪ―22グリッドに位置する。北側と東側に

は第513号溝跡によって切られている。また、南側は

第174号井戸跡によって切られている。本土坑は浅

く平面形は不整形で、規模は長径318㎝、短径282㎝、

深さ14.8㎝である。長軸方向は、Ｎ―48°―Ｅである。

出土遺物は、底部外周ヘラケズリの須恵器 と糸

切り離しの を共伴させる。この他に須恵器甕・高

台付 の破片を少量検出した。

第483号土坑（第419図）

東区のＬ―22グリッドに位置する。第482号土坑

の東側にあたり、北側は第260号井戸跡、南側は第

174号井戸跡によって切られている。平面形は長方形

で、規模は長径150㎝、短径118㎝、深さ33.8㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―２°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 ・甕、土師器の「コ」の字

状口縁甕の破片を検出した。

第484号土坑（第421図）

東区のＫ・Ｌ―22グリッドに位置する。東側の第

262号井戸跡に切られている。平面形は隅丸長方形

で、規模は長径294㎝、短径90㎝、深さ15.3㎝である。

長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、須恵器 の破片を少量検出した。

第485号土坑（第421図）

東区のＭ―22・23グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径106㎝、短径72㎝、深さ15㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―29°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器高台付 の破片を検出した。

第486号土坑（第421図）

東区のＭ―22グリッドに位置する。第487号土坑

に切り込まれている。平面形は方形で、規模は長径

90㎝、短径80㎝、深さ12.5㎝である。長軸方向は、

Ｎ―42°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第487号土坑（第421図）

東区のＭ―22グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径254㎝、短径94㎝、深さ16.5㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―42°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第488号土坑（第421図）

東区のＩ・Ｊ―22グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径154㎝、短径128㎝、深さ86.8㎝

である。長軸方向は、Ｎ―38°―Ｅである。

出土遺物は、底部外面に墨書をもつ須恵器 ・盤

を検出した。

第489号土坑（第421図）

東区のＬ―22グリッドに位置する。平面形は正方

形で、規模は長径122㎝、短径112㎝、深さ18.8㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―20°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第490号土坑 欠番

第491号土坑（第421図）

東区のＪ―22グリッドに位置する。南側は第513

号溝跡によって切られている。平面形は円形で、規

模は長径94㎝、短径50㎝、深さ13.8㎝である。長軸

方向は、Ｎ―84°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第492号土坑（第421図）

東区のＫ―22グリッドに位置する。平面形は円形
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で、規模は長径76㎝、短径64㎝、深さ7.3㎝である。

長軸方向は、Ｎ―34°―Ｅである。壁面の被熱は顕著

ではないが、覆土中に焼土・炭化物を伴い焼成土坑

の可能性が考えられる。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第493号土坑（第422図）

東区のＫ―22グリッドに位置する。第484号土坑

に類似する。平面形は長方形で、規模は長径262㎝、

短径88㎝、深さ10.4㎝である。長軸方向は、Ｎ―３°

―Ｅである。

出土遺物は、須恵器・土師器 の破片を検出した。

第494号土坑（第422図）

東区のＬ―23グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径136㎝、短径82㎝、深さ15㎝である。

長軸方向は、Ｎ―46°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第495号土坑（第422図）

東区のＫ・Ｌ―23グリッドに位置する。西側は第

287号溝跡によって切られている。平面形は円形で、

規模は長径126㎝、短径86㎝、深さ14.9㎝である。長

軸方向は、Ｎ―25°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 ・甕の破片を検出した。

第496号土坑（第419図）

東区のＬ―22グリッドに位置し、第480号土坑に

切られている。平面形は長方形で、規模は長径148㎝、

短径76㎝、深さ28.8㎝である。長軸方向は、Ｎ―25°

―Ｗである。

出土遺物は、土師器の北武蔵型 、須恵器 身の

破片を検出した。

第498号土坑（第422図）

東区のＪ―23グリッドに位置する。南側半分を

ピットによって切られる。平面形は楕円形で、規模

は長径154㎝、短径96㎝、深さ10㎝である。長軸方向

は、Ｎ―５°―Ｗである。土坑南側の底面には焼土や

炭化材が検出され焼成土坑と同じ覆土をもつ。

出土遺物は、底部回転ヘラケズリを施す須恵器

や土師器甕の破片を検出した。

第499号土坑（第422図）

東区のＭ―21・22グリッドに位置する。北側は第

130号溝跡に切られる。平面形は長方形で、規模は長

径170㎝、短径94㎝、深さ18.2㎝である。長軸方向は、

Ｎ―５°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 ・高台付 を検出した。

第500号土坑（第422図）

東区のＫ―23グリッドに位置する。平面形は長楕

円形で、規模は長径172㎝、短径80㎝、深さ12.5㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―５°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器甕、土師器 ・甕を検出した。

第501号土坑（第422図）

東区のＫ―22グリッドに位置する。平面形は方形

で、規模は長径156㎝、短径116㎝、深さ11.6㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、検出できなかった。

第502号土坑（第422図）

東区のＭ―23グリッドに位置する。第524号溝跡

を切り込んで造られている。平面形は不整形で、規

模は長径76㎝、短径60㎝、深さ7.3㎝である。長軸方

向は、Ｎ―82°―Ｗである。

出土遺物は、土師器の北武蔵型 、須恵器甕の破

片を検出した。

第503号土坑（第422図）

東区のＭ―22グリッドに位置する。北東側は第

130号溝跡に切られる。平面形は長方形で、規模は長

径216㎝、短径140㎝、深さ20.6㎝である。長軸方向

は、Ｎ―23°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器高台付 の破片を検出した。

第504号土坑（第422図）

東区のＫ―23グリッドに位置する。平面形は方形

で、規模は長径106㎝、短径80㎝、深さ4.3㎝である。

長軸方向は、Ｎ―30°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第505号土坑（第422図）

東区のＪ―23グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径70㎝、短径58㎝、深さ11.9㎝である。
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長軸方向は、Ｎ―86°―Ｅである。

出土遺物は、土師器北武蔵型 の破片を検出した。

第506号土坑（第422図）

東区のＫ―23グリッドに位置する。南側は第289

号井戸跡に切られる。平面形は円形で、規模は長径

119㎝、短径70㎝、深さ17.9㎝である。長軸方向は、

Ｎ―90°である。

出土遺物は、須恵器 ・長頸瓶の破片を検出した。

第507号土坑（第423図）

東区のＪ―23グリッドに位置する。周辺にはピッ

トが多く所在し、本土坑はピットに切られている。

平面形は長方形で、規模は長径100㎝、短径54㎝、深

さ16.4㎝である。長軸方向は、Ｎ―42°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第508号土坑（第423図）

東区のＭ―23グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径74㎝、短径70㎝、深さ9.3㎝である。

長軸方向は、Ｎ―68°―Ｗである。

出土遺物は、内黒土器の破片を検出した。

第509号土坑（第423図）

東区のＬ―22・23グリッドに位置する。南側の第

510号土坑に切られている。平面形は円形で、規模は

長径70㎝、短径70㎝、深さ36㎝である。長軸方向は、

Ｎ―66°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕・ ・皿の破片を検出した。

第510号土坑（第423図）

東区のＬ―22・23グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径164㎝、短径56㎝、深さ23.1㎝

である。長軸方向は、Ｎ―13°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器高台付 、砥石を検出した。

第511号土坑（第423図）

東区のＬ―22・23グリッドに位置する。平面形は

楕円形で、規模は長径96㎝、短径56㎝、深さ15.7㎝

である。長軸方向は、Ｎ―14°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器高台付 の破片を検出した。

第512号土坑（第423図）

東区のＬ―23グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径130㎝、短径48㎝、深さ16.1㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―58°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 などの破片を検出した。

第513号土坑（第423図）

東区のＬ―23グリッドに位置する。東側は第１号

道路状遺構によって切られる。平面形は円形と考え

られる。規模は長径98㎝、短径56㎝、深さ3.3㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―10°―Ｗである。

出土遺物は、土師器皿・ の破片を検出した。

第514号土坑（第423図）

東区のＫ―22グリッドに位置する。北側には第

530号溝跡が切り込む。平面形は円形で、規模は長径

58㎝、短径44㎝、深さ5.9㎝である。長軸方向は、Ｎ

―79°―Ｗである。

出土遺物は、土師器 の破片を検出した。

第515号土坑（第423図）

東区のＪ・Ｋ―25グリッドに位置する。本土坑の

東側には第540号土坑が南北方向に切り込んでい

る。平面形は円形で、規模は長径120㎝、短径114㎝、

深さ11.5㎝である。長軸方向は、Ｎ―36°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 ・甕の破片を検出した。

第516号土坑（第423図）

東区のＪ―24グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径142㎝、短径132㎝、深さ20.4㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―60°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕を検出した。口縁部には工

具によるキザミを施し、頸部には櫛による４本一単

位の簾状文が巡る。胴部には による縦羽状文が施

される。

第517号土坑（第423図）

東区のＪ・Ｋ―24グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は長径115㎝、短径108㎝、深さ11.9㎝

である。長軸方向は、Ｎ―81°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第518号土坑（第423図）

東区のＪ―22・23グリッドに位置する。平面形は

不整形で、規模は長径152㎝、短径118㎝、深さ10.9
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㎝である。長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第519号土坑（第423図）

東区のＪ・Ｋ―23グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径160㎝、短径96㎝、深さ13.5㎝

である。長軸方向は、Ｎ―85°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第520号土坑（第424図）

東区のＭ―24グリッドに位置する。北東側は第

524号溝跡を切り込んで造られている。平面形は楕円

形で、規模は長径130㎝、短径84㎝、深さ5.8㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―47°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器高盤の口縁部破片、土師器北

武蔵型 の破片を少量検出した。

第521号土坑（第424図）

東区のＬ―24グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径84㎝、短径76㎝、深さ27.3㎝である。

長軸方向は、Ｎ―50°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第522号土坑（第424図）

東区のＫ―24グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径170㎝、短径120㎝、深さ12.8㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―38°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器高台付 の破片を検出した。

第523号土坑（第424図）

東区のＫ―25グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径140㎝、短径94㎝、深さ58.9㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―10°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕、砥石、木製品を検出した。

第524号土坑（第424図）

東区のＫ―25グリッドに位置する。平面形は長楕

円形で、規模は長径158㎝、短径83㎝、深さ22.5㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―86°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 ・甕の破片を検出した。

第525号土坑（第424図）

東区のＫ―25グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径238㎝、短径60㎝、深さ24.7㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第526号土坑（第424図）

東区のＮ―23グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径96㎝、短径60㎝、深さ22.8㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―55°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第527号土坑（第424図）

東区のＫ―25グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径135㎝、短径54㎝、深さ11.6㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―52°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第528号土坑（第424図）

東区のＫ―24グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径104㎝、短径84㎝、深さ6.8㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―３°―Ｗである。

出土遺物は、土師器模倣 の破片を検出した。

第529号土坑（第424図）

東区のＫ―24グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径182㎝、短径130㎝、深さ６㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―66°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第530号土坑（第424図）

東区のＫ―24グリッドに位置する。平面形は不整

形で、規模は長径332㎝、短径130～160㎝、深さ27.6

㎝である。長軸方向は、Ｎ―83°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器は、口唇部内面に浅い沈線が

巡る 蓋、長脚二段透かしの高 脚部・甕・壺の破

片を検出した。土師器は、口縁部と体部との稜がしっ

かりした推定口径12.0㎝の模倣 、やや稜のだれる

推定口径15.6㎝の模倣 、口唇部内面に沈線をもつ

身模倣 を検出した。この他に石製模造品の破片を

検出した。

第531号土坑（第425図）

東区のＭ―25グリッドに位置する。北側の第267

号井戸跡に切り込まれ、南側の第532号土坑を切り

込んでいる。平面形は長方形で、規模は長径306㎝、
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短径222㎝、深さ17.3㎝である。長軸方向は、Ｎ―40°

―Ｗである。

出土遺物は、灰釉陶器 の破片を検出した。

第532号土坑（第425図）

東区のＭ―25グリッドに位置する。北側の第531

号土坑に切られている。平面形は円形で、規模は長

径88㎝、短径70㎝、深さ43.2㎝である。長軸方向は、

Ｎ―50°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 ・甕の破片を検出した。

第533号土坑（第425図）

東区のＪ―25グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径60㎝、短径58㎝、深さ13.5㎝である。

長軸方向は、Ｎ―１°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第534号土坑（第425図）

東区のＬ―23グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、規模は長径94㎝、短径47㎝、深さ5.9㎝である。

長軸方向は、Ｎ―68°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第535号土坑（第425図）

東区のＬ―23グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、規模は長径53㎝、短径48㎝、深さ12.5㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―80°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第536号土坑（第425図）

東区のＬ―25グリッドに位置する。平面形は不整

長方形で、規模は長径130・88㎝、短径74・62㎝、深

さ15.5㎝である。長軸方向は、Ｎ―５°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第537号土坑（第425図）

東区のＫ―23グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、規模は長径114㎝、短径62㎝、深さ36㎝である。

長軸方向は、Ｎ―84°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第538号土坑（第425図）

東区のＫ―23グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、規模は長径147㎝、短径74㎝、深さ11.3㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―29°―Ｅである。

出土遺物は、土師器 ・甕の破片を検出した。

第539号土坑（第425図）

東区のＬ―23グリッドに位置する。西側を第537・

538号井戸跡に切られている。平面形は不明で、確認

できた規模は長径72㎝、短径60㎝、深さ11.6㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―17°―Ｅである。

出土遺物は、土師器の を検出した。調整は口縁

部ヨコナデ、体部ヘラケズリを施し、形態は底部や

や丸底気味の北武蔵型 である。

第540号土坑（第425図）

東区のＬ―25グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径90㎝、短径76㎝、深さ51.1㎝である。

長軸方向は、Ｎ―４°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第541号土坑（第425図）

東区のＬ―25グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、規模は長径80㎝、短径54㎝、深さ16.9㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―73°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第542号土坑（第425図）

東区のＪ―24グリッドに位置する。平面形は不整

形で、規模は長径88㎝、短径28～44㎝、深さ12.6㎝

である。長軸方向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第543号土坑（第425図）

東区のＬ―23グリッドに位置する。平面形は不整

形で、規模は長径75㎝、短径26～46㎝、深さ9.9㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―74°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 ・壺の破片を検出した。

第544号土坑（第425図）

東区のＬ―24グリッドに位置する。南側を第489

号溝跡に切られている。平面形は楕円形で、規模は

長径63㎝、短径30㎝、深さ11.5㎝である。長軸方向

は、Ｎ―50°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。
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第545号土坑（第425図）

東区のＬ―24グリッドに位置する。北側を第489

号溝跡に切られている。平面形は円形で、規模は長

径72㎝、短径40㎝、深さ10㎝である。長軸方向は、

Ｎ―60°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 ・高台付 の破片を検出し

た。

第546号土坑（第426図）

東区のＬ―24グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径78㎝、短径42㎝、深さ10.6㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―77°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器高台付 の破片を検出した。

第547土坑（第426図）

東区のＬ―25グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径80㎝、短径58㎝、深さ32㎝である。

長軸方向は、Ｎ―70°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第548号土坑（第426図）

東区のＭ―26グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径74㎝、短径64㎝、深さ19.8㎝である。

長軸方向は、Ｎ―75°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器甕の破片を検出した。

第549号土坑（第426図）

東区のＭ―24グリッドに位置する。本土坑は西側

を第489号溝跡に切られている。平面形は円形で、残

存する規模は長径50㎝、短径32㎝、深さ14.1㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―39°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器甕・高台付 を検出した。

第550号土坑（第426図）

東区のＭ―23・24グリッドに位置する。西側を第

487号溝跡に切られている。平面形は円形で、残存す

る規模は長径100㎝、短径42㎝、深さ8.4㎝である。

長軸方向は、Ｎ―５°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第551号土坑（第426図）

東区のＬ―24グリッドに位置する。平面形は不整

形で、規模は長径80㎝、短径20～40㎝、深さ16㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―19°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第552号土坑（第426図）

東区のＭ―25グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、規模は長径105㎝、短径69㎝、深さ51.5㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―22°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第553号土坑（第426図）

東区のＭ―24グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径75㎝、短径55㎝、深さ38.8㎝である。

長軸方向は、Ｎ―９°―Ｗである。

出土遺物は、口縁部から底部にかけての内面およ

び口縁部外面に油煙が付着している須恵器高台付

を検出した。

第554号土坑（第426図）

東区のＮ―25グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径96㎝、短径86㎝、深さ18㎝である。

長軸方向は、Ｎ―85°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器甕の破片を検出した。

第555号土坑（第426図）

東区のＮ―25グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径84㎝、短径68㎝、深さ９㎝である。

長軸方向は、Ｎ―84°―Ｅである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第556号土坑（第426図）

東区のＮ―25グリッドに位置する。東側の第273

号井戸跡、南側の第272号井戸跡によって切られる。

平面形は円形で、規模は長径80㎝、短径50㎝、深さ

9.3㎝である。長軸方向は、Ｎ―52°―Ｅである。

出土遺物は、検出できなかった。

第557号土坑（第426図）

東区のＬ―25グリッドに位置する。東側は第２号

道路状遺構に切られ、南側は第493号溝跡に切られ

る。平面形は不整形、規模は長径243㎝、短径200㎝、

深さ12.6㎝である。長軸方向は、Ｎ―22°―Ｗである。

出土遺物は、底部外周回転ヘラケズリ、中央部に

糸切りを残す須恵器 を検出した。
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第425図 土坑（30)
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第426図 土坑（31)
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第558号土坑（第426図）

東区のＮ―26グリッドに位置する。南東側の第

105号住居跡を切り込んで造られている。平面形は楕

円形で、規模は長径84㎝、短径54㎝、深さ17㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―57°―Ｗである。

出土遺物は、検出できなかった。

第559号土坑（第426図）

東区のＭ―25グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は長径84㎝、短径68㎝、深さ35.9㎝である。

長軸方向は、Ｎ―40°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 ・高台付 ・甕を検出した。

第560号土坑（第426図）

東区のＭ―24グリッドに位置する。平面形は不整

形で、規模は長径120㎝、短径67㎝、深さ9.3㎝であ

る。長軸方向は、Ｎ―15°―Ｅである。

第561号土坑（第425図）

東区のＭ―24グリッドに位置する。第531号土坑

を切り込んで造られている。平面形は円形で、規模

は長径120㎝、短径78㎝、深さ15.7㎝である。長軸方

向は、Ｎ―90°である。

出土遺物は、底部糸切り離しの須恵器 を検出し

た。

第562号土坑（第426図）

東区のＮ―25グリッドに位置する。本土坑は北側

の第272号井戸跡、南側の第274号井戸跡に切られて

いる。平面形は円形と考えられ、残存する規模は長

径95㎝、短径40㎝、深さ3.4㎝である。長軸方向は、

Ｎ―60°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器甕の破片を検出した。

焼成遺構

第284号土坑（第427図）

東区のＫ・Ｌ―21グリッドに位置する。第302号溝

跡を切り込んで造られている。平面形は方形で、規

模は長径84㎝、短径62㎝、深さ5.4㎝である。長軸方

向は、Ｎ―71°―Ｗである。

出土遺物は、土師器甕の破片を検出した。

第285号土坑（第427図）

東区のＬ―21グリッドに位置する。平面形は長方

形で、規模は長径135㎝、短径78㎝、深さ18㎝である。

長軸方向は、Ｎ―82°―Ｗである。壁面は被熱により

焼土化している。底面直上の第２層は焼土ブロック、

焼土粒子・炭化物を多く含む。

出土遺物は、土師器「コ」の字状口縁の台付甕を

第427図 土坑焼成遺構（1)
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検出した。

第364号土坑（第428図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径114㎝、短径64㎝、深さ8.3㎝

である。長軸方向は、Ｎ―43°―Ｅである。覆土には

第２層に焼土粒子・炭化粒子を多く含む堆積層が確

認される。

出土遺物は、土師器の甕を検出した。

第445号土坑（第428図）

西区二面のＦ―26・27グリッドに位置する。平面

形は方形で、規模は長径104㎝、短径74㎝、深さ11.9

㎝である。長軸方向は、Ｎ―10°―Ｗである。覆土は

第２層に焼土粒子を多量に含み、壁際には炭化物が

残存する。

出土遺物は、土師器の北武蔵型 を検出した。

第461号土坑（第429図）

東区のＬ・Ｍ―21グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径93㎝、短径58㎝、深さ6.2㎝で

ある。長軸方向は、Ｎ―84°―Ｗである。覆土には炭

化材・焼土粒子を含み、底面直上には炭化材の堆積

層を検出した。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。

第497号土坑（第429図）

東区のＭ―21グリッドに位置する。東側は調査区

域外に伸びる。平面形は長方形で、規模は長径176㎝、

短径135㎝、深さ24.6㎝である。長軸方向は、Ｎ―79°

―Ｅである。

底面直上の覆土は、炭化米層を形成、場所によっ

ては厚さ５㎝程度堆積している。炭化米の層は７～

８割が炭化米で２～３割が土である。粒の多くは触

れると割れるか粉状になるが、中にはしっかりした

粒もある。よく観察すると粒には大小があり、やや

細めのものもある。土坑底面には炭化米の詰まった

小さな窪みが所々に見られ、壁の中にえぐれて入り

込んでいる箇所もある。

出土遺物は須恵器高台付 を検出した。

第428図 土坑焼成遺構（2)
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土坑墓

第322号土坑（第430図）

西区二面のＨ―26グリッドに位置する。第362号

溝跡を切り込んでいる。平面形は長方形で、規模は

長径160㎝、短径40㎝、深さ16.9㎝である。長軸方向

は、Ｎ―10°―Ｗである。

出土遺物は、須恵器高台付 を検出した。ロクロ

整形によりロクロ目がやや粗く凹凸が著しい。底部

は糸切り離し後高台を貼り付けている。また、灰釉

陶器皿を検出した。この他覆土中から人の歯を検出

した。土坑墓の可能性が高い。

第350号土坑（第430図）

西区二面のＦ―20グリッドに位置する。平面形は

長方形で、規模は長径97㎝、短径54㎝、深さ12.8㎝

である。長軸方向は、Ｎ―21°―Ｅである。

出土遺物は、須恵器 の破片を検出した。
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第111表 土坑出土遺物観察表（1）

挿図番号 遺構 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置･備考 図版

387 1 SK 196 須恵器 ― ［1.8］ (6.0) 破片 針 黒粒 普通 灰褐 南比企産

387 2 SK 196 土師器 片口鉢 (14.0)［6.6］ ― 1/5 雲 白粒 普通 橙 片口状の突出

387 3 SK 197 土師器 高 ― ［4.2］ ― 脚部1/4 雲 石英 砂粒 良好 褐灰 四方透し

387 4 SK 197 土師器 甕 ― ［2.8］ (5.2)底部破片 雲 赤粒 白粒 黒粒 普通 橙

387 5 SK 199 土師器 (14.6)［3.8］ ― 1/5 雲 石英 白粒 黒粒 普通 橙 模倣

387 6 SK 199 常滑 甕 ― ― ― 破片 赤粒 白粒 黒粒 普通 鈍い黄褐 221

387 7 SK 199 須恵器 高 ― ［8.6］ (9.8) 脚部1/3 白粒 礫 良好 暗青灰 三方透、末野産 182

387 8 SK 202灰釉陶器 皿 ― ［1.4］ (6.7) 破片 白粒 黒粒 良好 灰白 東濃 213

387 9 SK 207 須恵器 甕 (21.0)［4.6］ ― 破片 針 黒粒 良好 暗灰 南比企産

387 10 SK 207灰釉陶器 長頸瓶 ― ［3.1］(10.1) 破片 白粒 黒粒 良好 灰白 浜北 216

387 11 SK 208 土師器 (12.8)［3.7］ ― 1/4 雲 角 黒粒 普通 鈍い橙 北武蔵型

387 12 SK 210 土師器 皿 (18.8)［3.5］ ― 破片 雲 角 良好 橙

387 13 SK 210 土師器 (14.0)［2.6］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 鈍い褐 北武蔵型

387 14 SK 210 須恵器 (13.0) 4.2 (6.0) 破片 白粒 針 黒粒 普通 橙 粘土紐巻上造

387 15 SK 210 古銭 熈寧元寳(北宋)1068年初鋳 212

387 16 SK 211 須恵器 ― ［1.2］(10.0) 底部1/4 雲 赤粒 白粒 針 普通 灰白 南比企産

387 17 SK 211 須恵器 甑 ― ［5.8］ ― 破片 雲 白粒 針 普通 灰 南比企産

387 18 SK 214 須恵器 ― ［1.4］ (6.0) 底部1/2 雲 針 普通 鈍い黄橙

387 19 SK 214 土師器 甕 (16.0)［7.3］ ― 破片 雲 白粒 黒粒 普通 橙 コ」の字状口縁

387 20 SK 215 須恵器 ― ［2.6］ (5.6) 1/4 赤粒 黒粒 普通 浅黄橙 ロクロ土師

387 21 SK 215 常滑 甕 ― ― ― 破片 石英 赤粒 普通 灰赤

387 22 SK 216 須恵器 ― ［1.2］ (6.9) 破片 雲 石英 針 普通 灰 南比企産

387 23 SK 217 土師器 (11.0)［2.5］ ― 破片 雲 角 赤 白 黒粒 普通 橙

387 24 SK 217 土師器 皿 (14.2)［2.3］ ― 破片 雲 角 白粒 普通 明赤褐

387 25 SK 217 土師器 小型甕 (13.6)［5.1］ ― 破片 雲 赤粒 白粒 黒粒 普通 褐灰

387 26 SK 218 在地産 鉢 (34.0)［3.7］ ― 破片 雲 赤粒 白粒 黒粒 普通 鈍い黄橙

390 1 SK 222 須恵器 (14.0)［3.3］ ― 破片 雲 白粒 針 良好 灰 南比企産

390 2 SK 222 土師器 (13.0)［2.3］ ― 破片 雲 角 黒粒 普通 橙 北武蔵型

390 3 SK
226･
227 須恵器 ― ［1.9］ 8.8 底部2/3 白粒 針 良好 灰白 墨書 南比企産 182

390 4 SK 228 須恵器 (11.0) 4.0 (6.0) 1/4 針 良好 灰 南比企産

390 5 SK 228 須恵器 ― ［2.0］ (7.0)底部破片 白粒 針 黒粒 普通 鈍い黄褐 南比企産

390 6 SK 228 須恵器 蓋 ― ［3.2］ ― 1/4 雲 白粒 針 良好 黄灰 南比企産 219

390 7 SK 252灰釉陶器 長頸瓶 ― ［8.5］ ― 頸部1/2 白粒 黒粒 良好 灰白 浜北

390 8 SK 273 土師器 高 (19.4)［4.5］ ― 部破片 雲 角 石英 白粒 普通 鈍い黄橙 赤彩

390 9 SK 274 土師器 甕 (18.8)［6.9］ ― 破片 雲 赤粒 白粒 黒粒 礫 普通 橙

第430図 土坑墓
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第112表 土坑出土遺物観察表（2）

挿図番号 遺構 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置･備考 図版

390 10 SK 276 須恵器 12.3 4.2 5.1 ほぼ完形 白粒 針 良好 灰 南比企産 182

390 11 SK 276 須恵器 壺 (21.6)［1.8］ ― 破片 雲 石英 針 黒粒 普通 灰白 南比企産

390 12 SK 276 土師器 (11.8)［3.4］ ― 破片 雲 砂粒 普通 鈍い橙

390 13 SK 276 須恵器 甕 ― ― ― 破片 雲 赤粒 白粒 黒粒 普通 橙 末野産

390 14 SK 276 須恵器 甕 ― ― ― 破片 白粒 黒粒 普通 灰白 群馬産

390 15 SK 278 須恵器 ― ［1.3］ (7.0) 底部1/2 雲 白粒 針 黒粒 普通 灰白 南比企産

390 16 SK 280 須恵器 11.9 3.7 6.9 ほぼ完形 白粒 針 黒粒 普通 黄灰 南比企産 182

390 17 SK 281 須恵器 高台付 ― (3.0) 8.0 底部破片 雲石英砂粒赤粒白粒黒粒礫 不良 黒

390 18 SK 285 土師器 甕 (13.4)［6.2］ ― 口縁破片 雲 角 石英 黒粒 普通 鈍い黄橙

390 19 SK 288 須恵器 蓋 ― ［2.1］ ― 破片 白粒 黒粒 普通 灰白 群馬産 219

390 20 SK 298 須恵器 長頸瓶 ― ［4.7］ ― 破片 白粒 普通 灰 末野産

390 21 SK 301 須恵器 高台付 (11.2) 5.5 6.4 2/3 針 良好 灰 南比企産 182

390 22 SK 309 土師器 (11.0)［2.9］ ― 破片 雲 角 黒粒 普通 橙 北武蔵型

390 23 SK 309 土師器 (11.4)［2.2］ ― 破片 雲 黒粒 普通 橙 北武蔵型

390 24 SK 309 土師器 (12.0)［1.8］ ― 破片 雲 赤粒 白粒 黒粒 普通 橙 模倣 Ｃ

390 25 SK 309 須恵器 蓋 (9.4)［3.1］ ― 1/2 雲 黒粒 良好 灰 群馬産（秋間）182

390 26 SK 309 須恵器 甕 ― ― ― 破片 白粒 良好 灰赤 末野産

397 1 SK 312 須恵器 ― ［1.7］ 11.7 底部3/4 雲 白粒 良好 灰 末野産

397 2 SK 312 須恵器 羽釜 (19.1)［5.1］ ― 口縁1/5 角 砂粒 赤粒 普通 橙 219

397 3 SK 313 須恵器 (11.0) 4.2 (6.0) 1/3 石英 白粒 針 良好 灰 南比企産

397 4 SK 313 須恵器 (12.0) 3.4 (5.0) 破片 白粒 黒粒 良好 黄灰 南比企産

397 5 SK 313 須恵器 皿 ― ［2.0］ (6.0) 1/3 白粒 針 黒粒 普通 黄灰 南比企産

397 6 SK 313 須恵器 ― ［2.2］ 5.8 底部破片 白粒 針 良好 灰 ヘラ記号南比企産

397 7 SK 313 須恵器 蓋 (14.0)［1.9］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 灰 南比企産

397 8 SK 313 土師器 (14.0)［4.2］ ― 破片 赤粒 黒粒 普通 橙

397 9 SK 315 須恵器 (12.8) 3.7 (6.3) 1/3 白粒 針 黒粒 良好 灰 墨書 山」南比企産

397 10 SK 316 須恵器 13.0 3.5 (6.8) 1/5 白粒 黒粒 良好 黄灰 末野産

397 11 SK 318 須恵器 ― ［1.6］ (8.0) 破片 石英 針 良好 灰 南比企産

397 12 SK 322 須恵器 高台付 13.6 6.0 5.8 ほぼ完形 長石 白粒 黒粒 良好 灰 末野産 182

397 13 SK 322灰釉陶器 皿 14.5 3.4 16.7 ほぼ完形 長石 白粒 黒粒 良好 灰白 二川 182

397 14 SK 311 木製品 曲物 径［41.3］高さ［4.5］厚さ0.3

401 1 SK 336 須恵器 蓋 (19.1)［9.2］ ― 破片 白粒 礫 普通 灰 末野産

401 2 SK 336 須恵器 蓋 (18.0)［2.6］ ― 1/4 白粒 礫 良好 灰 末野産

401 3 SK 336 須恵器 16.9 4.7 13.7 4/5 白粒 礫 良好 灰 末野産 182

401 4 SK 336 須恵器 ― ［1.5］(10.7) 底部1/2 雲 良好 灰 末野産

401 5 SK 336 土師器 (13.0) 3.6 ― 1/3 雲 角 赤粒 黒粒 普通 鈍い橙 北武蔵型

401 6 SK 336 土師器 (12.8)［3.3］ ― 1/4 雲 角 白粒 黒粒 普通 鈍い橙 北武蔵型

401 7 SK 336 土師器 皿 (16.0)［2.8］ ― 1/5 雲 角 礫 不良 鈍い橙

401 8 SK 336 土師器 14.6 4.5 ― 4/5 雲 角 赤 白 黒粒 普通 橙 北武蔵型 182

401 9 SK 336 土師器 皿 (17.6) 3.7 ― 1/2 白粒 良好 鈍い褐

401 10 SK 336 土師器 皿 16.4 4.1 ― 1/2 雲 角 白粒 良好 橙

401 11 SK 336 土師器 (12.1)［2.6］ ― 1/5 雲 砂粒 良好 橙 放射状暗文

401 12 SK 336 土師器 (13.6)［3.0］ ― 1/4 雲 角 白粒 黒粒 普通 褐灰 放射状暗文

401 13 SK 336 土師器 ― ― ― 破片 雲 角 黒粒 普通 橙 放射状暗文

401 14 SK 336 土師器 甑 (5.0)［6.3］ ― 口縁破片 雲 赤粒 白粒 普通 褐灰

401 15 SK 336 土師器 鉢 (26.0)［5.8］ ― 破片 雲 角 白粒 良好 褐

401 16 SK 336 土師器 甕 (20.0)［7.6］ ― 口縁破片 雲 石英 赤粒 白粒 黒粒 普通 灰黄褐

401 17 SK 336 土師器 甕 (23.0)［10.7］ ― 口縁1/4 赤粒 黒粒 普通 灰黄褐

401 18 SK 336 土師器 甕 (25.4)［18.3］ ― 1/3 雲 角 砂粒 赤粒 良好 鈍い橙

401 19 SK 336 須恵器 甕 ― ［5.2］ ― 破片 白粒 良好 灰白 群馬産（西毛）

403 1 SK 337 土師器 (12.7)［3.0］ ― 1/4 雲 角 砂粒 白粒 普通 橙

403 2 SK 337 須恵器 ― ［1.9］(10.0) 破片 白粒 針 良好 灰 南比企産

403 3 SK 337 須恵器 蓋 (22.0)［3.0］ ― 破片 白粒 針 黒粒 良好 灰 南比企産

403 4 SK 338 土師器 13.0 ［2.9］ ― 1/2 雲 角 白粒 黒粒 普通 橙

403 5 SK 341 須恵器 (6.0) 4.0 (7.0) 1/5 雲 針 黒粒 不良 白灰 南比企産

403 6 SK 341 須恵器 (12.6) 3.2 (8.0) 1/3 針 白粒 普通 灰 南比企産
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第113表 土坑出土遺物観察表（3）

挿図番号 遺構 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置･備考 図版

403 7 SK 341 須恵器 12.0 3.5 7.0 3/4 針 黒粒 普通 灰白 南比企産 183

403 8 SK 341 須恵器 (18.0)［5.2］ ― 破片 白粒 針 良好 灰 南比企産

403 9 SK 341 須恵器 12.4 3.8 5.8 1/2 石英 白粒 針 良好 灰 南比企産 183

403 10 SK 341 須恵器 (12.0) 3.4 (6.0) 1/3 白粒 針 黒粒 普通 灰 南比企産 183

403 11 SK 341 須恵器 ― ［0.8］ 7.0 底部1/2 雲 白粒 針 黒粒 普通 灰 南比企産

403 12 SK 341 須恵器 ― ［1.6］ 6.2 底部1/2 白粒 針 黒粒 良好 黄灰 南比企産

403 13 SK 341 土師器 (11.0)［3.5］ ― 1/3 雲 角 黒粒 小石 普通 鈍い橙

403 14 SK 341 土師器 11.0 3.3 ― 1/3 雲 角 白粒 黒粒 普通 橙

403 15 SK 351 土師器 11.8 3.3 ― ほぼ完形 雲 角 白粒 黒粒 良好 橙

403 16 SK 351 土師器 (12.1) 3.1 ― 1/2 雲 角 赤粒 白粒 良好 鈍い橙

403 17 SK 351 土師器 (13.0)［3.1］ ― 1/4 雲 白粒 黒粒 普通 鈍い橙

403 18 SK 352 須恵器 ― ［2.7］ (7.2) 底部2/3 針 黒粒 普通 灰 南比企産 183

403 19 SK 361 土師器 12.4 ［3.1］ ― 1/4 角 赤粒 黒粒 普通 鈍い橙 有段口縁

403 20 SK 370 須恵器 ― ［1.5］ (8.0)底部破片 雲 赤 白 黒粒 針 良好 灰白 南比企産

403 21 SK 370 須恵器 壺 ― ［4.5］(12.6) 破片 雲 白粒 普通 灰

403 22 SK 371 須恵器 (13.0) 3.2 ― 口縁1/4 針 黒粒 良好 鈍い褐 南比企産

403 23 SK 371 須恵器 ― ［1.7］ (8.0) 底部1/2 雲 針 黒粒 普通 灰 南比企産

408 1 SK 379 須恵器 12.4 3.7 5.8 1/2 雲 赤 白 針 黒 礫 普通 黄灰 墨書「山」南比企産 183

408 2 SK 379 須恵器 12.2 3.9 6.2 2/3 石英 白粒 針 良好 灰 墨書 山」南比企産

408 3 SK 379 須恵器 (14.8) 4.8 7.3 1/2 雲 赤 白 黒粒 普通 灰白 末野産

408 4 SK 379 須恵器 (12.2) 4.1 (6.5) 破片 白粒 針 良好 灰 南比企産

408 5 SK 379 須恵器 (12.5)［3.5］ ― 1/3 白粒 針 普通 灰 南比企産

408 6 SK 379 須恵器 (14.0)［4.7］ ― 1/4 片 白粒 黒粒 普通 黄灰 末野産

408 7 SK 379 須恵器 (11.0)［3.4］ (6.0) 破片 白粒 針 良好 灰 南比企産

408 8 SK 379 須恵器 ― ［0.7］ 7.3 底部破片 雲 白粒 針 良好 灰 南比企産

408 9 SK 379 須恵器 ― ［2.4］ (6.0) 破片 赤粒 白粒 針 黒粒 普通 鈍い赤褐 南比企産

408 10 SK 379 須恵器 高台付 (14.2) 6.0 8.0 2/3 片 石英 黒粒 普通 灰 末野産

408 11 SK 379 須恵器 ― ［2.1］ (6.4)底部破片 片 白粒 黒粒 良好 黄灰 末野産

408 12 SK 379 須恵器 皿 (15.1) 1.7 (7.2) 1/2 雲 白粒 針 良好 灰 南比企産

408 13 SK 379 土師器 (11.9) 3.8 6.2 1/2 砂粒 普通 鈍い橙

408 14 SK 379 土師器 小型甕 (14.1)［5.1］ ― 口縁1/3 雲 角 白粒 普通 赤褐 コ」の字状口縁

408 15 SK 379 在地産 鉢 (26.0)［12.9］ ― 破片 雲 黒粒 普通 褐灰

408 16 SK 379 須恵器 甕 (19.0)［5.7］ ― 破片 白粒 普通 灰

408 17 SK 379 須恵器 鉢 (32.6)［13.5］ ― 破片 石英 白粒 良好 灰 末野産

408 18 SK 380 須恵器 (12.4) 3.8 (6.0) 1/3 砂粒 白粒 良好 褐灰 東金子産

408 19 SK 380 須恵器 (16.0)［7.0］ ― 破片 石英 普通 灰 末野産

408 20 SK 380 須恵器 甕 (24.4)［8.2］ ― 口縁破片 白粒 良好 灰 №5 末野産

408 21 SK 380 須恵器 鉢 (28.0)［10.7］ ― 破片 石英 白粒 普通 灰 末野産

408 22 SK 380 土師器 甕 (14.0)［9.8］ ― 破片 雲 角 砂粒 赤粒 普通 橙 コ」の字状口縁

408 23 SK 380 土師器 台 甕 ― ［2.4］ (3.8) 破片 雲 角 白粒 黒粒 普通 赤灰

410 1 SK 389 土師器 甕 20.3［10.2］ ― 1/2 雲 角 砂粒 普通 褐 183

410 2 SK 393 土師器 小型壺 6.2 8.3 3.2 ほぼ完形 石英 砂粒 白粒 良好 灰黄褐 粘土紐接合痕 183

410 3 SK 393灰釉陶器 ― ［2.5］ 6.8 底部破片 石英 白粒 黒粒 礫 良好 灰白 二川 213

410 4 SK 395 須恵器 長頸瓶 7.6 12.9 6.7 ほぼ完形 針 石英 白粒 良好 灰 南比企産 183

410 5 SK 395 須恵器 高台付 (18.4)［9.4］(10.0) 1/5 雲 白粒 礫 良好 灰 末野産

410 6 SK 397 須恵器 12.4 3.2 7.0 2/3 雲石英赤粒白粒黒粒礫 普通 橙 末野産

410 7 SK 397 須恵器 高台付 ― ［3.6］ ― 底部1/4 石英 白粒 良好 灰 末野産

410 8 SK 397 須恵器 蓋 5.4 ［1.4］ ― 摘み破片 白粒 黒粒 良好 灰 群馬産（西毛）

410 9 SK 397灰釉陶器 皿 (16.5)［1.6］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 灰白 釉・灰オリーブ 二川 213

410 10 SK 399 土師器 (12.4)［3.3］ ― 口縁1/4 雲 砂粒 赤粒 良好 橙 有段口縁

410 11 SK 399 土師器 甕 (21.6)［4.0］ ― 口縁破片 雲 角 石英 赤白 黒粒 普通 浅黄橙

410 12 SK 403 土師器 鉢 (16.2) 8.5 ― 口縁1/3 白粒 黒粒 普通 黄灰

410 13 SK 403 土師器 甕 (22.6)［5.8］ ― 口縁破片 雲 角 赤 白 黒粒 普通 灰黄褐

410 14 SK 404 土師器 (14.0)［3.1］ ― 1/5 雲 角 良好 鈍い橙

410 15 SK 404 木製品 曲物 幅3.8長さ7.1厚さ0.3 №6

410 16 SK 404 木製品 曲物片 幅［37］長さ［51］厚さ05 №7
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挿図番号 遺構 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置･備考 図版

410 17 SK 404 木製品 漆椀 口径149器高64底径66 №1（穴有り） 184

410 18 SK 404 木製品 曲物底板 幅106長さ［241］厚さ14 №2

410 19 SK 405 鉄製品 板状品 幅最大22現存長49厚さ03 222

413 1 SK 412 須恵器 (13.4) 3.8 7.6 1/2 針 良好 灰 墨書「時」南比企産 184

413 2 SK 412 須恵器 ― ［2.0］ 7.4 底部1/2 雲 針 黒粒 良好 灰白 回転ヘラ 南比企産

413 3 SK 412 須恵器 蓋 (4.0)［1.6］ ― 破片 白粒 針 普通 褐灰 一括 南比企産

413 4 SK 412 石製品 紡錘車 孔径0.9径4.4厚さ3.3 完形 線刻「占部豊川」 209

413 5 SK 413 土師器 鉢 (21.6)［8.2］ ― 口縁破片 黒粒 普通 鈍い黄橙

413 6 SK 418 土師器 甕 (20.0)［3.7］ ― 口縁破片 雲 角 良好 鈍い橙 217

413 7 SK 418 土師器 甕 (14.0) 3.5 ― 破片 白粒 黒粒 良好 鈍い橙 217

413 8 SK 418 土師器 甕 (15.0)［2.4］ ― 口縁破片 雲 白粒 黒粒 良好 鈍い黄橙 217

413 9 SK 418 土師器 小型甕 (9.4)［3.2］ ― 口縁破片 白粒 黒粒 普通 浅黄 217

413 10 SK 418 土師器 甕 (22.0)［4.7］ ― 口縁破片 砂粒 白粒 良好 鈍い橙 217

413 11 SK 418 土師器 高 ― ［6.0］ ― 脚部4/5 赤粒 白粒 良好 明赤褐

413 12 SK 418 土師器 台付甕 ― ［6.0］ (7.9) 脚部2/3 赤粒 白粒 黒粒 良好 鈍い橙 184

413 13 SK 418 土師器 台付甕 ― 5.0 ― 高台破片 石英 白粒 黒粒 普通 鈍い黄橙

413 14 SK 428 須恵器 (11.8) 3.6 (6.0) 1/3 赤粒 白粒 針 良好 灰 南比企産

413 15 SK 428 須恵器 鉢 (28.0)［7.2］ ― 破片 雲 白粒 黒粒 普通 灰 末野産

413 16 SK 434 須恵器 ― ［1.1］ (8.0) 底部1/4 白粒 良好 灰 末野産

413 17 SK 440 土師器 (12.8)［3.5］ ― 1/4 雲 角 白粒 黒粒 良好 橙 北武蔵型

413 18 SK 440 須恵器 ― ［1.4］ (6.0) 底部3/4 雲 白粒 黒粒 普通 鈍い黄橙 ヘラ「×」末野産 184

413 19 SK 442 土師器 (11.0)［2.4］ ― 口縁破片 雲 角 黒粒 普通 橙

413 20 SK 443 土師器 皿 (22.0)［3.4］ ― 1/5 雲 角 黒粒 普通 橙

413 21 SK 462 土師器 高 ― ［3.6］ 10.0 高台破片 雲 赤粒 白粒 黒粒 普通 鈍い黄橙

413 22 SK 463内黒土器 小皿 9.6 1.8 5.6 完形 雲 角 赤粒 礫 普通 鈍い黄橙 内面黒色処理 184

413 23 SK 463 土師器 (12.0)［4.5］ ― 破片 雲 白粒 黒粒 普通 鈍い黄橙

413 24 SK 463 須恵器 高台付 ― ［3.3］ (7.0) 1/3 雲 白粒 黒粒 普通 橙

413 25 SK 463 土師器 甕 (21.5)［13.0］ ― 1/2 雲 角 砂粒 白粒 礫 普通 鈍い黄橙

420 1 SK 472 須恵器 (11.5)［3.2］ ― 破片 石英 白粒 針 良好 灰 南比企産

420 2 SK 472 須恵器 ― ［1.6］ (7.0) 底部3/4 雲 赤 白粒 針 黒粒 普通 灰 ヘラ描き「―」南比企 185

420 3 SK 473灰釉陶器 稜皿 ― ［2.2］ (7.0) 1/4 白粒 黒粒 良好 灰白 東濃 213

420 4 SK 488 須恵器 (12.8) 3.4 7.1 1/2 雲 針 良好 淡灰 墨書 八」南比企産 185

420 5 SK 488 須恵器 盤 (21.2)［3.0］ ― 口縁破片 白粒 礫 普通 黒褐 末野産

420 6 SK 492 土師器 甕 (20.1)［8.0］ ― 破片 雲 赤粒 礫 良好 明褐

420 7 SK 496 土師器 (12.0) 3.0 ― 口縁破片 赤粒 黒粒 良好 橙

420 8 SK 506 須恵器 長頸瓶 ― (8.9) ― 頸部1/3 白粒 黒粒 良好 黒

420 9 SK 510 石製品 砥石 幅49長さ［104］厚さ38 1/2 220

420 10 SK 516 土師器 甕 (15.5)［11.8］ ― 1/3 長石 砂粒 赤粒 不良 灰褐 185

420 11 SK 520 須恵器 高盤 (18.0)［2.2］ ― 口縁破片 白粒 黒粒 普通 黄灰 南比企産

420 12 SK 523 石製品 砥石 幅38長さ［107］厚さ37 1/2 220

420 13 SK 523 木製品 角材 幅2.0長さ5.7厚さ1.4

420 14 SK 525 須恵器 11.8 3.9 6.1 2/3 雲 針 黒粒 普通 灰白 南比企産 185

420 15 SK 530 須恵器 蓋 (14.1)［2.6］ ― 口縁破片 白粒 良好 暗灰 南比企産

420 16 SK 530石製模造品 不明品 幅(31)長さ［12］厚さ05 破片 滑石 210

420 17 SK 530 土師器 (12.0)［3.6］ ― 口縁破片 雲 赤粒 白粒 黒粒 普通 鈍い橙 模倣

420 18 SK 530 土師器 壺 (11.0)［6.0］ ― 口縁破片 赤粒 白粒 黒粒 不良 鈍い褐

420 19 SK 530 土師器 (15.6)［2.8］ ― 破片 雲 角 白粒 黒粒 普通 明赤褐 模倣

420 20 SK 530 土師器 (15.6)［2.7］ ― 破片 雲 角 白粒 黒粒 普通 明赤褐 模倣

420 21 SK 530 土師器 (14.6)［2.8］ ― 1/5 雲 角 白粒 普通 黒 黒色身模倣

420 22 SK 530 須恵器 高 ― ［7.4］(15.9) 脚部2/3 白粒 礫 良好 灰 末野産 185

420 23 SK 530 須恵器 高 ― ［3.1］(18.0)脚部破片 石英 黒粒 白粒 黒粒 普通 褐灰 末野産 219

420 24 SK 531灰釉陶器 ― ［4.1］ (8.0) 1/5 白粒 黒粒 良好 灰白釉・灰黄 東濃 213

420 25 SK 539 土師器 (13.0) 3.5 ― 1/4 雲 角 赤 白粒 黒粒 普通 橙 北武蔵型

420 26 SK 552 須恵器 (12.0) 4.0 (5.6) 1/4 針 白粒 普通 灰 南比企産

420 27 SK 553 須恵器 高台付 13.4 5.3 5.8 ほぼ完形 雲 白粒 普通 褐灰 油煙付着 185

420 28 SK 557 須恵器 ― ［0.8］ (9.0) 底部1/4 白粒 針 黒粒 良好 灰 回転ヘラ南比企産

― ―512
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ふ り が な 

所 収 遺 跡 

所収遺跡名 主 な 時 代  種 別  主 な 遺 構  主 な 遺 物  特 記 事 項  

下田町遺跡 
しも だ まち い せき 埼玉県大里郡大 

里町津田字 

埋田町1775他 

20010601～ 

20020322

さいたまけんおおさとぐんおお 

さとまち つ  だ あざ 

うめ だ まち ほか 

コ ー ド  

11401 55 36°5′40″ 139°25′45″ 14,100

第２次調査 

高規格堤防 

建設 

下田町遺跡 
しも だ まち い せき 埼玉県大里郡大 

里町津田字 

埋田町1792他 

さいたまけんおおさとぐんおお 

さとまち つ  だ あざ 

うめ だ まち ほか 

11401 55 36°5′38″ 139°25′45″ 8,700

第３次調査 

高規格堤防 

建設 

調査期間 調査面積 
(㎡)

調査原因 
北　緯 東　経 

°′″ °′″ 

ふ り が な 
所　在　地 

報　告　書　抄　録 

市町村 遺跡番号 

20020510～ 

20030324

集落跡 古墳時代後期 

～　中世　 

下田町遺跡 

第２次調査 

（東区） 

集落跡 弥生時代中期 

古墳時代前期 

古墳時代中期 

　～　中世 

下田町遺跡 

第３次調査 

竪穴住居跡 16軒 

掘立柱建物跡 ６棟 

井戸跡 48基 

土坑 34基 

ピット 356基 

溝跡 112条 

土坑 １基 

方形周溝墓 6基 

竪穴住居跡 37軒 

掘立柱建物跡 17棟 

柱穴列 ９条 

井戸跡 171基 

円形周溝状遺構 ２基 

土坑 354基 

ピット 3696基 

火葬土坑 27基 

溝跡 301条 

道路状遺構 ２条 

平安時代の土坑

から「占部豊川」

と線刻された石

製紡錘車を検出

した。 

土師器・須恵器 

灰釉陶器・緑釉陶器 

鉄製品・木製品 

陶磁器・古銭 

 

 

縄文土器・石器 

弥生土器 

土師器・須恵器 

灰釉陶器・緑釉陶器 

土錘・石製模造品 

鉄製品・木製品 

陶磁器・古銭 
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